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(57)【要約】
【課題】安価なプリント基板を用いて内部空間を有効に
利用した電子回路を構成することができ、かつ、湾曲さ
せたプリント基板における不具合の発生を抑制すること
ができる遊技機を提供すること。
【解決手段】遊技機は、可動役物と、可動役物を作動さ
せる演出用駆動装置（作動手段）と、演出用駆動装置に
よる可動役物の作動を制御する演出制御基板（制御手段
）及びランプ制御基板（制御手段）と、可動役物の作動
の制御を含む各種制御を行うための電子回路を構成する
配線２１０３が形成された複数の基板とを備えている。
複数の基板には、薄型プリント基板１８０１が含まれて
いる。薄型プリント基板１８０１には、厚み方向に湾曲
させた湾曲部１８０９が形成されている。薄型プリント
基板１８０１に形成された配線２１０３は、他の部分よ
りも幅を広くした幅広配線部２２０２を有している。幅
広配線部２２０２は、その一部が湾曲部１８０９に形成
されている。
【選択図】図２２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動役物と、
　該可動役物を作動させる作動手段と、
　該作動手段による前記可動役物の作動を制御する制御手段と、
　前記可動役物の作動の制御を含む各種制御を行うための電子回路を構成する配線が形成
された複数の基板とを備え、
　該複数の基板には、厚み方向に湾曲可能な薄型プリント基板が含まれており、
　該薄型プリント基板には、他の部分よりも幅を狭くした幅狭部と、該幅狭部の一部を含
み、厚み方向に湾曲させた湾曲部とが形成されており、
　前記薄型プリント基板に形成された前記配線は、他の部分よりも幅を広くした幅広配線
部を有しており、
　該幅広配線部は、その少なくとも一部が前記薄型プリント基板の前記幅狭部であって、
かつ前記湾曲部である部分に形成されていることを特徴とする遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、遊技機内部に電子回路を配置する場合、遊技機内部の構造や役物等の配置に合
わせて電子回路の一部を湾曲可能とすることが遊技機内部の空間を有効利用するために効
果的である。ところが、電子回路を構成する配線が形成されたプリント基板は、ある程度
の厚みがあるため、その一部を湾曲させて使用することは困難である。
【０００３】
　そこで、電子回路を湾曲可能に構成するために、例えば、柔軟性を有するプリント基板
（以下、フレキシブル基板という）が用いられている（特許文献１参照）。ところが、フ
レキシブル基板は、通常のプリント基板に比べて高価であるため、フレキシブル基板を用
いることによってコストの増大を招いてしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２３２２１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方、電子回路を湾曲可能に構成するために、厚みを薄くした薄型プリント基板を用い
、その一部を湾曲可能とする方法が考えられる。こうすることで、遊技機内部に湾曲させ
た薄型プリント基板を配置し、遊技機内部の空間を有効利用できるようになる。また、薄
型プリント基板は、フレキシブル基板に比べて安価であるため、コストの低減も可能とな
る。
【０００６】
　ところが、薄型プリント基板は、厚みを薄くしたことにより、湾曲させた部分の配線に
剥離や断線が生じる可能性がフレキシブル基板に比べて高くなってしまうという問題が発
生する。
【０００７】
　本発明は、かかる背景に鑑みてなされたものであり、遊技の興趣向上を図ると共に、遊
技の興趣低下を抑制できる遊技機を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明は、上記の課題を解決するために以下の構成を採用した。なお、本欄における括
弧内の参照符号や補足説明等は、本発明の理解を助けるために、後述する実施形態との対
応関係を示したものであって、本発明を何ら限定するものではない。
【０００９】
　本発明の遊技機（１）は、可動役物（２１１～２１８）と、該可動役物（２１１～２１
８）を作動させる作動手段（３４１）と、該作動手段（３４１）による前記可動役物（２
１１～２１８）の作動を制御する制御手段（３２０、３４０）と、前記可動役物（２１１
～２１８）の作動の制御を含む各種制御を行うための電子回路を構成する配線（２１０３
）が形成された複数の基板（１７０４、１８０１）とを備え、該複数の基板（１７０４、
１８０１）には、厚み方向に湾曲可能な薄型プリント基板（１８０１）が含まれており、
薄型プリント基板（１８０１）には、他の部分よりも幅を狭くした幅狭部（１８１０）と
、該幅狭部の一部を含み、厚み方向に湾曲させた湾曲部（１８０９）とが形成されており
、前記薄型プリント基板（１８０１）に形成された前記配線（２１０３）は、他の部分よ
りも幅を広くした幅広配線部（２２０２）を有しており、該幅広配線部（２２０２）は、
その少なくとも一部が前記薄型プリント基板（１８０１）の前記幅狭部（１８１０）であ
って、かつ前記湾曲部（１８０９）である部分に形成されている。
【００１０】
　このように、本発明によれば、遊技の興趣向上を図ると共に、遊技の興趣低下を抑制で
きる遊技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】パチンコ遊技機を示す概略正面図である。
【図２】遊技盤の構成を示す説明図である。
【図３】パチンコ遊技機の概略構成を示すブロック図である。
【図４】（Ａ）は第１特別図柄の大当たり判定テーブルを例示し、（Ｂ）は第２特別図柄
の大当たり判定テーブルを例示し、（Ｃ）は普通図柄の当たり判定テーブルを例示する説
明図である。
【図５】（Ａ）は大当たりにおける図柄決定テーブルを例示し、（Ｂ）は確変大当たりと
なる割合を例示し、（Ｃ）は、ハズレにおける図柄決定テーブルを例示する説明図である
。
【図６】変動パターンの決定のためのテーブルを例示する説明図である。
【図７】遊技盤の構成を示す説明図である。
【図８】第１中央可動役物の構成を示す説明図である。
【図９】第１中央可動役物の第１装飾部材及び第２装飾部材を中心とする構成を示す説明
図である。
【図１０】（Ａ）～（Ｃ）が第１中央可動役物の第１装飾部材及び第２装飾部材の移動を
示す説明図である。
【図１１】第１中央可動役物の構成を示す説明図であって、裏面から見た図である。
【図１２】（Ａ）～（Ｃ）が第１中央可動役物の第１装飾部材及び第２装飾部材の相対的
な移動を示す説明図である。
【図１３】案内部の構成を示す説明図である。
【図１４】（Ａ）は可動役物が進出位置に位置する場合の説明図であり、（Ｂ）は第２中
央可動役物が退避位置に位置する場合の説明図である。
【図１５】照明装飾部材の表面側を示す説明図である。
【図１６】（Ａ）は図２のＡ－Ａ線矢視断面図であり、（Ｂ）は図２のＢ－Ｂ線矢視断面
図である。
【図１７】照明装飾部材の裏面側を示す説明図である。
【図１８】照明装飾部材及び第１基板部材を展開して示す斜視図である。
【図１９】薄型プリント基板の前面側を示す説明図である。
【図２０】薄型プリント基板の後面側を示す説明図である。
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【図２１】薄型プリント基板の構造を示す断面図である。
【図２２】薄型プリント基板の連結部及びその周辺を拡大して示す図である。
【図２３】（Ａ）は薄型プリント基板の湾曲部の一部を拡大して示す図であり、（Ｂ）は
２つのスルーホールを含む薄型プリント基板の厚み方向の断面を示す図（図２３（Ａ）の
Ｃ－Ｃ線矢視断面図）である。
【図２４】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行されるメイン処理を示
すフローチャートである。
【図２５】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される復旧処理を示す
フローチャートである。
【図２６】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される電断監視処理を
示すフローチャートである。
【図２７】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行されるタイマ割込処理
を示すフローチャートである。
【図２８】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行されるスイッチ処理を
示すフローチャートである。
【図２９】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される第１始動装置ス
イッチ処理を示すフローチャートである。
【図３０】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される第２始動装置ス
イッチ処理を示すフローチャートである。
【図３１】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行されるゲートスイッチ
処理を示すフローチャートである。
【図３２】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される特別図柄処理を
示すフローチャートである。
【図３３】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される大当たり判定処
理を示すフローチャートである。
【図３４】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される変動パターン選
択処理を示すフローチャートである。
【図３５】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される停止中処理を示
すフローチャートである。
【図３６】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される普通図柄処理を
示すフローチャートである。
【図３７】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される電動チューリッ
プ処理を示すフローチャートである。
【図３８】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される大入賞装置開放
制御処理を示すフローチャートである。
【図３９】主制御基板３００のメインＣＰＵ３０１ａによって実行される遊技状態設定処
理を示すフローチャートである。
【図４０】演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３２０ａによって実行されるタイマ割込処理
を示すフローチャートである。
【図４１】演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３２０ａによって実行されるコマンド処理を
示すフローチャートである。
【図４２】演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３２０ａによって実行されるリトライ処理を
示すフローチャートである。
【図４３】演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３２０ａによって実行される保留関連処理を
示すフローチャートである。
【図４４】演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３２０ａによって実行される保留処理を示す
フローチャートである。
【図４５】演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３２０ａによって実行される稼動状態判定処
理を示すフローチャートである。
【図４６】薄型プリント基板の連結部及びその周辺を拡大して示す図である。
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【図４７】（Ａ）は薄型プリント基板の湾曲部の一部を拡大して示す図であり、（Ｂ）は
２つのスルーホールを含む薄型プリント基板の厚み方向の断面を示す図（図４７（Ａ）の
Ｄ－Ｄ線矢視断面図）である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、適宜図面を参照しつつ、本発明の遊技機の一実施形態としての遊技機１について
説明する。
　［遊技機１の構成］
　図１を用いて、遊技機１の概略構成について説明する。図１は、本実施形態の遊技機１
の概略正面図である。遊技機１は、遊技者の発射操作に基づいて遊技球を発射させ、特定
の入賞装置に遊技球が入賞すると、その入賞に基づいて所定数の遊技球を遊技者に払い出
すよう構成されたパチンコ遊技機である。なお、本実施形態の遊技機１は、１種タイプと
呼ばれるパチンコ遊技機である。
【００１３】
　図１に示すように、遊技機１は、入賞や判定に関する役物等が設けられた遊技盤１００
と、遊技盤１００を囲む枠部材１０１とを備えている。なお、遊技盤１００の詳細構成は
、図１では不図示（空白）としており、別途、図２を用いて後述する。
【００１４】
　枠部材１０１は、遊技盤１００の盤面と所定の間隔を隔てて平行配置された透明なガラ
ス板を支持するいわゆるガラス枠である。枠部材１０１が支持するガラス板と遊技盤１０
０とによって、遊技球が流下可能な遊技領域１０２が形成されている。
【００１５】
　枠部材１０１は、その上部中央に、演出などで発光する枠ランプ１０３を有している。
枠ランプ１０３の左右両側には、スピーカ１０４が設けられている。また、枠部材１０１
は、その下部が遊技者側へ突出した構成となっており、その突出部分の上面に、円形の演
出ボタン１０５が設けられている。演出ボタン１０５の左側手前には、４つの押しボタン
からなる演出キー１０６が設けられている。さらに、演出ボタン１０５の奥側には、遊技
球を発射装置（不図示）へ案内する皿１０７が設けられている。枠部材１０１は、その右
側下部に、ハンドル１０８を有している。ハンドル１０８には、レバー１０９が回転可能
に取り付けられている。また、ハンドル１０８には、レバー１０９の回転にかかわらず一
時的に遊技球の発射を停止させるための停止ボタン１１０が設けられている。
【００１６】
　図２を用いて、遊技機１における略中央部に配置される遊技盤１００の具体的構成を説
明する。図２に示すように、遊技盤１００は、その中央に、液晶表示装置２０１を有して
いる。また、遊技盤１００は、入賞や判定に関する役物として、第１始動装置２０２、第
２始動装置２０３、電動チューリップ２０４、２つのゲート２０５、大入賞装置２０６、
４つの一般入賞装置２０７、及び、表示器２０８を有している。
【００１７】
　また、遊技盤１００は、演出用の可動（電動）役物（ギミック）として、第１中央可動
役物２１１、第２中央可動役物２１２、右下側可動役物２１３、左下側可動役物２１４、
右中側可動役物２１５、左中側可動役物２１６、右上側可動役物２１７、及び、左上側可
動役物２１８を有している。以降、これらの複数を単に可動役物として記載する場合があ
る。これら各可動役物２１１～２１８は、それぞれ、ステッピングモータによって個別に
駆動される。また、ステッピングモータによる各可動役物２１１～２１８の駆動は、それ
ぞれ、後述するようにランプ制御基板３４０（図３参照）により制御される演出用駆動装
置３４１により実現される。
【００１８】
　液晶表示装置２０１は、各可動役物２１１～２１８、及び遊技領域１０２の中央の下寄
りに配置される壁部材２１９により囲まれる領域を含む大きな表示画面を有しており、上
述した領域は全て画像が表示可能な領域（前方から遊技者が画像を視認可能な領域）とな
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っている。この領域を、以降、表示領域２０１ａと記載する。
【００１９】
　第１始動装置２０２は、液晶表示装置２０１の下方で遊技盤１００の左右中央に設けら
れている。第１始動装置２０２の下方に、第２始動装置２０３が設けられている。また、
第２始動装置２０３に近接して、普通電動役物としての電動チューリップ２０４が設けら
れている。ゲート２０５は、遊技盤１００の右側下部及び左側上部にそれぞれ１つずつ設
けられている。液晶表示装置２０１の下方右寄りに、大入賞装置２０６が設けられている
。４つの一般入賞装置２０７のうちの３つは遊技盤１００の左側下部に設けられ、残りの
１つは遊技盤１００の右側下部に設けられている。なお、遊技盤１００の最下部には、入
賞しなかった遊技球を排出する排出装置２０９が設けられている。
【００２０】
　図１及び図２に示したような構成により、遊技者がハンドル１０８を握ってレバー１０
９を時計方向に回転させると、皿１０７に溜められた遊技球が発射装置（不図示）へと案
内され、レバー１０９の回転角度に応じた打球力で遊技領域１０２へ向けて発射される。
発射装置により発射された遊技球は、遊技盤１００の左端側に設けられた外レール２１０
ａ及び内レール２１０ｂの間を上昇し、やがて遊技領域１０２内の上部へ到達する。遊技
領域１０２内の上部へ到達した遊技球は、その後、遊技領域１０２内を落下する。このと
き、遊技球は、遊技領域１０２に設けられた複数の釘や風車等に接触することでその移動
方向を変化させながら（予測不能に）遊技盤１００の盤上を落下する。なお、上述したよ
うに遊技球の発射は、遊技者が停止ボタン１１０を操作することによって一時的に停止さ
れる。
【００２１】
　遊技者がレバー１０９を回転操作することよって遊技球を発射させる際、遊技者がハン
ドル１０８のレバー１０９を小さい回転角で回転させた状態を維持するいわゆる「左打ち
」を行うと、遊技球が相対的に弱い打球力で打ち出される。この場合、遊技球は、図２の
波線矢印Ａに例示されるように遊技領域１０２における左側領域を流下する。一方、遊技
者がレバー１０９を大きい回転角で回転させた状態を維持するいわゆる「右打ち」を行う
と、遊技球が相対的に強い打球力で打ち出される。この場合、遊技球は、図２の波線矢印
Ｂに例示されるように遊技領域１０２における右側領域を流下する。したがって、右側の
ゲート２０５や大入賞装置２０６へ入賞させる際は「右打ち」が必要となってくる。
【００２２】
　第１始動装置２０２は、常時開放されている始動装置である。この第１始動装置２０２
には、遊技球の入球を検出する第１始動装置検出スイッチ３０４（図３参照）が設けられ
ている。この第１始動装置検出スイッチ３０４により遊技球の入球が検出されることによ
って入賞すると、遊技者にとって有利な大当たり遊技を実行するか否かが判定されてその
判定結果が表示器２０８に表示されると共に、所定の賞球（例えば３個の遊技球）が払い
出される。
【００２３】
　第２始動装置２０３は、電動チューリップ２０４が作動しているときだけ開放される始
動装置である。この第２始動装置２０３には、遊技球の入球を検出する第２始動装置検出
スイッチ３０５（図３参照）が設けられている。この第２始動装置検出スイッチ３０５に
より遊技球の入球が検出されることによって入賞すると、上記第１始動装置２０２と同様
に、遊技者にとって有利な大当たり遊技を実行するか否かが判定されてその判定結果が表
示器２０８に表示されると共に、所定の賞球（例えば３個の遊技球）が払い出される。
【００２４】
　なお、以下の説明では、第１始動装置２０２を通過した遊技球の入賞を条件として実行
される判定を「第１特別図柄判定」ということとし、第２始動装置２０３への遊技球の入
賞を条件として実行される判定を「第２特別図柄判定」ということとし、これらの判定を
総称して「特別図柄判定」ということとする。
【００２５】
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　大入賞装置２０６は、特別図柄判定の結果に応じて開放される。この大入賞装置２０６
の開口部には、大入賞装置２０６を開閉するプレートが設けられている。大入賞装置２０
６は、通常はこのプレートによって閉塞されている。これに対して、特別図柄判定の判定
結果が「大当たり」であることを示す所定の大当たり図柄が表示器２０８に停止表示され
た場合、すなわち大当たりが発生した場合、上記プレートを作動させて大入賞装置２０６
を開放する大当たり遊技が実行される。このため、遊技者は、大当たり遊技中に右打ちを
行うことで、大当たり遊技が行われていないときに比べてより多くの賞球を得ることがで
きる。
【００２６】
　電動チューリップ２０４は、第２始動装置２０３に近接配置されており、第２始動装置
２０３における遊技球が入球する開口部を閉塞又は開放するための１つのプレートを有し
ている。この電動チューリップ２０４は、プレートが第２始動装置２０３の開口部を開放
する開姿勢（図２参照）と、第２始動装置２０３の開口部を閉塞する閉姿勢（不図示）と
に姿勢変化可能に構成されている。
【００２７】
　第２始動装置２０３は、通常は電動チューリップ２０４によって閉塞されている。これ
に対して、遊技球がゲート２０５を通過すると、賞球の払い出しは行われないものの、第
２始動装置２０３を開放するか否かが判定される。ここで、第２始動装置２０３を開放す
ると判定された場合、電動チューリップ２０４のプレートが規定時間開姿勢を維持した後
に閉姿勢に戻る動作が規定回数だけ繰り返される。このように、第２始動装置２０３は、
電動チューリップ２０４が作動していないとき（つまりプレートが閉姿勢のとき）には遊
技球が通過し難い状態であるのに対して、電動チューリップ２０４が作動する（つまりプ
レートが開姿勢になる）と遊技球が通過し易い状態となる。なお、以下の説明では、ゲー
ト２０５への遊技球の入賞を条件として実行される判定を「普通図柄判定」と呼ぶものと
する。
【００２８】
　４つの一般入賞装置２０７は、第１始動装置２０２と同様に常時開放されており、遊技
球の入賞によって所定個数の賞球がある入賞装置である。なお、第１始動装置２０２等と
は異なり、一般入賞装置２０７に遊技球が入賞しても判定が行われることはない。
【００２９】
　演出用のギミックとしての各可動役物２１１～２１８は、遊技者に様々な期待感を与え
るために駆動される役物であり、それぞれ、遊技の進行状況等に応じて予め決められた移
動パターンで遊技領域１０２を移動する。図２には、各可動役物２１１～２１８がいずれ
も駆動開始前の原点位置に位置している状態が示されている。各可動役物２１１～２１８
の詳細な構成及び動作については後述する。
【００３０】
　［表示器２０８の構成］
　表示器２０８は、主に特別図柄判定や普通図柄判定に関する情報を表示するものである
。図３（詳細は後述）に示されるように、表示器２０８は、より詳しくは、２つの特別図
柄表示器３７１，３７２、２つの特別図柄保留表示器３７３，３７４、普通図柄表示器３
７５、及び、普通図柄保留表示器３７６を有している。２つの特別図柄表示器３７１，３
７２のうち、一方は、第１特別図柄表示器３７１であり、他方は、第２特別図柄表示器３
７２である。２つの特別図柄保留表示器３７３のうち、一方は、第１特別図柄保留表示器
３７３であり、他方は、第２特別図柄保留表示器３７４である。
【００３１】
　第１特別図柄表示器３７１は、第１特別図柄判定が行われると、図柄を変動表示してか
ら第１特別図柄判定の判定結果を示す停止図柄を停止表示することによって第１特別図柄
判定の判定結果を報知する。この第１特別図柄表示器３７１には、第１特別図柄判定の結
果が「大当たり」であることを示す大当たり図柄、又は第１特別図柄判定の結果がハズレ
であることを示すハズレ図柄が停止表示される。
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【００３２】
　第２特別図柄表示器３７２は、第２特別図柄判定が行われると、図柄を変動表示してか
ら第２特別図柄判定の判定結果を示す停止図柄を停止表示することによって第２特別図柄
判定の判定結果を報知する。この第２特別図柄表示器３７２には、第２特別図柄判定の判
定結果が「大当たり」であることを示す大当たり図柄、又は第２特別図柄判定の結果がハ
ズレであることを示すハズレ図柄が停止表示される。
【００３３】
　ところで、特別図柄判定に係る図柄の変動表示や大当たり遊技などが行われている最中
に、第１始動装置２０２に新たに遊技球が入賞した場合は、この入賞を契機とする第１特
別図柄判定及び図柄の変動表示を即座に実行することができない。そこで、本実施形態に
おける遊技機１は、第１始動装置２０２に遊技球が入賞しても即座に第１特別図柄判定を
実行できない場合には第１特別図柄判定の権利が保留されるように構成されている。第１
特別図柄保留表示器３７３は、このようにして保留された第１特別図柄判定の保留数を表
示する。
【００３４】
　同様に、特別図柄判定に係る図柄の変動表示や大当たり遊技などが行われている最中に
、第２始動装置２０３に新たに遊技球が入賞した場合も、この入賞を契機とする第２特別
図柄判定及び図柄の変動表示を即座に実行することができない。そこで、本実施形態にお
ける遊技機１は、第２始動装置２０３に遊技球が入賞しても即座に第２特別図柄判定を実
行できない場合には第２特別図柄判定の権利が保留されるように構成されている。第２特
別図柄保留表示器３７４は、このようにして保留された第２特別図柄判定の保留数を表示
する。
【００３５】
　普通図柄表示器３７５は、普通図柄判定が行われると、図柄を変動表示してから普通図
柄判定の判定結果を示す停止図柄を停止表示することによって普通図柄判定の判定結果を
報知する。なお、例えば普通図柄表示器３７５における図柄の変動表示中など、遊技球が
ゲート２０５を通過しても普通図柄判定及び普通図柄判定に係る図柄の変動表示を即座に
実行できない場合には、普通図柄判定の権利が保留される。普通図柄保留表示器３７６は
、このようして保留された普通図柄判定の保留数を表示する。
【００３６】
　なお、以下の説明では、第１特別図柄表示器３７１又は第２特別図柄表示器３７２に表
示される図柄を「特別図柄」と呼び、普通図柄表示器３７５に表示される図柄を「普通図
柄」と呼ぶものとする。
【００３７】
　［遊技機１の内部構成］
　図３は、遊技機１のブロック図である。遊技機１は、主制御基板３００、払出制御基板
３１０、演出制御基板３２０、画像制御基板３３０、ランプ制御基板３４０、発射制御基
板３５０、及び電源基板３６０を備えている。
【００３８】
　主制御基板３００は、遊技機の基本動作を制御する。主制御基板３００は、ワンチップ
マイコン３０１を備えており、ワンチップマイコン３０１は、メインＣＰＵ３０１ａ、メ
インＲＯＭ３０１ｂおよびメインＲＡＭ３０１ｃを含んでいる。また、主制御基板３００
は、主制御用の入力ポート及び出力ポート（いずれも不図示）を備えている。
【００３９】
　この主制御用の入力ポートには、一般入賞装置２０７に遊技球が入球したことを検知す
る一般入賞装置検出スイッチ３０２、普通図柄ゲート２０５に遊技球が入球したことを検
知するゲート検出スイッチ３０３、第１始動装置２０２に遊技球が入球したことを検知す
る第１始動装置検出スイッチ３０４、第２始動装置２０３に遊技球が入球したことを検知
する第２始動装置検出スイッチ３０５、大入賞装置２０６に遊技球が入球したことを検知
する大入賞装置検出スイッチ３０６、及び、払出制御基板３１０が接続されている。この
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主制御用の入力ポートによって、各種信号が主制御基板３００に入力される。
【００４０】
　また、主制御用の出力ポートには、第２始動装置２０３に近接配置された電動チューリ
ップ２０４のプレートを開閉動作させる始動装置開閉ソレノイド３０７、大入賞装置２０
６を開閉するプレートを動作させる大入賞装置開閉ソレノイド３０８、表示器２０８、外
部情報信号を出力する遊技情報出力端子板３０９、払出制御基板３１０、及び、演出制御
基板３２０が接続されている。この主制御用の出力ポートによって、各種信号が出力され
る。なお、表示器２０８は、既述の通り、特別図柄を表示する特別図柄表示器３７１，３
７２、普通図柄を表示する普通図柄表示器３７５、特別図柄判定の保留数を表示する特別
図柄保留表示器３７３，３７４、及び、普通図柄判定の保留数を表示する普通図柄保留表
示器３７６を有しており、これら各表示器３７１～３７６がそれぞれ主制御用の出力ポー
トに接続されている。
【００４１】
　遊技情報出力端子板３０９は、主制御基板３００において生成された外部情報信号を遊
技店のホールコンピュータ等に出力するための基板である。遊技情報出力端子板３０９は
主制御基板３００と配線接続され、遊技情報出力端子板３０９には、遊技店のホールコン
ピュータ等と接続をするためのコネクタが設けられている。
【００４２】
　主制御基板３００のワンチップマイコン３０１において、メインＣＰＵ３０１ａは、各
検出スイッチやタイマからの入力信号に基づき、メインＲＯＭ３０１ｂに格納されたプロ
グラムを読み出して演算処理を行うとともに、各装置を直接制御したり、あるいは演算処
理の結果に応じて他の基板にコマンドを送信したりする。
【００４３】
　また、メインＲＯＭ３０１ｂには、遊技制御用のプログラムや各種遊技に必要なテーブ
ルが記憶されている。例えば、大当たり抽選に参照される大当り判定テーブル、特別図柄
の停止図柄を決定する図柄決定テーブル、特別図柄の変動パターンを決定する変動パター
ン決定テーブル等が記憶されている。なお、ここに挙げたテーブルは一部に過ぎず、図示
しないテーブルが多数設けられている。
【００４４】
　さらにまた、メインＲＡＭ３０１ｃは、メインＣＰＵ３０１ａの演算処理時におけるデ
ータのワークエリアとして機能し、複数の記憶領域を有している。例えば、メインＲＡＭ
３０１ｃには、普通図柄判定の保留数、普通図柄乱数、特別図柄の保留数、ラウンド数Ｒ
、大入賞装置への入球数、確変遊技フラグ・時短遊技フラグ・役物演出フラグ等の各種フ
ラグなどが記憶される。なお、ここに挙げたものの他にも、多数の情報が記憶される。
【００４５】
　払出制御基板３１０は、遊技球の発射制御と賞球の払い出し制御を行う。この払出制御
基板３１０は、図示しない払出ＣＰＵ、払出ＲＯＭ、払出ＲＡＭから構成されるワンチッ
プマイコンを備えており、主制御基板３００に対して、双方向に通信可能に接続されてい
る。払出ＣＰＵは、遊技球が払い出されたか否かを検知する払出球計測スイッチ３１１、
扉開放スイッチ３１２、及び、タイマからの入力信号に基づいて、払出ＲＯＭに格納され
たプログラムを読み出して演算処理を行うとともに、当該処理に基づいて、対応するデー
タを主制御基板３００に送信する。また、払出制御基板３１０の出力側には、遊技球の貯
留部から所定数の賞球を遊技者に払い出すための賞球払出装置の払出モータ３１３が接続
されている。払出ＣＰＵは、主制御基板３００から送信された払出個数指定コマンドに基
づいて、払出ＲＯＭから所定のプログラムを読み出して演算処理を行うとともに、賞球払
出装置の払出モータ３１３を制御して所定の賞球を遊技者に払い出す。このとき、払出Ｒ
ＡＭは、払出ＣＰＵの演算処理時におけるデータのワークエリアとして機能する。
【００４６】
　演出制御基板３２０は、主に遊技中や待機中等の各演出を制御する。この演出制御基板
３２０は、サブＣＰＵ３２０ａ、サブＲＯＭ３２０ｂ、サブＲＡＭ３２０ｃを備えており
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、主制御基板３００に対して、当該主制御基板３００から演出制御基板３２０への一方向
に通信可能に接続されている。サブＣＰＵ３２０ａは、主制御基板３００から送信された
コマンド、演出ボタン検出スイッチ３２１、演出キー検出スイッチ３２２、及び、タイマ
からの入力信号に基づいて、サブＲＯＭ３２０ｂに格納されたプログラムを読み出して演
算処理を行うとともに、当該処理に基づいて、対応するデータを画像制御基板３３０やラ
ンプ制御基板３４０へ送信する。サブＲＡＭ３２０ｃは、サブＣＰＵ３２０ａの演算処理
時におけるデータのワークエリアとして機能する。
【００４７】
　例えば、演出制御基板３２０におけるサブＣＰＵ３２０ａは、主制御基板３００から特
別図柄の変動態様を示す変動パターン指定コマンドを受信すると、受信した変動パターン
指定コマンドの内容を解析して、液晶表示装置２０１、音声出力装置３３１、演出用駆動
装置３４１、演出用照明装置３４２に所定の演出を実行させるためのデータを生成し、こ
れら各データを画像制御基板３３０やランプ制御基板３４０へ送信する。
【００４８】
　演出制御基板３２０のサブＲＯＭ３２０ｂには、演出制御用のプログラムや各種の遊技
の決定に必要なデータ、テーブルが記憶されている。
　例えば、主制御基板３００から受信した変動パターン指定コマンドに基づいて演出パタ
ーンを決定するための演出パターン決定テーブル、停止表示する装飾図柄の組み合わせを
決定するための装飾図柄決定テーブル等がサブＲＯＭ３２０ｂに記憶されている。なお、
上述したテーブルは、本実施形態におけるテーブルのうち、特徴的なテーブルを一例とし
て列挙しているに過ぎず、この他にも不図示のテーブルやプログラムが多数設けられてい
る。
【００４９】
　演出制御基板３２０のサブＲＡＭ３２０ｃは、複数の記憶領域を有している。これらの
記憶領域には、遊技状態、演出モード、演出パターン、装飾図柄、計数カウンタ、発射操
作情報等が記憶される。なお、この他にも多数の情報が記憶される。
【００５０】
　画像制御基板３３０は、液晶表示装置２０１の画像表示制御を行うための図示しない画
像ＣＰＵ、制御ＲＯＭ、制御ＲＡＭ、ＣＧＲＯＭ、ＶＲＡＭ、ＶＤＰと、音声ＣＰＵ、音
声ＲＯＭ、及び、音声ＲＡＭを備えている。この画像制御基板３３０は、演出制御基板３
２０に双方向通信可能に接続されており、その出力側に液晶表示装置２０１および音声出
力装置３３１が接続されている。
【００５１】
　画像ＣＰＵは、演出制御基板３２０から受信したコマンドに基づいて、ＶＤＰに所定の
画像を表示させる制御を行う。制御ＲＡＭは、画像ＣＰＵの演算処理時におけるデータの
ワークエリアとして機能し、制御ＲＯＭから読み出されたデータを一時的に記憶するもの
である。また、制御ＲＯＭには、画像ＣＰＵの制御処理のプログラムや、演出パターンの
アニメーションを表示するためのアニメパターン、アニメシーン情報などが記憶されてい
る。
【００５２】
　ＣＧＲＯＭには、液晶表示装置２０１に表示される装飾図柄や背景等の画像データが多
数格納されており、画像ＣＰＵが演出制御基板３２０から送信されたコマンドに基づいて
所定のプログラムを読み出すとともに、ＣＧＲＯＭに格納された所定の画像データをＶＲ
ＡＭに展開させ、ＶＲＡＭに展開された画像データを液晶表示装置２０１に表示させる制
御を行う。
【００５３】
　また、音声ＲＯＭには、音声出力装置３３１から出力するための音声のデータが多数格
納されており、音声ＣＰＵは、演出制御基板３２０から送信されたコマンドに基づいて所
定のプログラムを読み出すとともに、音声出力装置３３１における音声出力制御を行う。
【００５４】
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　ランプ制御基板３４０は、遊技盤１００に設けられた不図示の盤ランプを点灯制御した
り、枠部材１０１に設けられた枠ランプ１０３を制御したりする。また、ランプ制御基板
３４０は、演出用駆動装置３４１を動作させるソレノイドやモータ等の駆動源を通電制御
する。このランプ制御基板３４０は、演出制御基板３２０に接続されており、演出制御基
板３２０から送信されたデータに基づいて、上記の各制御を行うこととなる。なお、役物
演出フラグが「ＯＮ」のときには可動役物２１１～２１８の演出的な動作を実行するが、
役物演出フラグが「ＯＦＦ」のときには演出的な動作は実行しない。
【００５５】
　また、ランプ制御基板３４０は各可動役物２１１～２１８それぞれが原点位置にあるこ
とを検出する複数の原点検出センサ３４３を備えている。原点検出センサ３４３の出力値
が、各可動役物２１１～２１８が原点位置にあるときの出力値と異なる場合に、各可動役
物２１１～２１８が原点位置に位置しないと判断できる。なおこの原点検出センサ３４３
の構成は特に限定されるものではなく、例えば可動役物が原点位置にあることを検出する
光学センサや、可動役物が原点位置にあるときに押圧されるスイッチ式のセンサなどを利
用することが考えられる。
【００５６】
　発射制御基板３５０は、タッチセンサ３５１からのタッチ信号を入力するとともに、発
射ボリューム３５２から供給された電圧に基づいて、発射用ソレノイド３５３や玉送りソ
レノイド３５４に対する通電制御を行う。
【００５７】
　タッチセンサ３５１は、遊技者がハンドル１０８に触れたことによる静電容量の変化を
利用した静電容量型の近接スイッチから構成され、遊技者がハンドル１０８に触れたこと
を検知すると、発射制御基板３５０に発射用ソレノイド３５３の通電を許可するタッチ信
号を出力する。
【００５８】
　発射ボリューム３５２は、可変抵抗器から構成され、その発射ボリューム３５２に印加
された定電圧（例えば５Ｖ）を可変抵抗器により分圧して、分圧した電圧を発射制御基板
３５０へ供給する。
【００５９】
　ここで、発射用ソレノイド３５３の回転速度は、発射制御基板３５０に設けられた水晶
発振器の出力周期に基づく周波数から、約９９．９（回／分）に設定されている。これに
より、１分間に発射される遊技球の個数は、発射ソレノイドが１回転する毎に１個発射さ
れるため、約９９．９（個／分）となる。すなわち、１個の遊技球は約０．６秒毎に発射
されることになる。
【００６０】
　なお、タッチセンサ３５１からのタッチ信号及び発射ボリューム３５２からの電圧信号
は、演出制御基板３２０へ入力されるようになっている。これにより、演出制御基板３２
０において遊技球の発射を検出可能となる。
【００６１】
　電源基板３６０は、コンデンサからなるバックアップ電源を備えており、遊技機１内の
各部に電源電圧を供給する。具体的には、電源基板３６０は、主制御基板３００、払出制
御基板３１０、演出制御基板３２０、発射制御基板３５０へ電源電圧を供給する。また、
電源基板３６０は、遊技機１内に供給する電源電圧を監視し、電源電圧が所定値以下とな
ったときに、電断検知信号を主制御基板３００に出力する。より具体的には、電断検知信
号がハイレベルになるとメインＣＰＵ３０１ａは動作可能状態になり、電断検知信号がロ
ーレベルになるとメインＣＰＵ３０１ａは動作停止状態になる。バックアップ電源はコン
デンサに限らず、例えば、電池でもよく、コンデンサと電池とを併用して用いてもよい。
【００６２】
　［各種テーブル］
　図４～図６を用いて、メインＲＯＭ３０１ｂに記憶されている各種テーブルの詳細につ
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いて説明する。
【００６３】
　図４（Ａ）及び（Ｂ）は、「大当たりの判定」に用いられる大当り判定テーブルを示し
ている。図４（Ａ）は、第１特別図柄の大当り判定テーブルであり、図４（Ｂ）は、第２
特別図柄の大当り判定テーブルである。
【００６４】
　大当り判定テーブルは、遊技状態及び取得された大当たり乱数に基づいて、「大当たり
」又は「ハズレ」を判定するものである。大当たり乱数は、「０」～「５９８」のいずれ
かの数値として、第１始動装置２０２又は第２始動装置２０３への入球時に取得される。
【００６５】
　ここで図４（Ａ）及び（Ｂ）に示す遊技状態について説明を加える。
　本実施形態においては、大当たりの判定に関する状態として「通常遊技状態」と「確変
遊技状態」とを有する。
【００６６】
　「通常遊技状態」というのは、第１始動装置２０２または第２始動装置２０３に遊技球
が入球したことを条件として行われる大当たりの判定において、大当たりとなる確率が１
／２９９．５に設定された遊技状態をいう。これに対して「確変遊技状態」というのは、
上記大当たりとなる確率が１／２９．９に設定された遊技状態をいう。したがって、「確
変遊技状態」では、「通常遊技状態」よりも、大当たりに当選し易いこととなる。なお、
この確変遊技状態のときには、後述する確変遊技フラグが「ＯＮ」にセットされており、
通常遊技状態のときには、確変遊技フラグが「ＯＦＦ」になっている。また、通常遊技状
態から確変遊技状態に移行するのは、確変大当たり遊技を終了した後である。
【００６７】
　なお、「大当たり」とは、大入賞装置２０６を開放させる特別遊技である。具体的には
、第１始動装置２０２または第２始動装置２０３に遊技球が入球したことを条件として行
われる大当たりの判定において、大当りに当選したときに実行される遊技をいう。
【００６８】
　「大当たり」においては、大入賞装置２０６が開放されるラウンド遊技を合計１５回又
は合計８回行う。各ラウンド遊技における大入賞装置２０６の最大開放時間は最大２９．
５秒に設定されており、この間に大入賞装置２０６に規定個数（９個）の遊技球が入球す
ると、１回のラウンド遊技が終了となる。「大当たり」は、大入賞装置２０６に遊技球が
入球するとともに、当該入球に応じた賞球を遊技者が獲得できることから、多量の賞球を
獲得可能である。また、大入賞装置２０６は、遊技盤１００の右側の下部に設けられてい
ることから、「大当たり」のときには、ハンドル１０８のレバー１０９を大きく回転させ
る、いわゆる「右打ち」で遊技を行うこととなる。
【００６９】
　図４（Ａ）に示す第１特別図柄の大当り判定テーブルによれば、通常遊技状態であると
きには、取得された大当たり乱数が「７」又は「８」のときに大当たりと判定される。一
方、確変遊技状態であるときには、「７」～「２６」の２０個の大当たり乱数が大当たり
と判定される。なお、上記以外の値であった場合には「ハズレ」と判定される。
【００７０】
　大当たり乱数の乱数範囲が「０」～「５９８」であるから、通常遊技状態のときに大当
たりと判定される確率は１／２９９．５であり、確変遊技状態のときに大当たりと判定さ
れる確率は１０倍アップして１／２９．９である。
【００７１】
　図４（Ｃ）は、「普通図柄の当たり判定」に用いられる当り判定テーブルを例示する説
明図である。
　当たり判定テーブルは、遊技状態及び取得された普通図柄乱数に基づいて、「当たり」
又は「ハズレ」を判定するものである。普通図柄乱数は、「０」～「６５５３５」のいず
れかの数値として、ゲート２０５の通過時に取得される。
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【００７２】
　ここで図４（Ｃ）に示す遊技状態について説明を加える。
　本実施形態では、第２始動装置２０３に近接して配置された電動チューリップ２０４に
関する状態として「非時短遊技状態」と「時短遊技状態」とを有する。上述した大当たり
の判定に関する状態（通常遊技状態、確変遊技状態）と電動チューリップ２０４に関する
状態（非時短遊技状態、時短遊技状態）とは、それぞれの状態を関連させることもでき、
独立させることもできる。
【００７３】
　なお、遊技を開始したときの遊技状態、すなわち遊技機１の初期の遊技状態は、「通常
遊技状態」であって「非時短遊技状態」に設定されている。
　本実施形態において「非時短遊技状態」というのは、ゲート２０５を遊技球が通過した
ことを条件として行われる普通図柄の当たり判定において、その判定結果に対応する普通
図柄の変動時間が１２秒と長く設定され、かつ、当たりに当選した際の第２始動装置２０
３の開放制御時間が０．２秒と短く設定された遊技状態をいう。つまり、ゲート２０５を
遊技球が通過すると、普通図柄の抽選が行われて、普通図柄表示器３７５において普通図
柄の変動表示が行われるが、普通図柄は変動表示が開始されてから１２秒後に停止表示す
る。そして、抽選結果が当たりであった場合には、普通図柄の停止表示後に、電動チュー
リップ２０４の作動により第２始動装置２０３が約０．２秒間開放される。
【００７４】
　これに対して「時短遊技状態」というのは、ゲート２０５を遊技球が通過したことを条
件として行われる普通図柄の当たり判定において、その判定結果に対応する普通図柄の変
動時間が３秒と、「非時短遊技状態」よりも短く設定され、かつ、当たりに当選した際の
第２始動装置２０３の開放制御時間が３．５秒と、「非時短遊技状態」よりも長く設定さ
れた遊技状態をいう。さらに、「非時短遊技状態」においては普通図柄の当たり判定にお
いて当たりに当選する確率が１／６５５３６に設定され、「時短遊技状態」においては普
通図柄の当たり判定において当たりに当選する確率が６５５３５／６５５３６に設定され
る。なお、この時短遊技状態のときには、後述する時短遊技フラグが「ＯＮ」にセットさ
れており、非時短遊技状態のときには、時短遊技フラグが「ＯＦＦ」になっている。
【００７５】
　したがって、「時短遊技状態」においては、「非時短遊技状態」よりも、ゲート２０５
を遊技球が通過する限りにおいて、第２始動装置２０３が開放状態に制御されやすくなる
。これにより、「時短遊技状態」では、遊技の進行において遊技球の消費が抑えられる。
【００７６】
　なお、普通図柄の当たり判定において当たりに当選する確率を「非時短遊技状態」およ
び「時短遊技状態」のいずれの遊技状態であっても変わらないように設定してもよい。
　図４（Ｃ）に示す当り判定テーブルによれば、非時短遊技状態であるときには、普通図
柄乱数が「０」のときに当たりと判定される。一方、時短遊技状態であるときには、普通
図柄乱数が「０」～「６５５３４」のいずれかであるときに当たりと判定される。なお、
上記以外の乱数値であった場合には、「ハズレ」と判定される。
【００７７】
　普通図柄乱数の範囲が「０」～「６５５３５」であるから、非時短遊技状態のときに当
たりと判定される確率は１／６５５３６であり、時短遊技状態のときに当たりと判定され
る確率は６５５３５／６５５３６＝１／１．００００２である。
【００７８】
　図５は、特別図柄の停止図柄を決定する図柄決定テーブルを例示する説明図である。
　図５（Ａ）は、大当たりのときに停止図柄を決定するための図柄決定テーブルであり、
図５（Ｂ）は、１５Ｒ大当たりとなる確率を示す説明図であり、図５（Ｃ）は、ハズレの
ときに停止図柄を決定するための図柄決定テーブルである。
【００７９】
　図５（Ａ）では、「特別図柄」の種別（遊技球が第１始動装置２０２及び第２始動装置
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２０３のいずれに入球したか）と、第１始動装置２０２または第２始動装置２０３に遊技
球が入球したときに取得される「大当たり図柄用乱数値」に基づいて、大当たりの「種別
」及び停止図柄データが決定される。なお、大当たり図柄用乱数は、その範囲が「０」～
「９９」に設定されている。また、確変大当たりとなるか通常大当たりとなるかの確率は
、それぞれ１／２（５０％）となっている。
【００８０】
　図５（Ａ）に示すように、第１特別図柄において大当たりのときには大当たり図柄用乱
数を参照し、大当たり図柄用乱数が「０」～「４９」のいずれかであれば、１／２の確率
で「確変１５Ｒ大当たり」となり、１／２の確率で「通常１５Ｒ大当たり」となる。この
ときは、停止図柄データがそれぞれ「０１」、「０２」となる。
【００８１】
　同様に、大当たり図柄用乱数が「５０」～「９９」のいずれかであれば、１／２の確率
で「確変８Ｒ大当たり」となり、１／２の確率で「通常８Ｒ大当たり」となる。このとき
は、停止図柄データがそれぞれ「０３」、「０４」となる。
【００８２】
　第２特別図柄において大当たりのときにも大当たり用図柄乱数を参照し、大当たり図柄
用乱数が「０」～「７４」のいずれかであれば、１／２の確率で「確変１５Ｒ大当たり」
となり、１／２の確率で「通常１５Ｒ大当たり」となる。このときは、停止図柄データが
それぞれ「０５」、「０６」となる。
【００８３】
　同様に、大当たり図柄用乱数が「７５」～「９９」のいずれかであれば、１／２の確率
で「確変８Ｒ大当たり」となり、１／２の確率で「通常８Ｒ大当たり」となる。このとき
は、停止図柄データがそれぞれ「０７」、「０８」となる。
【００８４】
　図５（Ｂ）に示すように１５Ｒ大当たりとなる割合は、第１特別図柄で大当たりとなっ
た場合が５０％であるのに対し、第２特別図柄で大当たりとなった場合は、７５％となっ
ている。
【００８５】
　図５（Ｃ）に示すように、第１特別図柄においても第２特別図柄においても判定結果が
ハズレのときには、停止図柄データは「００」となる。
　なお、特別図柄の種類（停止図柄データ）によって、大当たり終了後の遊技状態、大当
たり態様が決定される。
【００８６】
　［変動パターン決定テーブル］
　図６は、特別図柄の変動パターンを決定する変動パターン決定テーブルを例示する説明
図である。
【００８７】
　図６に示すように、第１特別図柄及び第２特別図柄の変動パターン決定テーブルは共通
となっている。変動パターンは、判定結果、遊技状態、保留球数、リーチ乱数、及び、変
動パターン乱数に基づいて決定される。なお、リーチ乱数及び変動パターン乱数は「０」
～「９９」の値をとる。
【００８８】
　図６に例示されるように、判定結果が確変大当たりである場合、変動パターン乱数に基
づいて変動パターンが決定される。具体的には、変動パターン乱数が「０」～「２９」の
ときは、変動パターン１が選択される。このとき、変動時間は２０秒であり、リーチＡに
よって大当たりとなる。そして、大当たり終了後、確変遊技状態で遊技が制御される。ま
た、変動パターン乱数が「３０」～「９９」のときは、変動パターン２が選択される。こ
のとき、変動時間は３０秒であり、リーチＢによって大当たりとなる。そして、大当たり
終了後、確変遊技状態で遊技が制御される。
【００８９】
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　判定結果が通常大当たりである場合、変動パターン乱数に基づいて変動パターンが決定
される。具体的には、変動パターン乱数が「０」～「２９」のときは、変動パターン１が
選択される。このとき、変動時間は２０秒であり、リーチＡによって大当たりとなる。そ
して、大当たり終了後、通常遊技状態で遊技が制御される。また、変動パターン乱数が「
３０」～「９９」のときは、変動パターン２が選択される。このとき、変動時間は３０秒
であり、リーチＢによって大当たりとなる。そして、大当たり終了後、通常遊技状態で遊
技が制御される。
【００９０】
　判定結果がハズレである場合、遊技状態、保留球数、リーチ判定用乱数、及び、変動パ
ターン乱数に基づいて変動パターンが決定される。
　具体的には、遊技状態が「非時短遊技状態」で保留球数が「０～２」である場合、リー
チ乱数及び変動パターン乱数により、変動パターン３，４，５のいずれかが選択される。
変動パターン３は変動時間が１０秒の通常変動であり、変動パターン４は変動時間が２０
秒でありリーチＡでハズレとなり、変動パターン５は変動時間が３０秒でありリーチＢで
ハズレとなる。
【００９１】
　遊技状態が「非時短遊技状態」で保留球数が「３～４」である場合、リーチ乱数及び変
動パターン乱数により、変動パターン４，５，６のいずれかが選択される。変動パターン
６は変動時間が５秒の短縮変動であり、変動パターン４は変動時間が２０秒でありリーチ
Ａでハズレとなり、変動パターン５は変動時間が３０秒でありリーチＢでハズレとなる。
【００９２】
　遊技状態が「時短遊技状態」で保留球数が「０～１」である場合、リーチ乱数及び変動
パターン乱数により、変動パターン３，４，５のいずれかが選択される。変動パターン３
は変動時間が１０秒の通常変動であり、変動パターン４は変動時間が２０秒でありリーチ
Ａでハズレとなり、変動パターン５は変動時間が３０秒でありリーチＢでハズレとなる。
【００９３】
　遊技状態が「時短遊技状態」で保留球数が「２～４」である場合、リーチ乱数及び変動
パターン乱数により、変動パターン４，６，７のいずれかが選択される。変動パターン４
は変動時間が５秒の短縮変動であり、変動パターン４は変動時間が２０秒でありリーチＡ
でハズレとなり、変動パターン７は変動時間が５秒でありリーチＣでハズレとなる。変動
パターン７は、リーチであるにもかかわらず、変動時間の短い変動パターンである。
【００９４】
　なお、図６に例示する特別図柄の変動パターン決定テーブルの特徴として、判定結果が
ハズレの場合に時短遊技状態であるときには、特別図柄の変動時間が短くなるように設定
されている。例えば、大当たりの判定結果がハズレの場合に保留球数が「２」のときには
、時短遊技状態であればリーチ乱数に基づいて９５％の確率で変動時間が５秒の変動パタ
ーン６（短縮変動）が決定されるが、非時短遊技状態であれば変動時間が１０秒を超える
変動パターンが決定される。このように、時短遊技状態になると変動時間が短くなるよう
に設定されている。
【００９５】
　［可動役物］
　図７～図１４を用いて、第１中央可動役物２１１及び第２中央可動役物２１２の詳細に
ついて説明する。なお以下の説明における前後、上下、左右の方向は遊技者が当該遊技機
１にて遊技を行う場合の方向であり、遊技者が位置する側を遊技機１における前方として
説明する。
【００９６】
　図７は、第１中央可動役物２１１が図２に示した原点位置から上方向の進出位置へと駆
動され、且つ、第２中央可動役物２１２が図２に示した原点位置から上方向の退避位置へ
と駆動された状態を示す図である。他の可動役物２１３～２１８は原点位置にある。第１
中央可動役物２１１は、液晶表示装置２０１における装飾図柄等の演出に合せた所定の駆
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動タイミングで進出位置へと駆動され、それと同時に第２中央可動役物２１２が退避位置
へ移動する。
【００９７】
　図８は、第１中央可動役物２１１及びその第１駆動装置８０１を示す図である。第１中
央可動役物２１１は、意匠的に特徴を有する複数の装飾部材８０２～８０５を有しており
、これらが連動して移動する。本実施形態において、第１装飾部材８０２はカップをイメ
ージした形状であり、第２装飾部材８０３はカップの台座をイメージした形状である。第
２装飾部材８０３は第１装飾部材８０２の前側（遊技者側）に位置しており、第１装飾部
材８０２のカップの脚に一部が重なるように配置される。第３装飾部材８０４、第４装飾
部材８０５はそれぞれ向かい合う人の形をイメージした形状であり、カップの台座を支え
るように見える位置関係で移動する。
【００９８】
　第１駆動装置８０１は演出用駆動装置３４１の一部であって、装飾部材８０２～８０５
を支持するための複数の柱状のリンク部材を有しており、そのうちの一部のリンク部材（
第１リンク部材８０６、第２リンク部材８０７）を図示しないステッピングモータにより
回転軸８０８、８０９を中心に回転駆動させることにより各装飾部材８０２～８０５の移
動を実現する。第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３は原点位置から進出位置までの
間で上下方向に移動する。第３装飾部材８０４は右斜め下方向に下がり、左斜め上方向に
上がる（図中矢印方向）。また第４装飾部材８０５は左斜め下方向に下がり、右斜め上方
向に上がる（図中矢印方向）。また、第１駆動装置８０１には案内部８１０が設けられて
おり、第１中央可動役物２１１の移動を案内する。
【００９９】
　図７に説明を戻る。第１中央可動役物２１１は、液晶表示装置２０１の表示領域２０１
ａ上を移動する。より詳細には、第１装飾部材８０２の中心部分８０２ａが、遊技者側（
すなわち前方側）表示領域２０１ａの外縁上の間隔を空けた２点（第１通過点２０１ｂ、
第２通過点２０１ｃ）を通過するように移動する。
【０１００】
　第１通過点２０１ｂ及び第２通過点２０１ｃは、表示領域２０１ａの中心部２０１ｄに
対して略反対側の位置に設定されている。第１装飾部材８０２の中心部分８０２ａがこれ
ら２点の間を移動する際には、第１装飾部材８０２は直線的に移動する。すなわち、第１
中央可動役物２１１はその一部の領域が表示領域２０１ａを跨ぐように真っ直ぐに移動す
る。
【０１０１】
　図９は、第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３とそれらを支持する柱状のリンク部
材を示す図である。第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３を第３リンク部材９０１、
第４リンク部材９０２が支持し、それらのリンク部材の下端を第１リンク部材８０６、第
２リンク部材８０７が支持している。すなわち、第１装飾部材８０２及び第２装飾部材８
０３は、左右の二つのリンク機構により保持される。それらのリンク機構は、一端が第１
駆動装置８０１の本体部を介して遊技盤１００に連結され、他端が第１装飾部材８０２、
第２装飾部材８０３に連結されるものであるといえる。
【０１０２】
　図１０（Ａ）～（Ｃ）は、第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３の動作を説明する
図である。図９に示す状態から第１リンク部材８０６、第２リンク部材８０７を回転軸８
０８、８０９を中心に下方向に回転させると、図１０（Ａ）のように、第１装飾部材８０
２、第２装飾部材８０３は真っ直ぐに下方に移動する。このとき、第１装飾部材８０２、
第２装飾部材８０３は、遊技者から見て表示領域２０１ａの外縁と重ならない位置にある
。
【０１０３】
　第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３がさらに下方に移動すると、図１０（Ｂ）に
示すように第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３が第１駆動装置８０１の上に移動す
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る。このとき、第１装飾部材８０２と第２装飾部材８０３との重複部分が大きくなる。ま
たこのとき、案内部８１０によって第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３の移動がガ
イドされる。案内部８１０の詳細は後述する。
【０１０４】
　第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３がさらに下方に移動すると、図１０（Ｃ）に
示すように、第１装飾部材８０２が表示領域２０１ａと略平行に回転する。このように回
転することによって、第１装飾部材８０２の表示領域２０１ａに突出する部分の面積を、
上記回転が行われないと仮定した場合に表示領域２０１ａに突出する部分の面積と比較し
て小さくすることができる。この図１０（Ｃ）とき、装飾部材８０２は遊技者から見て表
示領域２０１ａの外縁と重なる位置にある。
【０１０５】
　図１０（Ａ）～（Ｃ）のように第１装飾部材８０２と第２装飾部材８０３との位置関係
が変化する理由を図１１、図１２にて説明する。
　図１１は、図９に示す装飾部材とリンク部材とを裏面から見た図である。第３リンク部
材９０１、第４リンク部材９０２は、下端が第１リンク部材８０６、第２リンク部材８０
７に対して、前後方向に長さを有する回転軸を中心として回動可能（屈曲可能）に連結し
ており、上端が第１装飾部材８０２に連結している。
【０１０６】
　装飾部材８０２及び装飾部材８０３は、補助リンク部材１１０１、１１０２により互い
に連結される。補助リンク部材１１０１、１１０２の上端は、第３リンク部材９０１及び
第４リンク部材９０２の上方寄りの位置に連結されており、下端は第２装飾部材８０３の
裏面に固定された連結具１１０３に連結されている。連結具１１０３の下部には、左右方
向に回転軸を有するローラー１１０４が形成されている。ローラー１１０４は全体として
左右方向に長さを有する円柱形状であるが、先端の一部分が回転軸から離れる方向に突出
した突起状（フランジ状）に形成されている。
【０１０７】
　第１装飾部材８０２の裏面には溝１１０５が設けられている。溝１１０５は、下方側の
領域は下方向に延びており、上方側の領域は図１１における左方向に緩やかに屈曲して第
１装飾部材８０２の左右方向の中心からずれる。連結具１１０３には突起１１０６が設け
られており、溝１１０５内に進入している。
【０１０８】
　なお、電線束１１０７がリンク部材８０６、９０１に沿って配置されているが、電線束
１１０７の詳細は後述する。またリンク部材８０６、９０１には電線束１１０７を保護す
る透明なカバーが設けられているが、理解を容易にするために図１１では電線束１１０７
を実線で示している。
【０１０９】
　図１２（Ａ）～（Ｃ）は、第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３の近傍の拡大図で
ある。図１１に示す状態では、図１２（Ａ）のように突起１１０６が溝１１０５の下方側
の領域に位置している。第１装飾部材８０２、第２装飾部材８０３下方に移動すると、第
３リンク部材９０１の下端及び第４リンク部材９０２の下端は当初わずかに接近するが、
その後は徐々に離れていく。
【０１１０】
　すると、図１２（Ｂ）に示すように、第３リンク部材９０１、第４リンク部材９０２と
補助リンク部材１１０１、１１０２の傾斜が徐々に大きくなっていき、それにより連結具
１１０３が第１装飾部材８０２側に引き寄せられる。その結果、第１装飾部材８０２と第
２装飾部材８０３との重複する重複面積が大きくなる。すなわちこの重複面積は、第１装
飾部材８０２が下方に移動して表示領域２０１ａの外縁に重なる位置にある場合において
、第１装飾部材８０２が上記外縁と重ならない程度に上方に位置する場合よりも大きい。
また、突起１１０６は溝１１０５を上方側の領域に向かって移動していく。
【０１１１】



(18) JP 2015-157164 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

　さらに第３リンク部材９０１と第４リンク部材９０２が傾斜していくと、図１２（Ｃ）
に示すように、第２装飾部材８０３が第１装飾部材８０２側に最も近づく。そのとき、突
起１１０６は溝１１０５の上方側の領域に進入する。溝１１０５は屈曲しており上方側が
第１装飾部材８０２の左右方向の中心からずれているため、突起１１０６が溝１１０５に
ガイドされて第１装飾部材８０２と第２装飾部材８０３との位置関係が変化し、第２装飾
部材８０３に対して第１装飾部材８０２が傾いた位置関係となる。
【０１１２】
　説明を図１１に戻る。第１リンク部材８０６、第３リンク部材９０１の背面には、帯状
に並べられた複数の電線からなる電線束１１０７が第１リンク部材８０６、第３リンク部
材９０１に沿って配置されている。この電線束１１０７により、ランプ制御基板３４０か
らの電気信号（制御信号及び電力の少なくともいずれか一方）が、第１装飾部材８０２に
設けられた電子部品１１１１（本実施例においてはライト）に送信される。これにより、
ライトが遊技状態に応じて作動する。
【０１１３】
　電線束１１０７は、電線束１１０７を長さ方向に区分した領域として、複数の電線を並
べて接着してなる接着領域と、複数の電線がそれぞれ分離してなる非接着領域と、を有す
る。第１リンク部材８０６裏面に固定される電線束１１０７のうち、第１リンク部材８０
６と第３リンク部材９０１とが屈曲する屈曲部分１１０８寄りの領域と、屈曲部分１１０
８に沿って配置される領域は非接着領域１１０７ａである。一方、非接着領域１１０７ａ
以外の部分、具体的には、第１リンク部材８０６裏面に固定される電線束１１０７のうち
第１駆動装置８０１寄りの領域と、非接着領域１１０７ａよりも上側の部分は全て接着領
域１１０７ｂである。
【０１１４】
　第３リンク部材９０１の上端は、第１装飾部材８０２に対して前後方向に延びる回転軸
９０１ａを中心として回動可能に連結されている。電線束１１０７は、第３リンク部材９
０１の上部の第１折り返し部１１０９にて折り返されてリンク部材９０１の側方に飛び出
し、第２折り返し部１１１０にて再度折り返され、第１装飾部材８０２に備えられる電子
部品１１１１に接続される。
【０１１５】
　第２折り返し部１１１０では折り返した後の電線束１１０７は、第３リンク部材９０１
と第１装飾部材８０２との連結部分（回転軸９０１ａ）に沿って配置されており、その部
分の電線束１１０７における複数の電線の並びは、回転軸９０１ａの軸方向と略同じ方向
となる。換言すると、電線束１１０７の幅方向が回転軸９０１ａの軸方向と略同じ方向と
なる。
【０１１６】
　図１３は、案内部８１０の拡大斜視図である。案内部８１０は遊技盤１００に固設され
て第２装飾部材８０３の移動を案内するものである。図１３では第２装飾部材８０３の図
示は省略し、連結具１１０３とローラー１１０４を示す。図１０（Ａ）から図１０（Ｂ）
のように連結具１１０３（第２装飾部材８０３）が下方に移動し、原点位置と進出位置と
の間に位置する所定の位置（ガイド開始位置）まで下がると、ローラー１１０４のフラン
ジ部分がガイド溝１３０１に挿入される。これにより、所定の位置から原点位置まで範囲
に位置するときの連結具１１０３の移動が案内される。案内部８１０の上端には傾斜面１
３０２が形成されており、連結具１１０３が下方に移動して所定の位置に移動したときに
ローラー１１０４が傾斜面１３０２に乗ることでスムーズにガイド溝１３０１に進入する
。またガイド溝１３０１の前方にはカバー１３０３が設けられており、これによってロー
ラー１１０４が前方へ移動することも抑制される。
【０１１７】
　図１４（Ａ）は、可動役物２１２～２１８が進出位置にある状態を示す図であり、図１
４（Ｂ）は、可動役物２１２～２１８が退避位置にある状態を示す図である。可動役物２
１２～２１８は、図２の原点位置から、液晶表示装置２０１における装飾図柄等の演出に
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合せた所定の駆動タイミングで、図１４（Ａ）のように下方に移動した進出位置、及び図
１４（Ｂ）のように上方に移動した退避位置の間で移動可能である。
【０１１８】
　まず、第２中央可動役物２１２の動作をより具体的に説明する。第２中央可動役物２１
２は、当該遊技機１の遊技状態に応じて定まる動作モードである第１動作モード、第２動
作モード、及び第３動作モードにて動作可能であり、各動作モードに応じてそれぞれ異な
る領域へ移動する。
【０１１９】
　動作モードとは、本実施形態においては可動役物２１２～２１８の動作タイミングを区
別するために定義されたものである。第１動作モードは各可動役物２１２～２１８が動作
を行わず待機する動作モードである。第２動作モードは煽り演出等を行うときの動作モー
ドである。また第３動作モードは煽り演出等を行うとき、及び異常が発生したときの動作
モードである。これらの動作モードは主制御基板３００から受信する制御信号に応じて演
出制御基板３２０が切り替える。
【０１２０】
　第１動作モードのときには、第２中央可動役物２１２は原点位置に移動する。第２動作
モードのときには、第２中央可動役物２１２は原点位置よりも遊技機１の中央側の領域（
進出位置）に移動する。第３動作モードのときには、第２中央可動役物２１２は原点位置
よりも遊技機１の外周側の領域（退避位置）に移動する。
【０１２１】
　なお、第３動作モードとなる状況として、図７に示すように第１中央可動役物２１１が
上方に移動して第２中央可動役物２１２と前後方向に重なる状況がある。第２中央可動役
物２１２の退避位置とは、第１中央可動役物２１１が上方に移動したときに第１中央可動
役物２１１、及び、第１駆動装置８０１の各部位が通過しない領域である。したがって、
第２中央可動役物２１２は第１中央可動役物２１１が上方に移動したときに第１中央可動
役物２１１やそれを支持するリンク部材等に接触することを抑制できる。但し、本実施形
態においては第２中央可動役物２１２が原点位置にあっても設計上は第１中央可動役物２
１１と第２中央可動役物２１２とは接触しない。第２中央可動役物２１２が退避位置に移
動することによって、接触してしまう危険をより低減することができる。
【０１２２】
　次に、可動役物２１３～２１８を説明する。右下側可動役物２１３は、第２動作モード
のときには、所定の駆動タイミングで、原点位置（図２参照）から左方向の進出位置（図
１４（Ａ）参照）へと駆動される。一方、第３動作モードのときには、原点位置から右方
向の退避位置（図１４（Ｂ）参照）へと駆動される。
【０１２３】
　また、左下側可動役物２１４は第２動作モードのときには、所定の駆動タイミングで、
原点位置（図２参照）から右方向の進出位置（図１４（Ａ）参照）へと駆動される。一方
、第３動作モードのときには、原点位置から左方向の退避位置（図１４（Ｂ）参照）へと
駆動される。
【０１２４】
　また、右中側可動役物２１５は、第２動作モードのときには、所定の駆動タイミングで
、原点位置（図２参照）から左方向の進出位置（図１４（Ａ）参照）へと駆動される。一
方、第３動作モードのときには、原点位置から右方向の退避位置（図１４（Ｂ）参照）へ
と駆動される。
【０１２５】
　また、左中側可動役物２１６は、第２動作モードのときには、所定の駆動タイミングで
、原点位置（図２参照）から右方向の進出位置（図１４（Ａ）参照）へと駆動される。一
方、第３動作モードのときには、原点位置から左方向の退避位置（図１４（Ｂ）参照）へ
と駆動される。
【０１２６】
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　また、右上側可動役物２１７は、第２動作モードのときには、所定の駆動タイミングで
、原点位置（図２参照）から左斜め下方向の進出位置（図１４（Ａ）参照）へと駆動され
る。一方、第３動作モードのときには、原点位置から右斜め上方向の退避位置（図１４（
Ｂ）参照）へと駆動される。
【０１２７】
　また、左上側可動役物２１８は、第２動作モードのときには、所定の駆動タイミングで
、原点位置（図２参照）から右斜め下方向の進出位置（図１４（Ａ）参照）へと駆動され
る。一方、第３動作モードのときには、原点位置から左斜め下方向の退避位置（図１４（
Ｂ）参照）へと駆動される。
【０１２８】
　ところで、可動役物２１２～２１８の退避位置とは、各可動役物２１２～２１８を遊技
盤１００に固定するための固定具を装着可能な位置である。固定具とは、スポンジやクリ
ップ型の装置であって、遊技盤１００に取り付けることで可動役物２１２～２１８の移動
を抑制する装置である。
【０１２９】
　なお、本実施形態の可動役物２１１～２１８を駆動させる駆動タイミングは、例えば、
リーチ演出中、保留先読み演出中、大当たりのオープニング、ラウンド中、エンディング
等、種々様々なタイミングとすることができる。
【０１３０】
　［薄型プリント基板］
　図１５～図２２を用いて、薄型プリント基板及びその周辺構造について説明する。なお
、以下の説明における前後（表裏）、上下、左右の方向は遊技者が当該遊技機１にて遊技
を行う場合の方向であり、遊技者が位置する側を遊技機１における前方として説明する。
【０１３１】
　図１５は、照明装飾部材１５０１の表面１５０２側を示す図である。照明装飾部材１５
０１は、遊技盤１００の壁部材２１９（図２参照）の後側に配置されている。照明装飾部
材１５０１は、遊技盤１００に対してネジ止めにより固定されている。また、照明装飾部
材１５０１は、光を透過させるための透光部１５０３を有している。
【０１３２】
　図１６（Ａ）、（Ｂ）は、照明装飾部材１５０１、遊技盤１００の壁部材２１９及び第
１駆動装置８０１の第１中央可動役物２１１の位置関係を示す図である。照明装飾部材１
５０１は、第１中央可動役物２１１の前方側を覆うように配置されている。すなわち、照
明装飾部材１５０１（照明装飾部材１５０１に取り付けられた後述する第１基板部材１７
０２等も含む）は、遊技盤１００の壁部材２１９と第１駆動装置８０１の第１中央可動役
物２１１との間の前後方向に狭い、限られた空間に配置されている。
【０１３３】
　また、照明装飾部材１５０１において、第１中央可動役物２１１に対応する部分（第１
中央可動役物２１１の前方側を覆っている部分）には、前方側に若干突出した突出部１６
０１が設けられている。突出部１６０１の裏側には、第１中央可動役物２１１を避けるよ
うに、前方側に凹んで湾曲した湾曲凹部１６０２が形成されている。
【０１３４】
　図１７は、照明装飾部材１５０１の裏面１７０１側を示す図である。照明装飾部材１５
０１の裏面１７０１には、第１基板部材１７０２及び第２基板部材１７０３が取り付けら
れている。第１基板部材１７０２は、照明装飾部材１５０１の裏面１７０１の中央及び右
側の位置（図１７では中央及び左側の位置）に配置されている。第２基板部材１７０３は
、照明装飾部材１５０１の裏面１７０１の左側の位置（図１７では右側の位置）に配置さ
れている。第１基板部材１７０２及び第２基板部材１７０３は、照明装飾部材１５０１に
対してネジ止めにより固定されている。
【０１３５】
　第２基板部材１７０３は、遊技機１内部の電子回路を構成する配線（不図示）を形成し
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たプリント基板１７０４を備えている。プリント基板１７０４は、上述したランプ制御基
板３４０の一部を構成するものである。プリント基板１７０４は、通常用いられるリジッ
ト基板からなる。プリント基板１７０４の後面１７０５には、コネクタ１７０６がはんだ
付けにより実装されている。コネクタ１７０６は、ワイヤハーネス１７０７を介して第１
基板部材１７０２と電気的に接続されている。
【０１３６】
　図１８は、照明装飾部材１５０１及び第１基板部材１７０２を展開して示す斜視図であ
る。第１基板部材１７０２は、薄型プリント基板１８０１と、薄型プリント基板１８０１
の前側を覆う基板前側カバー１８０２と、薄型プリント基板１８０１の後側を覆う基板後
側カバー１８０３とを有している。すなわち、前方側から、基板前側カバー１８０２、薄
型プリント基板１８０１、基板後側カバー１８０３の順に配置されている。
【０１３７】
　薄型プリント基板１８０１は、基板前側カバー１８０２と基板後側カバー１８０３とに
よって挟持されている。基板前側カバー１８０２には、前後方向に貫通する複数の貫通部
１８０４が形成されている。また、基板前側カバー１８０２には、光を透過させるための
複数の透光部１８０５が形成されている。基板後側カバー１８０３には、前後方向に貫通
する複数の貫通部１８０６及び外縁部を切り欠いた切欠部１８０７が形成されている。
【０１３８】
　薄型プリント基板１８０１は、上述したランプ制御基板３４０の一部を構成するもので
ある。薄型プリント基板１８０１は、その全体が略同一の厚みで形成され、厚み方向に湾
曲可能な薄型の基板である。薄型プリント基板１８０１の厚みは、通常用いられるリジッ
ト基板の厚み（例えば０．８～１．６ｍｍ）に比べて非常に薄い。薄型プリント基板１８
０１の厚みは、例えば０．２～０．３ｍｍである。
【０１３９】
　薄型プリント基板１８０１は、平坦な部分である平坦部１８０８と、折り曲げられて湾
曲した部分である湾曲部１８０９とを有している。また、薄型プリント基板１８０１は、
左側部分（図１８の右側部分）と右側部分（図１８の左側部分）とを連結する帯状の連結
部１８１０を有している。本実施形態において、薄型プリント基板１８０１は、連結部１
８１０の一部を含む中央部分を前方側に折り曲げて湾曲させた湾曲部１８０９を有してお
り、それ以外の部分が平坦部１８０８となっている。
【０１４０】
　薄型プリント基板１８０１は、湾曲部１８０９により、その中央部分が前方側に凹むよ
うに湾曲しており、照明装飾部材１５０１の湾曲凹部１６０２に配置されている。また、
薄型プリント基板１８０１の前側及び後側を覆う基板前側カバー１８０２及び基板後側カ
バー１８０３も薄型プリント基板１８０１の湾曲に沿った形状となっている。このように
、第１基板部材１７０２（特に薄型プリント基板１８０１）は、照明装飾部材１５０１と
第１中央可動役物２１１との間の前後方向に狭い空間において、その一部を湾曲させて配
置されている。
【０１４１】
　図１９は、薄型プリント基板１８０１の前面１９０１側を示す図である。薄型プリント
基板１８０８の前面１９０１には、複数のＬＥＤ１９０２がはんだ付けにより実装されて
いる。また、薄型プリント基板１８０１の前面１９０１には、抵抗等の複数の電子部品１
９０３がはんだ付けにより実装されている。薄型プリント基板１８０１のＬＥＤ１９０２
から発光された光は、基板前側カバー１８０２の透光部１８０５、照明装飾部材１５０１
の透光部１５０３、遊技盤１００の壁部材２１９を順に透過し、前方に向かって照射され
る。
【０１４２】
　薄型プリント基板１８０１の前面１９０１に実装されているＬＥＤ１９０２の一部及び
抵抗等の複数の電子部品１９０３は、薄型プリント基板１８０１の平坦部１８０８に実装
されており、湾曲部１８０９に実装されていない。また、ＬＥＤ１９０２の一部及び抵抗
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等の複数の電子部品１９０３は、薄型プリント基板１８０１（さらには第１基板部材１７
０２）の厚み方向の大型化を抑制するために、基板前側カバー１８０２に覆われていない
部分、すなわち基板前側カバー１８０２の貫通部１８０４内に実装されている。
【０１４３】
　図２０は、薄型プリント基板１８０１の後面２００１側を示す図である。薄型プリント
基板１８０１の後面２００１には、集積回路（ＩＣ）、コンデンサ、抵抗等の複数の電子
部品２００２がはんだ付けにより実装されている。また、薄型プリント基板１８０１の後
面２００１には、第２基板部材１７０３のプリント基板１７０４と電気的に接続するため
のコネクタ２００３及び他の基板と電気的に接続するためのコネクタ２００４がはんだ付
けにより実装されている。
【０１４４】
　薄型プリント基板１８０１の後面２００１に実装されている集積回路（ＩＣ）、コンデ
ンサ、抵抗等の複数の電子部品２００２及びコネクタ２００３、２００４は、薄型プリン
ト基板１８０１の平坦部１８０８に実装されており、湾曲部１８０９に実装されていない
。また、これらは、薄型プリント基板１８０１（さらには第１基板部材１７０２）の厚み
方向の大型化を抑制するために、基板後側カバー１８０３に覆われていない部分、すなわ
ち基板後側カバー１８０３の貫通部１８０６内及び切欠部１８０７内に実装されている。
【０１４５】
　また、薄型プリント基板１８０１と第２基板部材１７０３のプリント基板１７０４とは
、薄型プリント基板１８０１のコネクタ２００３とプリント基板１７０４のコネクタ１７
０６との間にワイヤハーネス１７０７を介して電気的に接続されている（図１７参照）。
また、薄型プリント基板１８０１のコネクタ２００４は、ワイヤハーネス（不図示）を介
して他の基板と電気的に接続されている。
【０１４６】
　図２１は、薄型プリント基板１８０１の構造を示す断面図である。薄型プリント基板１
８０１は、電気絶縁性の絶縁層２１０１と、その絶縁層２１０１の両表面に設けられた複
数の配線層２１０２とを有している。絶縁層２１０１は、柔軟性を有する電気絶縁性のポ
リイミド樹脂からなる。配線層２１０２は、遊技機１内部の電子回路を構成する配線２１
０３により構成されている。配線２１０３は、電気導電性の銅箔からなる。絶縁層２１０
１の両表面には、配線２１０３が所定のパターンで形成されている。
【０１４７】
　薄型プリント基板１８０１には、配線層２１０２間を電気的に接続するための層間接続
部２１０４が複数箇所に設けられている。層間接続部２１０４には、絶縁層２１０１を貫
通してなるスルーホール２１０５が形成されている。スルーホール２１０５の内面には、
銅からなる導体層２１０６が形成されている。絶縁層２１０１の両表面に設けられた配線
層２１０２（配線２１０３）同士は、スルーホール２１０５の導体層２１０６を介して電
気的に接続されている。また、薄型プリント基板１８０１の両表面（前面１９０１及び後
面２００１）には、絶縁層２１０１及び配線層２１０２を覆うように電気絶縁性の絶縁被
覆膜２１０７が形成されている。
【０１４８】
　図２２は、薄型プリント基板１８０１の連結部１８１０及びその周辺を拡大して示す図
である。同図は、薄型プリント基板１８０１に形成された配線２１０３を図示したもので
ある。薄型プリント基板１８０１に形成された配線２１０３は、他の部分（後述する一般
配線部２２０１）よりも幅を広くした（太さを太くした）幅広配線部２２０２を有してい
る。すなわち、配線部２１０３は、配線の幅を意図的に広くしておらず、通常の幅である
一般配線部２２０１と、配線の幅を広くした幅広配線部２２０２とを有している。
【０１４９】
　また、一般配線部２２０１と幅広配線部２２０２とは、流れる電流の大きさが同じであ
る。すなわち、幅広配線部２２０２は、流れる電流の大きさを一定とした状態で、一般配
線部２２０１よりも幅を広くしている。本実施形態において、一般配線部２２０１の幅は
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約０．５ｍｍ、幅広配線部２２０２の幅は約１ｍｍである。
【０１５０】
　また、薄型プリント基板１８０１の配線幅広部２２０２の幅は、通常用いられるリジッ
ト基板に形成される配線の幅よりも広くなっている。また、幅広配線部２２０２の幅は、
一般配線部２２０１の幅の例えば２～３倍とすることができる。また、幅広配線部の幅は
、例えば１～１．５ｍｍとすることができる。
【０１５１】
　また、幅広配線部２２０２は、その少なくとも一部が薄型プリント基板１８０１の湾曲
部１８０９に形成されている。本実施形態では、配線の剥離や断線を抑制するため、幅広
配線部２２０２の大部分が湾曲した部分である湾曲部１８０９に形成されている。また、
一般配線部２２０１の大部分が平坦な部分である平坦部１８０８に形成されている。また
、帯状の連結部１８１０に形成された配線２１０３は、すべて幅広配線部２２０２である
。
【０１５２】
　図２３（Ａ）は、薄型プリント基板１８０１の湾曲部１８０９の一部を拡大して示す図
である。同図は、薄型プリント基板１８０１の層間接続部２１０４におけるスルーホール
２１０５の配置を示したものである。薄型プリント基板１８０１の湾曲部１８０９には、
層間接続部２１０４が設けられている。層間接続部２１０４は、所定の間隔を設けて配置
された複数のスルーホール２１０５により構成されている。本実施形態では、層間接続部
２１０４は、２つのスルーホール２１０５により構成されている。２つのスルーホール２
１０５は、湾曲部１８０９の湾曲方向Ｘに所定の間隔を設けて配置されている。
【０１５３】
　なお、図２３（Ａ）では、薄型プリント基板１８０１の湾曲部１８０９に設けられた１
つの層間接続部２１０４（２つのスルーホール２１０５）を図示して説明したが、湾曲部
１８０９には、その他複数の層間接続部２１０４が設けられており、いずれの層間接続部
２１０４も複数のスルーホール２１０５により構成されている。また、本実施形態では、
湾曲部１８０９以外の平坦部１８０８にも複数の層間接続部２１０４が設けられており、
いずれの層間接続部２１０４も複数のスルーホール２１０５により構成されている。また
、層間接続部２１０４は、３つ以上のスルーホール２１０５により構成されていてもよい
。
【０１５４】
　図２３（Ｂ）は、湾曲部１８０９の層間接続部２１０４を構成する２つのスルーホール
２１０５を含む薄型プリント基板１８０１の厚み方向の断面を示す図（図２３（Ａ）のＣ
－Ｃ線矢視断面図）である。２つのスルーホール２１０５は、スルーホール２１０５間に
おける薄型プリント基板１８０１の表面（両側の表面２３０１、２３０２）が曲線状とな
るように、言い換えれば直線状とならないように配置されている。すなわち、２つのスル
ーホール２１０５は、湾曲部１８０９の湾曲により形成される稜線上に並ぶことのないよ
うに配置されている。また、３つ以上のスルーホール２１０５であれば、各スルーホール
２１０５同士で上述した条件を満たすように配置されていればよい。なお、ここでの「曲
線状」とは、スルーホール２１０５間における薄型プリント基板１８０１の表面（両側の
表面２３０１、２３０２）が全体として曲線状であることをいい、直線状の部分が一部に
含まれていてもよい。
【０１５５】
　［主制御基板のメイン処理］
　図２４を用いて、主制御基板３００において実行されるメイン処理について説明する。
ここで、図２４は、主制御基板３００において実行されるメイン処理の一例を示すフロー
チャートである。主制御基板３００は、電源投入時に、このメイン処理を実行する。主制
御基板３００のメイン処理は、メインＲＯＭ３０１ｂに記憶されているプログラムに基づ
いてメインＣＰＵ３０１ａが実行するものである。
【０１５６】
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　最初のＳ２４０１では、メインＲＡＭ３０１ｃへのアクセスを許可する。この処理は、
例えば電源投入後、１０００ｍｓを待機した後に行われる。
　Ｓ２４０２では、ＲＡＭクリアスイッチが「ＯＮ」であるか否かを判断する。ここでＲ
ＡＭクリアスイッチが「ＯＮ」であると判断された場合（Ｓ２４０２：ＹＥＳ）、Ｓ２４
１１へ移行する。一方、ＲＡＭクリアスイッチが「ＯＮ」でないと判断された場合（Ｓ２
４０２：ＮＯ）、すなわちＲＡＭクリアスイッチが「ＯＦＦ」である場合には、Ｓ２４０
３へ移行する。
【０１５７】
　Ｓ２４０３では、バックアップフラグが「ＯＮ」であるか否かを判断する。バックアッ
プフラグは、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されるものであり、遊技機１への電源が遮断さ
れた状態になるとセットされて「ＯＮ」となる。ここでバックアップフラグが「ＯＮ」で
あると判断された場合（Ｓ２４０３：ＹＥＳ）、Ｓ２４０４へ移行する。一方、バックア
ップフラグが「ＯＮ」でないと判断された場合（Ｓ２４０３：ＮＯ）、すなわちバックア
ップフラグが「ＯＦＦ」である場合には、Ｓ２４１１へ移行する。
【０１５８】
　Ｓ２４０４では、チェックサムが正常であるか否かを判断する。チェックサムとは、バ
ックアップ情報に対して作成されるものであり、データの加算値が一致することでバック
アップ情報の正当性を判断しようというものである。ここでチェックサムが正常であると
判断された場合（Ｓ２４０４：ＹＥＳ）、Ｓ２４０５へ移行する。一方、チェックサムが
正常でないと判断された場合（Ｓ２４０４：ＮＯ）、Ｓ２４１１へ移行する。
【０１５９】
　Ｓ２４０５では、復旧処理を実行する。復旧処理の詳細については後述する。
　Ｓ２４０６では、ＣＴＣ周期の設定を行う。この処理は、内蔵されているタイマカウン
タであるＣＴＣの周期を設定するものである。例えば４ｍｓに設定するという具合である
。これにより、メインＣＰＵ３０１ａは、ＣＴＣの周期で、後述するタイマ割込処理を実
行する。
【０１６０】
　Ｓ２４０７では、電断監視処理を実行する。電断監視処理の詳細については後述する。
　Ｓ２４０８では、割込禁止設定を行う。この処理は、メインＣＰＵ３０１ａによるタイ
マ割込処理を禁止するものである。
【０１６１】
　Ｓ２４０９では、乱数更新処理を行う。この処理は、大当たり乱数、大当たり用図柄乱
数、リーチ乱数、変動パターン乱数、及び普通図柄乱数の各種乱数値を更新するものであ
る。これらの乱数値は、この処理が行われる毎に「１」加算される。なお、各乱数値は、
予め設定された最大値に達した後は「０」に戻される。
【０１６２】
　Ｓ２４１０では、割込許可設定を行う。この処理は、メインＣＰＵ３０１ａによるタイ
マ割込処理を許可するものである。そして、Ｓ２４１０の処理終了後、Ｓ２４０７からの
処理を繰り返す。
【０１６３】
　Ｓ２４１１には、Ｓ２４０２で肯定判断された場合、Ｓ２４０３で否定判断された場合
、及び、Ｓ２４０４で否定判断された場合に移行する。Ｓ２４１１では、ＲＡＭクリアを
行う。ＲＡＭクリアとは、主制御基板３００が設定する各種フラグやカウント値を初期化
するものである。例えば各種フラグには、確変フラグや時短フラグが挙げられる。カウン
ト値には、時短変動回数Ｗなどが挙げられる。
【０１６４】
　Ｓ２４１２では、周辺部初期設定を行う。この処理は、主制御基板３００から払出制御
基板３１０及び演出制御基板３２０へ初期設定コマンドを送信するものである。これによ
り、払出制御基板３１０及び演出制御基板３２０にて、初期設定が行われる。Ｓ２４１２
の処理終了後、上述したＳ２４０６へ移行する。
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【０１６５】
　［復旧処理］
　図２５を用い、主制御基板３００において実行される復旧処理について説明する。この
復旧処理は、図２４のＳ２４０５にて実行されるものである。
【０１６６】
　最初のＳ２５０１では、作業領域を設定する。この処理は、作業領域は、復旧処理に用
いられる領域であり、メインＲＡＭ３０１ｃに設定される。
　Ｓ２５０２では、復旧コマンドを作成する。この復旧コマンドには、遊技状態に関する
コマンドが含まれる。すなわち、確変遊技フラグ及び時短遊技フラグなどである。また、
これらフラグに関するカウンタのカウント値が含まれる。さらに、保留表示に関連する保
留情報が含まれる。
【０１６７】
　Ｓ２５０３では、復旧コマンドを送信する。この処理は、Ｓ２５０２にて作成した復旧
コマンドを演出制御基板３２０へ送信するものである。
　Ｓ２５０４ではバックアップフラグを「ＯＦＦ」とし、その後、復旧処理を終了する。
【０１６８】
　［電断監視処理］
　図２６を用い、主制御基板３００において実行される電断監視処理について説明する。
この電断監視処理は、図２４のＳ２４０７にて実行されるものである。
【０１６９】
　最初のＳ２６０１では、割込禁止設定を行う。この処理は、この処理は、メインＣＰＵ
３０１ａによるタイマ割込処理を禁止するものである。
　Ｓ２６０２では、電源が遮断されたか否かを判断する。この処理は、遊技機１への電源
供給が遮断されたか否かを判断するものである。ここで電源が遮断されたと判断された場
合（Ｓ２６０２：ＹＥＳ）、Ｓ２６０３へ移行する。一方、電源が遮断されていないと判
断された場合（Ｓ２６０２：ＮＯ）、Ｓ２６０６へ移行する。
【０１７０】
　Ｓ２６０３では、バックアップ情報を作成して格納する。バックアップ情報はメインＲ
ＡＭ３０１ｃに格納される。このとき、チェックサムを作成しバックアップ情報とともに
格納する。バックアップ情報は上述したように、復旧コマンドの作成に用いられる。
【０１７１】
　Ｓ２６０４では、バックアップフラグを「ＯＮ」にする。バックアップフラグは、メイ
ンＲＡＭ３０１ｃに格納される。
　Ｓ２６０５ではＲＡＭアクセスを禁止し、その後、メイン処理（図２４参照）を終了す
る。
【０１７２】
　Ｓ２６０６には、Ｓ２６０２で電源が遮断されていないと判断された場合に移行する。
Ｓ２６０６では、割込許可設定を行う。この処理は、メインＣＰＵ３０１ａのタイマ割込
処理を許可するものである。Ｓ２６０６の処理終了後、図２４のＳ２４０８へ移行する。
【０１７３】
　［タイマ割込処理］
　図２７を用いて、主制御基板３００において実行されるタイマ割込み処理について説明
する。ここで、図２７は、主制御基板３００において実行されるタイマ割込み処理の一例
を示すフローチャートである。主制御基板３００は、電源投入時や電源断時等の特殊な場
合を除く通常の動作時において、図２７に例示されている一連の処理を一定時間（例えば
４ミリ秒）毎に繰り返し実行する。なお、図２７以降のフローチャートに基づいて説明す
る主制御基板３００の処理は、メインＲＯＭ３０１ｂに記憶されているプログラムに基づ
いてメインＣＰＵ３０１ａが実行するものである。
【０１７４】
　まず、Ｓ２７０１では、乱数更新処理を実行する。この処理は、大当たり乱数、大当た
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り用図柄乱数、リーチ乱数、変動パターン乱数、及び普通図柄乱数の各種乱数値を更新す
るものである。これらの乱数値は、この処理が行われる毎に「１」加算される。なお、各
乱数値は、予め設定された最大値に達した後は「０」に戻される。
【０１７５】
　Ｓ２７０２では、スイッチ処理を行う。この処理は、各スイッチからの検知信号が入力
された場合に実行されるものである。なお、スイッチ処理の詳細については後述する。
　Ｓ２７０３では、特別図柄処理を行う。この処理は、第１特別図柄表示器２０１又は第
２特別図柄表示器２０２に特別図柄を変動表示させてから特別図柄判定の結果を示す停止
図柄を停止表示させる処理等を含む。なお、特別図柄処理の詳細については後述する。
【０１７６】
　Ｓ２７０４では、普通図柄処理を行う。この処理は、普通図柄判定を実行し、普通図柄
表示器２０５に普通図柄を変動表示させてから普通図柄判定の結果を示す普通図柄を停止
表示させる処理等を含む。この普通図柄処理の詳細については後述する。
【０１７７】
　Ｓ２７０５では、電動チューリップ処理を行う。この処理は、普通図柄判定を行った結
果、第２始動装置１２４を開放すると判定した場合に、電動チューリップ１２５を作動さ
せるものである。電動チューリップ処理の詳細については後述する。
【０１７８】
　Ｓ２７０６では、大入賞装置開放制御処理を行う。この処理は、Ｓ２７０３において大
当たりであると判定した場合、大入賞装置開閉ソレノイド３０８を制御して大入賞装置１
２７を開放するものである。大入賞装置開放制御処理の詳細については後述する。
【０１７９】
　Ｓ２７０７では、賞球処理を実行する。この処理は、遊技球の入賞に応じた賞球の払い
出しを制御するものである。
　Ｓ２７０８では、送信処理を実行する。この処理は、Ｓ２７０７以前の処理ステップに
おいてメインＲＡＭ３０１ｃにセット（格納）された各種コマンドや演出内容を決定する
ために必要な情報を演出制御基板３２０に送信するものである。
【０１８０】
　［スイッチ処理］
　図２８は、図２７のＳ２７０２におけるスイッチ処理の詳細を示すフローチャートであ
る。
【０１８１】
　最初のＳ２８０１では、第１始動装置スイッチ処理を実行する。この処理は、第１始動
装置検出スイッチ３０４からの検知信号の入力の有無を監視して、Ｓ２７０１の処理によ
って適宜更新される各種乱数（大当たり乱数、大当たり用図柄乱数、リーチ乱数、及び変
動パターン乱数）について、第１始動装置検出スイッチ３０４からの検知信号が入力され
た時点の値を取得するものである。第１始動装置スイッチ処理については、さらに後述す
る。
【０１８２】
　続くＳ２８０２では、第２始動装置スイッチ処理を実行する。この処理は、第２始動装
置検出スイッチ３０５からの検知信号の入力の有無を監視して、Ｓ２７０１の処理によっ
て適宜更新される各種乱数（大当たり乱数、大当たり用図柄乱数、リーチ乱数、及び変動
パターン乱数）について、第２始動装置検出スイッチ３０５からの検知信号が入力された
時点の値を取得するものである。第２始動装置スイッチ処理についてはさらに後述する。
【０１８３】
　次のＳ２８０３では、ゲートスイッチ処理を実行する。この処理は、ゲート検出スイッ
チ３０３からの検知信号の入力の有無を監視して、Ｓ２７０１の処理によって適宜更新さ
れる普通図柄乱数について、ゲート検出スイッチ３０３からの検知信号が入力された時点
の値を取得するものである。ゲートスイッチ処理についてはさらに後述する。
【０１８４】
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　［第１始動装置スイッチ処理］
　図２９は、図２８のＳ２８０１における第１始動装置スイッチ処理の詳細を示すフロー
チャートである。
【０１８５】
　最初のＳ２９０１では、第１始動装置検出スイッチ３０４が「ＯＮ」になったか否かを
判定する。この処理は、第１始動装置検出スイッチ３０４からの検知信号（第１始動装置
検出スイッチ３０４が「ＯＮ」になったことを示すＯＮ信号）が入力されたか否かに基づ
いて、第１始動装置検出スイッチ３０４が「ＯＮ」になったか否かを判定するものである
。ここで第１始動装置検出スイッチ３０４が「ＯＮ」になったと判定した場合（Ｓ２９０
１：ＹＥＳ）、Ｓ２９０２へ移行する。一方、第１始動装置検出スイッチ３０４が「ＯＮ
」になっていないと判定した場合（Ｓ２９０１：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、第１始
動装置スイッチ処理を終了する。
【０１８６】
　Ｓ２９０２では、保留数Ｕ１が最大保留数Ｕｍａｘ１未満であるか否かを判断する。こ
の処理は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている第１特別図柄判定の保留数Ｕ１が、予
めメインＲＯＭ３０１ｂに記憶されている最大保留数Ｕｍａｘ１（本実施形態では「４」
）未満であるか否かを判断するものである。ここで、Ｕ１＜Ｕｍａｘ１であると判断され
た場合（Ｓ２９０２：ＹＥＳ）、Ｓ２９０３へ移行する。一方、Ｕ１≧Ｕｍａｘ１である
と判断された場合（Ｓ２９０２：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、第１始動装置スイッチ
処理を終了する。
【０１８７】
　Ｓ２９０３では、保留数Ｕ１の値を「１」加算した値に更新する。
　Ｓ２９０４～Ｓ２９０７では、各種乱数を取得する。この処理は、第１特別図柄判定に
使用する取得情報として、大当たり乱数、大当たり用図柄乱数、リーチ乱数、及び変動パ
ターン乱数を取得し、これらの乱数を対応付けてメインＲＡＭ３０１ｃに格納するもので
ある。
【０１８８】
　Ｓ２９０８では、事前判定を行う。ここでは、大当たり判定、大当たり図柄の決定、及
び、変動パターンの選択を事前に行う。これらの処理は、後述する特別図柄処理で行われ
るものと同様のものである。したがって、詳細な処理については、後述する。
【０１８９】
　ここでは最初に、Ｓ２９０４にて取得した大当たり用乱数に基づいて大当たりであるか
否かを判定する。
　大当たり判定の結果が大当たりであるときには、Ｓ２９０５にて取得した大当たり図柄
乱数に基づいて大当たり図柄（停止図柄データ）を決定する。図５（Ａ）に示したように
、大当たり図柄乱数が「０～４９」のときは１５Ｒ大当たりとなり、大当たり図柄乱数が
「５０～９９」のときは８Ｒ大当たりとなる。また、１５Ｒ大当たりのうち１／２の割合
で確変１５Ｒ大当たりとなり、１／２の割合で通常１５Ｒ大当たりとなる。このときはそ
れぞれ、停止図柄データが「０１」、「０２」となる。また、８Ｒ大当たりのうち１／２
の割合で確変８Ｒ大当たりとなり、１／２の割合で通常８Ｒ大当たりとなる。このときは
それぞれ、停止図柄データが「０３」、「０４」となる。
【０１９０】
　一方、大当たり判定の結果がハズレであるときには、ハズレ図柄（停止図柄データ）が
選択される。ハズレのときの停止図柄データは「００」である。
　また、大当たり判定の結果が大当たりであるときには、Ｓ２９０７にて取得した変動パ
ターン乱数に基づいて変動パターンを選択する。具体的には、図６に示すように、大当た
りの場合には、変動パターン１又は変動パターン２が選択される。
【０１９１】
　一方、大当たり判定の結果がハズレであるときには、Ｓ２９０６にて取得したリーチ乱
数、Ｓ２９０７にて取得した変動パターン乱数、遊技状態、及び、保留数に基づいて、変
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動パターンを選択する。この場合は、変動パターン３～変動パターン６のいずれかが選択
される。
【０１９２】
　上述したように、大当たり判定、大当たり図柄の決定、及び、変動パターンの選択は、
後述する特別図柄処理で行われる。したがって、変動パターンは、特別図柄処理を実行す
る時点での保留数に応じて、変更されることがあり得る。
【０１９３】
　Ｓ２９０９では、保留コマンドをセットする。保留コマンドには、第１特別図柄に係る
保留であるか第２特別図柄に係る保留であるかを区別する「始動装置データ」、何番目の
保留であるかを示す「保留数データ」（すなわち保留数Ｕ１）、大当たり種類及びハズレ
を示す「停止図柄データ」、変動パターンを示す「変動パターンデータ」が含まれる。
【０１９４】
　なお、Ｓ２９０９でセットされた保留コマンドは、図２７のＳ２７０８にて演出制御基
板３２０へ送信される。
　［第２始動装置スイッチ処理］
　図３０は、図２８のＳ２８０２における第２始動装置スイッチ処理の詳細を示すフロー
チャートである。第２始動装置スイッチ処理は、上述した第１始動装置スイッチ処理と同
様のものである。
【０１９５】
　最初のＳ３００１では、第２始動装置検出スイッチ３０５が「ＯＮ」になったか否かを
判定する。この処理は、第２始動装置検出スイッチ３０５からの検知信号（第２始動装置
検出スイッチ３０５が「ＯＮ」になったことを示すＯＮ信号）が入力されたか否かに基づ
いて、第２始動装置検出スイッチ３０５が「ＯＮ」になったか否かを判定するものである
。ここで第２始動装置検出スイッチ３０５が「ＯＮ」になったと判定した場合（Ｓ３００
１：ＹＥＳ）、Ｓ３００２へ移行する。一方、第２始動装置検出スイッチ３０５が「ＯＮ
」になっていないと判定した場合（Ｓ３００１：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、第２始
動装置スイッチ処理を終了する。
【０１９６】
　Ｓ３００２では、保留数Ｕ２が最大保留数Ｕｍａｘ２未満であるか否かを判断する。こ
の処理は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている第２特別図柄保留数Ｕ２が、予めメイ
ンＲＯＭ３０１ｂに記憶されている最大保留数Ｕｍａｘ２（本実施形態では「４」）未満
であるか否かを判断するものである。ここで、Ｕ２＜Ｕｍａｘ２であると判断された場合
（Ｓ３００２：ＹＥＳ）、Ｓ３００３へ移行する。一方、Ｕ２≧Ｕｍａｘ２であると判断
された場合（Ｓ３００２：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、第２始動装置スイッチ処理を
終了する。
【０１９７】
　Ｓ３００３では、保留数Ｕ２の値を「１」加算した値に更新する。
　Ｓ３００４～Ｓ３００７では、各種乱数を取得する。この処理は、第２特別図柄判定に
使用する取得情報として、大当たり乱数、大当たり用図柄乱数、リーチ乱数、及び変動パ
ターン乱数を取得し、これらの乱数を対応付けてメインＲＡＭ３０１ｃに格納するもので
ある。
【０１９８】
　Ｓ３００８では、事前判定を行う。ここでは、大当たり判定、大当たり図柄の決定、及
び、変動パターンの選択を事前に行う。これらの処理は、後述する特別図柄処理で行われ
るものと同様のものである。したがって、詳細な処理については、後述する。
【０１９９】
　ここでは最初に、Ｓ３００４にて取得した大当たり用乱数に基づいて大当たりであるか
否かを判定する。
　大当たり判定の結果が大当たりであるときには、Ｓ３００５にて取得した大当たり用図
柄乱数に基づいて大当たり図柄（停止図柄データ）を決定する。図５（Ａ）に示したよう
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に、大当たり用図柄乱数が「０～７４」のときは１５Ｒ大当たりとなり、大当たり図柄乱
数が「７５～９９」のときは８Ｒ大当たりとなる。また、１５Ｒ大当たりのうち１／２の
割合で確変１５Ｒ大当たりとなり、１／２の割合で通常１５Ｒ大当たりとなる。このとき
はそれぞれ、停止図柄データが「０５」、「０６」となる。また、８Ｒ大当たりのうち１
／２の割合で確変８Ｒ大当たりとなり、１／２の割合で通常８Ｒ大当たりとなる。このと
きはそれぞれ、停止図柄データが「０７」、「０８」となる。
【０２００】
　一方、大当たり判定の結果がハズレであるときには、ハズレ図柄（停止図柄データ）が
選択される。ハズレのときの停止図柄データは「００」である。
　また、大当たり判定の結果が大当たりであるときには、Ｓ３００７にて取得した変動パ
ターン乱数に基づいて変動パターンを選択する。具体的には、図６に示すように、大当た
りの場合には、変動パターン１又は変動パターン２が選択される。
【０２０１】
　一方、大当たり判定の結果がハズレであるときには、Ｓ３００６にて取得したリーチ乱
数、Ｓ３００７にて取得した変動パターン乱数、遊技状態、及び、保留数に基づいて、変
動パターンを選択する。このときは、変動パターン３～変動パターン６のいずれかが選択
される。
【０２０２】
　上述したように、大当たり判定、大当たり図柄の決定、及び、変動パターンの選択は、
後述する特別図柄処理で行われる。したがって、変動パターンは、特別図柄処理を実行す
る時点での保留数に応じて、変更されることがあり得る。
【０２０３】
　Ｓ３００９では、保留コマンドをセットする。保留コマンドには、第１特別図柄に係る
保留であるか第２特別図柄に係る保留であるかを区別する「始動装置データ」、何番目の
保留であるかを示す「保留数データ」（すなわち保留数Ｕ２）、大当たり種類及びハズレ
を示す「停止図柄データ」、変動パターンを示す「変動パターンデータ」が含まれる。
【０２０４】
　なお、Ｓ３００９でセットされた保留コマンドは、図２７のＳ２７０８にて演出制御基
板３２０へ送信される。
　［ゲートスイッチ処理］
　図３１は、図２８のＳ２８０３におけるゲートスイッチ処理の詳細を示すフローチャー
トである。
【０２０５】
　最初のＳ３１０１では、ゲート検出スイッチ３０３が「ＯＮ」となったか否かを判断す
る。この処理は、ゲート検出スイッチ３０３からの検知信号（ゲート検出スイッチ３０３
が「ＯＮ」になったことを示すＯＮ信号）が入力されたか否かに基づいて、ゲート検出ス
イッチ３０３が「ＯＮ」になったか否かを判断するものである。ここでゲート検出スイッ
チ３０３が「ＯＮ」になったと判断された場合（Ｓ３１０１：ＹＥＳ）、Ｓ３１０２へ移
行する。一方、ゲート検出スイッチ３０３が「ＯＮ」になっていないと判断された場合（
Ｓ３１０１：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、ゲートスイッチ処理を終了する。
【０２０６】
　Ｓ３１０２では、保留数Ｔが最大保留数Ｔｍａｘ未満であるか否かを判断する。この処
理は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている普通図柄判定の保留数Ｔが、メインＲＯＭ
３０１ｂに予め記憶されている普通図柄判定の最大保留数Ｔｍａｘ（本実施形態では「４
」）未満であるか否かを判断するものである。ここでＴ＜Ｔｍａｘであると判断された場
合（Ｓ３１０２：ＹＥＳ）、Ｓ３１０３へ移行する。一方、Ｔ≧Ｔｍａｘであると判断さ
れた場合（Ｓ３１０２：ＮＯ）、以降の処理を実行せずに、ゲートスイッチ処理を終了す
る。
【０２０７】
　Ｓ３１０３では、保留数Ｔを「１」加算した値に更新する。続くＳ３１０４では、普通



(30) JP 2015-157164 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

図柄判定に使用される普通図柄乱数を取得して、メインＲＡＭ３０１ｃに格納する。
　［特別図柄処理］
　図３２を用いて、主制御基板３００によって実行される特別図柄処理の詳細について説
明する。図３２は、図２７のＳ２７０３の特別図柄処理の詳細を示すフローチャートであ
る。
【０２０８】
　最初のＳ３２０１では、大当たり遊技中であるか否かを判断する。大当たり遊技中であ
る場合には、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶される大当たり遊技フラグが「ＯＮ」にされる
。この処理は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている大当たり遊技フラグが「ＯＮ」に
設定されているか否かを判断するものである。ここで大当たり遊技中であると判断された
場合（Ｓ３２０１：ＹＥＳ）、以降の処理を実行せず、特別図柄処理を終了する。一方、
大当たり遊技中でないと判断された場合（Ｓ３２０１：ＮＯ）、Ｓ３２０２へ移行する。
【０２０９】
　Ｓ３２０２では、特別図柄の変動表示中であるか否かを判断する。ここで特別図柄の変
動表示中でないと判断された場合（Ｓ３２０２：ＮＯ）、Ｓ３２０３へ移行する。一方、
特別図柄の変動表示中であると判断された場合（Ｓ３２０２：ＹＥＳ）、Ｓ３２１１へ移
行する。
【０２１０】
　Ｓ３２０３では、第１特別図柄判定の保留数Ｕ１又は第２特別図柄判定の保留数Ｕ２の
うちいずれか一方が「０」よりも大きいか否かを判断する。ここでＵ１＞０又はＵ２＞０
であると判断された場合（Ｓ３２０３：ＹＥＳ）、Ｓ３２０４へ移行する。一方、Ｕ１＝
Ｕ２＝０であると判断された場合（Ｓ３２０３：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、特別図
柄処理を終了する。
【０２１１】
　Ｓ３２０４では、Ｕ２＞０ならば、保留数Ｕ２を「１」減算した値に更新する。また、
Ｕ２＝０ならば、保留数Ｕ１を「１」減算した値に更新する。すなわち、第２特別図柄の
保留が優先的に消化される。
【０２１２】
　Ｓ３２０５では、記憶領域のシフト処理を行う。この処理は、メインＲＡＭ３０１ｃの
記憶領域に対するシフト処理を実行するものである。具体的には、Ｓ３２０４で減算した
第１又は第２特別図柄判定の大当たり乱数、大当たり用図柄乱数、リーチ乱数、及び変動
パターン乱数について、保留記憶領域に最初に格納されたもの（最も古いもの）を判定用
記憶領域にシフトさせ、残りのものを判定用記憶領域側にシフトさせる。
【０２１３】
　Ｓ３２０６では、大当たり判定処理を実行する。この処理は、判定用記憶領域に記憶さ
れている乱数に基づいて、大当たり判定処理を実行するものである。この大当たり判定処
理が実行されることによって、大当たり及びハズレのいずれであるかが判定され、その判
定結果がメインＲＡＭ３０１ｃにセットされる。そして、大当たりであると判定された場
合には大当たりの種類を示す大当たり図柄（停止図柄データ）が決定される。大当たり判
定処理の詳細については後述する。
【０２１４】
　Ｓ３２０７では、変動パターン選択処理を実行する。具体的には、メインＲＯＭ３０１
ｂに予め記憶されている変動パターンテーブルを参照して、Ｓ３２０６における大当たり
判定の判定結果、メインＲＡＭ３０１ｃにセットされた停止図柄データ、現在の遊技状態
、特別図柄判定の保留数Ｕ１又はＵ２、判定用記憶領域に記憶されているリーチ乱数及び
変動パターン乱数に基づいて、特別図柄の変動パターンを選択する。このＳ３２０７の処
理が行われることによって、リーチ有り演出を行うか、或いはリーチ無し演出を行うかも
併せて決定される。変動パターン選択処理の詳細については後述する。
【０２１５】
　Ｓ３２０８では、変動開始コマンドをセットする。この処理は、Ｓ３２０６の処理で設
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定した停止図柄データ、Ｓ３２０７の処理で設定した変動パターンを示す変動パターンデ
ータ、遊技機１の遊技状態を示す遊技状態データ等を含む変動開始コマンドをメインＲＡ
Ｍ３０１ｃにセットするものである。この変動開始コマンドは、特別図柄の変動表示に伴
う変動演出の開始を指示するコマンドであって、Ｓ２７０８の送信処理によって演出制御
基板３２０に送信される。
【０２１６】
　これに対して、演出制御基板３２０は、主制御基板３００から受信した変動開始コマン
ドを解析することによって、特別図柄判定の結果を特定し、リーチ有り演出とリーチ無し
演出のどちらを行う必要があるのかを判定し、特別図柄が変動表示される変動時間を取得
し、遊技機１の遊技状態を特定する。そして、第１特別図柄表示器２０１又は第２特別図
柄表示器２０２における特別図柄の変動表示に伴って、液晶表示装置１２１にどのような
パターンで装飾図柄を変動表示させるか、音声出力装置３３１からどのような音を出力す
るか、枠ランプ１０３をどのような発光パターンで発光させるか等を決定し、決定した内
容の演出を画像制御基板３３０及びランプ制御基板３４０に実行させる。
【０２１７】
　Ｓ３２０９では、変動表示を開始する。この処理は、Ｓ３２０８の処理でセットした変
動開始コマンドに含まれているデータに基づいて、特別図柄の変動表示を開始するもので
ある。なお、この特別図柄の変動表示は、第１特別図柄表示器２０１又は第２特別図柄表
示器２０２を用いて行われる。
【０２１８】
　Ｓ３２１０では、変動時間の計測を開始する。この処理は、変動表示を開始してからの
経過時間である変動時間の計測を開始するものである。
　次のＳ３２１１では、変動時間が経過したか否かを判断する。この処理は、Ｓ３２１０
における変動時間の計測開始から、Ｓ３２０７の処理によって選択された変動パターンに
対応する変動時間が経過したか否かを判断するものである。ここで、変動時間が経過して
いないと判断された場合（Ｓ３２１１：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、特別図柄処理を
終了する。一方、変動時間が経過したと判断された場合（Ｓ３２１１：ＹＥＳ）、Ｓ３２
１２へ移行する。
【０２１９】
　Ｓ３２１２では、図柄確定コマンドをセットする。この処理は、第１特別図柄表示器２
０１又は第２特別図柄表示器２０２に特別図柄判定の判定結果を示す停止図柄が停止表示
されることを通知する図柄確定コマンドをメインＲＡＭ３０１ｃにセットするものである
。図柄確定コマンドは、Ｓ２７０８における送信処理によって演出制御基板３２０に送信
される。これにより、液晶表示装置１２１に変動表示されていた装飾図柄を特別図柄判定
の判定結果を示す態様で停止表示させる処理等が行われることになる。
【０２２０】
　Ｓ３２１３では、変動表示を終了する。この処理は、Ｓ３２０９の処理で開始した特別
図柄の変動表示を終了するものである。その際、Ｓ３２０６の処理で設定した停止図柄デ
ータ（大当たり図柄又はハズレ図柄）を、特別図柄を変動表示していた特別図柄表示器２
０１，２０２に停止表示させる。具体的には、第１特別図柄表示器２０１において特別図
柄が変動表示されていた場合には第１特別図柄表示器２０１に大当たり図柄又はハズレ図
柄を停止表示させ、第２特別図柄表示器２０２において特別図柄が変動表示されていた場
合には第２特別図柄表示器２０２に大当たり図柄又はハズレ図柄を停止表示させる。
【０２２１】
　Ｓ３２１４では、計測した変動時間をリセットする。この処理は、Ｓ３２１０の処理で
計測を開始した変動時間をリセットするものである。
　続くＳ３２１５では、停止中処理を実行する。この処理は、大当たりである場合に大当
たり遊技を開始させる処理等を含む。停止中処理の詳細については後述する。
【０２２２】
　［大当たり判定処理］
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　図３３は、図３２のＳ３２０６における大当たり判定処理の詳細を示すフローチャート
である。
【０２２３】
　最初のＳ３３０１では、大当たり判定を行う。ここで、第１始動装置１２３への入賞に
係る大当たり判定を実行する場合、メインＲＯＭ３０１ｂに予め記憶されている第１特別
図柄の大当たり判定テーブル（図４（Ａ）参照）を用いる。一方、第２始動装置１２４へ
の入賞に係る大当たり判定を実行する場合、メインＲＯＭ３０１ｂに予め記憶されている
第２特別図柄の大当たり判定テーブル（図４（Ｂ）参照）を用いる。
【０２２４】
　第１特別図柄及び第２特別図柄の大当たり判定テーブルには、大当たり乱数が記述され
ている。そこで、判定用記憶領域に記憶されている大当たり乱数が、第１特別図柄又は第
２特別図柄の大当たり判定テーブルに記述されている値と一致するか否かで大当たりを判
定する。一致しない場合はハズレと判定する。このとき、遊技状態が通常遊技状態である
場合、大当たり乱数は「７」又は「８」のいずれかであり、遊技状態が確変遊技状態であ
る場合、大当たり乱数は「７」～「２６」のいずれかである。
【０２２５】
　続くＳ３３０２では、大当たりであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ３３０１の判
定結果に基づき、大当たりであるか否かを判断するものである。ここで大当たりであると
判断された場合（Ｓ３３０２：ＹＥＳ）、Ｓ３３０３へ移行する。一方、大当たりでない
と判断された場合（Ｓ３３０２：ＮＯ）、すなわちハズレである場合には、Ｓ３３０５に
てハズレ図柄（停止図柄データ「００」）をセットし、大当たり判定処理を終了する。
【０２２６】
　Ｓ３３０３では、大当たりの種類を決定する。この処理は、メインＲＡＭ３０１ｃに記
憶されている大当たりにおける図柄判定テーブル（図５（Ａ）参照）を用い、大当たりの
種類を決定するものである。ここでは、判定用記憶領域に記憶されている大当たり用図柄
乱数に基づき、１５Ｒ大当たりか８Ｒ大当たりかを決定する。第１特別図柄の場合には、
図５（Ａ）の上段に示した値を用い、第２特別図柄の場合には、図５（Ａ）の下段に示し
た値を用いる。これにより、図５（Ｂ）に示した大当たりの内訳を実現することが可能と
なる。
【０２２７】
　Ｓ３３０４では、大当たり図柄をセットする。この処理は、Ｓ３３０３の処理で決定し
た大当たりの種類に応じた大当たり図柄（停止図柄データ）をメインＲＡＭ３０１ｃにセ
ットするものである。これにより、上述したＳ３２１３の処理の際、ここでセットされた
大当たり図柄が第１特別図柄表示器２０１又は第２特別図柄表示器２０２に停止図柄とし
て停止表示されて、大当たり遊技が実行されることになる。Ｓ３３０４の処理終了後、大
当たり判定処理を終了する。
【０２２８】
　［変動パターン選択処理］
　図３４は、図３２のＳ３２０７における変動パターン選択処理の詳細を示すフローチャ
ートである。
【０２２９】
　最初のＳ３４０１では、大当たりか否かを判断する。この処理は、図３３のＳ３３０１
における大当たり判定に基づくものである。ここで大当たりであると判断された場合（Ｓ
３４０１：ＹＥＳ）、Ｓ３４０２へ移行する。一方、大当たりでないと判断された場合（
Ｓ３４０１：ＮＯ）、すなわちハズレである場合には、Ｓ３４０５へ移行する。
【０２３０】
　Ｓ３４０２では、確変大当たりであるか否かを判断する。この処理は、図３３のＳ３３
０３にて決定される大当たりの種類（停止図柄データ）に基づくものである。ここで確変
大当たりであると判断された場合（Ｓ３４０２：ＹＥＳ）、Ｓ３４０３にて確変大当たり
用の変動パターンテーブルをセットし、その後、Ｓ３４０９へ移行する。一方、確変大当
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たりでないと判断された場合（Ｓ３４０２：ＮＯ）、すなわち通常大当たりである場合に
は、Ｓ３４０４にて通常大当たり用の変動パターンテーブルをセットし、その後、Ｓ３４
０９へ移行する。
【０２３１】
　大当たりでないと判定された場合に移行するＳ３４０５では、遊技状態及び保留数を判
定する。この処理は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている時短遊技フラグに基づいて
、現在の遊技状態が時短遊技状態であるか非時短遊技状態であるかを判定するものである
。また、現在の特別図柄判定の保留数を判定するものである。これにより対応する変動パ
ターンテーブルが絞り込まれる。
【０２３２】
　Ｓ３４０６では、リーチであるか否かを判断する。この処理は、ハズレである場合、遊
技者に対して大当たりを期待させるためのリーチ演出を行うか否かを判断するものである
。具体的には、判定用記憶領域に記憶されているリーチ乱数が、変動パターンテーブルに
記述されている値と一致するか否かを判定する。ここでリーチであると判断された場合（
Ｓ３４０６：ＹＥＳ）、Ｓ３４０７へ移行する。一方、リーチでないと判断された場合（
Ｓ３４０６：ＮＯ）、Ｓ３４０８へ移行する。
【０２３３】
　Ｓ３４０７では、リーチ用の変動パターンテーブルをセットする。この処理は、Ｓ３４
０５で判定された遊技状態及び保留球数に基づいて、リーチ用の変動パターンテーブルを
メインＲＯＭ３０１ｂから読み出し、メインＲＡＭ３０１ｃにセットするものである。そ
の後、Ｓ３４０９へ移行する。
【０２３４】
　Ｓ３４０８では、リーチなしの変動パターンテーブルをセットする。この処理は、Ｓ３
４０５で判定された遊技状態及び保留球数に基づいて、リーチなしの変動パターンテーブ
ルをメインＲＯＭ３０１ｂから読み出し、メインＲＡＭ３０１ｃにセットするものである
。その後、Ｓ３４０９へ移行する。
【０２３５】
　Ｓ３４０９では、変動パターン乱数判定処理を行う。この処理は、Ｓ３４０３、Ｓ３４
０４、Ｓ３４０７、又は、Ｓ３４０８の処理でセットされた変動パターンテーブルを用い
て変動パターン乱数の判定を行うものである。具体的には、メインＲＡＭ３０１ｃにセッ
トされた変動パターンテーブルを参照して、判定用記憶領域に記憶されている変動パター
ン乱数に対応する変動パターンを選択する。このＳ３４０９の処理が行われることにより
、特別図柄の変動パターン（変動時間）が決定されることとなる。
【０２３６】
　Ｓ３４１０では、変動パターンをセットする。この処理は、Ｓ３４０９にて選択した変
動パターンを示す変動パターンデータをメインＲＡＭ３０１ｃにセットするものである。
変動パターンデータは、大当たり判定処理によって設定された図柄（停止図柄データ）と
共に、図３２中のＳ３２０８の処理でセットされる変動開始コマンドに含まれ、Ｓ２７０
８の送信処理によって演出制御基板３２０に送信される。
【０２３７】
　［停止中処理］
　図３５は、図３２中のＳ３２１５における停止中処理の詳細を示すフローチャートであ
る。
【０２３８】
　最初のＳ３５０１では、大当たりか否かを判断する。この処理は、図３３のＳ３３０１
の判定結果に基づいて、大当たりであるか否かを判断するものである。ここで大当たりで
あると判断された場合（Ｓ３５０１：ＹＥＳ）、Ｓ３５０２にて大当たり遊技フラグを「
ＯＮ」に設定し、その後、Ｓ３５０３へ移行する。一方、大当たりでないと判断された場
合（Ｓ３５０１：ＮＯ）、Ｓ３５０６へ移行する。
【０２３９】
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　Ｓ３５０３では、時短遊技フラグが「ＯＮ」であるか否かを判断する。この処理は、メ
インＲＡＭ３０１ｃに記憶されている時短遊技フラグが「ＯＮ」に設定されているか否か
を判断するものである。時短遊技フラグは、遊技機１の遊技状態が時短遊技状態であるか
否かを示すフラグであり、通常遊技状態から時短遊技状態に移行する際に「ＯＮ」に設定
され、時短遊技状態から通常遊技状態に戻される際に「ＯＦＦ」に設定される。ここで時
短遊技フラグが「ＯＮ」に設定されていると判断された場合（Ｓ３５０３：ＹＥＳ）、Ｓ
３５０４にて時短遊技フラグを「ＯＦＦ」に設定し、その後、Ｓ３５０５へ移行する。一
方、時短遊技フラグが「ＯＮ」に設定されていないと判断された場合（Ｓ３５０３：ＮＯ
）、すなわち時短遊技フラグが「ＯＦＦ」に設定されている場合には、Ｓ３５０４の処理
を実行せず、Ｓ３５０５へ移行する。
【０２４０】
　Ｓ３５０５では、メインＲＡＭ３０１ｃに、オープニングコマンドをセットする。オー
プニングとは、大当たり遊技が開始されてから最初に大入賞装置１２７が開放され始める
までの期間をいう。オープニングコマンドは、これらのオープニングが開始されることを
通知するためのコマンドであり、Ｓ２７０８の送信処理によって演出制御基板３２０に送
信される。
【０２４１】
　Ｓ３５０５から移行する、又は、Ｓ３５０１にて大当たりでないと判定された場合に移
行するＳ３５０６では、確変遊技フラグが「ＯＮ」であるか否かを判断する。確変遊技フ
ラグは、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されるものであり、確変遊技状態となっている場合
に「ＯＮ」とされ、通常遊技状態となっている場合に「ＯＦＦ」とされる。ここで確変遊
技フラグが「ＯＮ」となっていると判断された場合（Ｓ３５０６：ＹＥＳ）、以降の処理
を実行せず、停止中処理を終了する。一方、確変遊技フラグが「ＯＦＦ」となっていると
判定された場合（Ｓ３５０６：ＮＯ）、Ｓ３５０７へ移行する。
【０２４２】
　Ｓ３５０７では、時短遊技フラグが「ＯＮ」であるか否かを判断する。時短遊技フラグ
は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されるものであり、時短遊技状態となっている場合に「
ＯＮ」とされ、非時短遊技状態となっている場合に「ＯＦＦ」とされる。ここで時短遊技
フラグが「ＯＮ」となっていると判断された場合（Ｓ３５０７：ＹＥＳ）、Ｓ３５０８へ
移行する。一方、時短遊技フラグが「ＯＦＦ」となっていると判定された場合（Ｓ３５０
７：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、停止中処理を終了する。
【０２４３】
　Ｓ３５０８では、時短変動回数Ｗから「１」を減じ、時短変動回数Ｗを更新する。時短
変動回数Ｗは、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶される。
　Ｓ３５０９では、時短変動回数Ｗが「０」であるか否かを判定する。ここでＷ＝０であ
ると判定された場合（Ｓ３５０９：ＹＥＳ）、Ｓ３５１０にて時短遊技フラグを「ＯＦＦ
」とし、その後、停止中処理を終了する。一方、Ｗ≠０である場合（Ｓ３５０９：ＮＯ）
、Ｓ３５１０の処理を実行せず、停止中処理を終了する。
【０２４４】
　［普通図柄処理］
　図３６は、図２７のＳ２７０４における普通図柄処理の詳細を示すフローチャートであ
る。
【０２４５】
　最初のＳ３６０１では、補助遊技フラグが「ＯＮ」であるか否かを判断する。この処理
は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている補助遊技フラグが「ＯＮ」に設定されている
か否かを判定するものである。補助遊技フラグは、電動チューリップ１２５が規定時間だ
け開姿勢を維持した後に閉姿勢に戻る動作を規定回数行う補助遊技中であるか否かを示す
フラグであり、補助遊技中は「ＯＮ」に設定され、補助遊技中でないときは「ＯＦＦ」に
設定される。ここで補助遊技フラグが「ＯＮ」に設定されていると判断された場合（Ｓ３
６０１：ＹＥＳ）、以降の処理を実行せず、普通図柄処理を終了する。この場合、Ｓ１０
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０５の電動チューリップ処理へ移ることになる。一方、補助遊技フラグが「ＯＮ」でない
と判断された場合（Ｓ３６０１：ＮＯ）、すなわち補助遊技フラグが「ＯＦＦ」に設定さ
れている場合には、Ｓ３６０２へ移行する。
【０２４６】
　Ｓ３６０２では、普通図柄が変動中であるか否かを判断する。この処理は、普通図柄表
示器２０５における変動表示が行われているか否かを判断するものである。ここで普通図
柄が変動中でないと判断された場合（Ｓ３６０２：ＮＯ）、Ｓ３６０３へ移行する。一方
、普通図柄が変動中であると判断された場合（Ｓ３６０２：ＹＥＳ）、Ｓ３６１４へ移行
する。
【０２４７】
　普通図柄が変動中でない場合に移行するＳ３６０３では、普通図柄判定の保留数Ｔが「
１」以上であるか否かを判定する。ここで保留数Ｔが「１」以上であると判定された場合
（Ｓ３６０３：ＹＥＳ）、Ｓ３６０４へ移行する。一方、保留数Ｔが「１」以上でないと
判定された場合（Ｓ３６０３：ＮＯ）、すなわち保留数Ｔが「０」である場合には、以降
の処理を実行せず、普通図柄処理を終了する。
【０２４８】
　Ｓ３６０４では、保留数Ｔを「１」減算した値に更新する。そして、Ｓ３６０５にて、
当たり乱数判定処理を行う。この処理は、図３１のＳ３１０４にてメインＲＡＭ３０１ｃ
に記憶された普通図柄乱数の中で最も古い普通図柄乱数が、予めメインＲＯＭ３０１ｂに
記憶されている普通図柄判定に係る当選値のいずれかと一致するか否かを判定するもので
ある。
【０２４９】
　Ｓ３６０６では、当たりであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ３６０５の判定結果
に基づいて、普通図柄判定の判定結果が当たりであるか否かを判断するものである。ここ
で当たりであると判断された場合（Ｓ３６０６：ＹＥＳ）、Ｓ３６０７にて当たり図柄を
メインＲＡＭ３０１ｃにセットし、その後、Ｓ３６０９へ移行する。一方、当たりでない
と判定された場合（Ｓ３６０６：ＮＯ）、すなわちハズレである場合には、Ｓ３６０８に
てハズレ図柄をメインＲＡＭ３０１ｃにセットし、その後、Ｓ３６０９へ移行する。
【０２５０】
　Ｓ３６０９では、非時短遊技状態であるか否かを判断する。この処理は、時短遊技フラ
グが「ＯＮ」に設定されているか否かに基づいて、遊技機１の現在の遊技状態が非時短遊
技状態であるか否かを判定するものである。ここで非時短遊技状態であると判定された場
合（Ｓ３６０９：ＹＥＳ）、Ｓ３６１０にて普通図柄変動時間を１２秒にセットし、その
後、Ｓ３６１２へ移行する。一方、非時短遊技状態でないと判定された場合（Ｓ３６０９
：ＮＯ）、すなわち時短遊技状態である場合には、普通図柄変動時間を３秒にセットし、
その後、Ｓ３６１２へ移行する。普通図柄変動時間は、普通図柄表示器２０５に普通図柄
を変動表示させる時間である。ここでセットされた普通図柄変動時間は、メインＲＡＭ３
０１ｃに一時的に記憶される。
【０２５１】
　Ｓ３６１２では、普通図柄表示器２０５による普通図柄の変動を開始する。そして、Ｓ
３６１３では、その変動表示開始からの経過時間の計測を開始する。
　一方、普通図柄が変動中である場合に移行するＳ３６１４では、普通図柄の変動を終了
させるか否かを判断する。具体的には、Ｓ３６１３の処理によって計測を開始した経過時
間が、Ｓ３６１０又はＳ３６１１でセットした普通図柄変動時間に達したか否かに基づい
て、普通図柄の変動表示を終了させるか否かを判断する。ここで普通図柄の変動を終了さ
せると判断された場合（Ｓ３６１４：ＹＥＳ）、Ｓ３６１５にて普通図柄表示器２０５に
おける普通図柄の変動表示を終了させ当たり図柄又はハズレ図柄を停止表示させて、その
後、Ｓ３６１６へ移行する。一方、普通図柄の変動を終了させないと判断された場合（Ｓ
３６１４：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、普通図柄処理を終了する。
【０２５２】
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　Ｓ３６１６では、経過時間をリセットする。この処理は、Ｓ３６１３の処理で計測を開
始した経過時間をリセットするものである。
　Ｓ３６１７では、Ｓ３６０６と同様、普通図柄判定の判定結果が当たりであるか否かを
判断する。ここで当たりであると判断された場合（Ｓ３６１７：ＹＥＳ）、Ｓ３６１８に
補助遊技フラグを「ＯＮ」に設定し、その後、普通図柄処理を終了する。一方、当たりで
ないと判断された場合（Ｓ３６１７：ＮＯ）、Ｓ３６１８の処理を実行せず、普通図柄処
理を終了する。
【０２５３】
　［電動チューリップ処理］
　図３７は、図２７のＳ２７０５における電動チューリップ処理の詳細を示すフローチャ
ートである。
【０２５４】
　最初のＳ３７０１では、補助遊技フラグが「ＯＮ」になっているか否かを判断する。こ
こで補助遊技フラグが「ＯＮ」になっていると判断された場合（Ｓ３７０１：ＹＥＳ）、
Ｓ３７０２へ移行する。一方、補助遊技フラグが「ＯＮ」になっていないと判断された場
合（Ｓ３７０１：ＮＯ）、すなわち補助遊技フラグが「ＯＦＦ」になっている場合には、
以降の処理を実行せず、電動チューリップ処理を終了する。
【０２５５】
　Ｓ３７０２では、電動チューリップが動作中であるか否かを判断する。ここで電動チュ
ーリップが動作中であると判断された場合（Ｓ３７０２：ＹＥＳ）、Ｓ３７０７へ移行す
る。一方、電動チューリップが動作中でないと判断された場合（Ｓ３７０２：ＮＯ）、Ｓ
３７０３へ移行する。
【０２５６】
　Ｓ３７０３では、非時短遊技状態であるか否かを判断する。この処理は、図３６のＳ３
６０９と同様のものである。ここで非時短遊技状態であると判断された場合（Ｓ３７０３
：ＹＥＳ）、Ｓ３７０４にて動作パターンをセットし、その後、Ｓ３７０６へ移行する。
Ｓ３７０４では、電動チューリップ１２５の動作パターンとして、第２始動装置１２４を
０．１秒間開放する動作を２回行う動作パターンをメインＲＡＭ３０１ｃにセットする。
これにより、合計０．２秒間の開放が実現される。一方、非時短遊技状態でないと判定さ
れた場合（Ｓ３７０３：ＮＯ）、すなわち時短遊技状態である場合には、Ｓ３７０５にて
動作パターンをセットし、その後、Ｓ３７０６へ移行する。Ｓ３７０５では、電動チュー
リップ１２５の動作パターンとして、第２始動装置１２４を０．５秒間開放する動作を７
回行う動作パターンをメインＲＡＭ３０１ｃにセットする。これにより、合計３．５秒間
の開放が実現される。
【０２５７】
　Ｓ３７０６では、電動チューリップ１２５の動作を開始する。この処理は、Ｓ３７０４
又はＳ３７０５でセットした動作パターンで、電動チューリップ１２５の動作を開始させ
るものである。
【０２５８】
　Ｓ３７０７では、動作が完了したか否かを判断する。ここで電動チューリップ１２５の
動作が完了したと判断された場合（Ｓ３７０７：ＹＥＳ）、Ｓ３７０８にて補助遊技フラ
グを「ＯＦＦ」に設定し、その後、電動チューリップ処理を終了する。これにより、補助
遊技が終了する。一方、電動チューリップ１２５の動作が完了していないと判断された場
合（Ｓ３７０７：ＮＯ）、Ｓ３７０８の処理を実行せず、電動チューリップ処理を終了す
る。
【０２５９】
　［大入賞装置開放制御処理］
　図３８は、図２７のステップＳ２７０６における大入賞装置開放制御処理の詳細を示す
フローチャートである。
【０２６０】
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　最初のＳ３８０１では、大当たり遊技フラグが「ＯＮ」に設定されているか否かを判断
する。ここで大当たり遊技フラグが「ＯＮ」に設定されていると判断された場合（Ｓ３８
０１：ＹＥＳ）、Ｓ３８０２へ移行する。一方、大当たり遊技フラグが「ＯＮ」に設定さ
れていないと判断された場合（Ｓ３８０１：ＮＯ）、すなわち大当たり遊技フラグが「Ｏ
ＦＦ」に設定されている場合には、以降の処理を実行せず、大入賞装置開放制御処理を終
了する。
【０２６１】
　Ｓ３８０２では、オープニング中であるか否かを判断する。例えばＳ３５０５の処理に
よって大当たり遊技に係るオープニングコマンドをセットしてからの経過時間が所定のオ
ープニング時間に達したか否かに基づいて、大当たり遊技のオープニング中であるか否か
を判断するという具合である。ここでオープニング中であると判断された場合（Ｓ３８０
２：ＹＥＳ）、Ｓ３８０３へ移行する。一方、オープニング中でないと判断された場合（
Ｓ３８０２：ＮＯ）、Ｓ３８１１へ移行する。
【０２６２】
　Ｓ３８０３では、オープニング時間が経過したか否かを判断する。ここでオープニング
時間が経過したと判断された場合（Ｓ３８０３：ＹＥＳ）、Ｓ３８０４へ移行する。一方
、オープニング時間が経過していないと判断された場合（Ｓ３８０３：ＮＯ）、以降の処
理を実行せず、大入賞装置開放制御処理を終了する。
【０２６３】
　Ｓ３８０４では、動作パターンを設定する。この処理は、ラウンド上限数Ｒｍａｘ（「
１５」又は「８」）や動作パターンを決定してメインＲＡＭ３０１ｃに格納するものであ
る。Ｓ３８０４の処理によって、ラウンドと次のラウンドとの間のインターバル時間、最
終ラウンド終了後のエンディング時間等の大当たり遊技に関する各種時間も併せて設定さ
れる。
【０２６４】
　Ｓ３８０５では、大入賞装置１２７への遊技球の入賞数Ｙを「０」としてリセットする
。続くＳ３８０６では、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶される大当たり中のラウンド数Ｒを
「１」加算した値に更新する。ラウンド数Ｒは、大当たり開始前は「０」に設定されてお
り、Ｓ３８０６の処理が実行される毎に「１」加算される。
【０２６５】
　Ｓ３８０７では、大入賞装置の開放制御を開始する。続くＳ３８０８では、Ｓ３８０７
の開放制御が開始されてからの経過時間である開放時間の計測を開始する。次のＳ３８０
９では、ラウンド開始コマンドをセットする。この処理は、ラウンド遊技が開始されたこ
とを通知するラウンド開始コマンドをメインＲＡＭ３０１ｃにセットするものである。Ｓ
３８０９の処理終了後、Ｓ３８１６へ移行する。
【０２６６】
　オープニング中でないと判定された場合に移行するＳ３８１１では、エンディング中で
あるか否かを判断する。この処理は、例えばメインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている現在
の状態が大当たり遊技におけるどの時点であるかを示す情報に基づいて、最終ラウンド終
了直後のエンディング中であるか否かを判断するものである。ここでエンディング中であ
ると判断された場合（Ｓ３８１１：ＹＥＳ）、Ｓ３８２４へ移行する。一方、エンディン
グ中でないと判断された場合（Ｓ３８１１：ＮＯ）、Ｓ３８１２へ移行する。
【０２６７】
　Ｓ３８１２では、インターバル中であるか否かを判断する。この処理は、例えばメイン
ＲＡＭ３０１ｃに記憶されている現在の状態が大当たり遊技におけるどの時点であるかを
示す情報に基づいて、インターバル中（ラウンドと次のラウンドとの間）であるか否かを
判断するものである。ここでインターバル中であると判断された場合（Ｓ３８１２：ＹＥ
Ｓ）、Ｓ３８１３へ移行する。一方、インターバル中でないと判断した場合（Ｓ３８１２
：ＮＯ）、Ｓ３８１４へ移行する。
【０２６８】
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　Ｓ３８１３では、インターバル時間が経過したか否かを判断する。この処理は、前回の
ラウンド終了時に大入賞装置１２７が閉塞してから、Ｓ３８０４の処理によって設定され
たインターバル時間が経過したか否かを判断するものである。ここでインターバル時間が
経過したと判断された場合（Ｓ３８１３：ＹＥＳ）、次のラウンドを開始するタイミング
になっているため、Ｓ３８０４へ移行する。一方、インターバル時間が経過していないと
判断された場合（Ｓ３８１３：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、大入賞装置開放制御処理
を終了する。
【０２６９】
　Ｓ３８１４では、大入賞装置検出スイッチ３０６が「ＯＮ」になったか否かを判断する
。大入賞装置検出スイッチ３０６は、大入賞装置への遊技球の入賞を検出するスイッチで
ある。この処理は、ラウンド中に大入賞装置検出スイッチ３０６からの検知信号の入力の
有無に基づいて、大入賞装置検出スイッチ３０６が「ＯＮ」になったか否かを判断するも
のである。ここで大入賞装置検出スイッチ３０６が「ＯＮ」になったと判断された場合（
Ｓ３８１４：ＹＥＳ）、大入賞装置１２７に１個の遊技球が入賞したと判断して、Ｓ３８
１５にて遊技球の入賞数Ｙを「１」加算した値に更新し、その後、Ｓ３８１６へ移行する
。一方、大入賞装置検出スイッチ３０６が「ＯＮ」になっていないと判断された場合（Ｓ
３８１４：ＮＯ）、Ｓ３８１５の処理を実行せず、Ｓ３８１６へ移行する。
【０２７０】
　Ｓ３８１６では、規定開放時間が経過したか否かを判断する。この処理は、大入賞装置
１２７の開放開始から規定開放時間が経過したか否かを判断するものである。具体的には
、Ｓ３８０８の処理によって計測が開始された開放時間が、予めメインＲＯＭ３０１ｂに
記憶されている規定開放時間（本実施形態では２９秒）に達したか否かを判断する。ここ
で規定開放時間が経過したと判断された場合（Ｓ３８１６：ＹＥＳ）、Ｓ３８１７の処理
を実行せず、Ｓ３８１８へ移行する。一方、規定開放時間が経過していないと判断された
場合（Ｓ３８１６：ＮＯ）、Ｓ３８１７へ移行する。
【０２７１】
　Ｓ３８１７では、入賞数Ｙが入賞上限数Ｙｍａｘとなったか否かを判断する。この処理
は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶されている今回のラウンドにおける遊技球の入賞数Ｙが
、予めメインＲＯＭ３０１ｂに記憶されている大入賞装置１２７の閉塞タイミングを規定
する入賞上限数Ｙｍａｘ（例えば「９」）と一致するか否かを判断するものである。ここ
でＹ＝Ｙｍａｘであると判断された場合（Ｓ３８１７：ＹＥＳ）、Ｓ３８１８へ移行する
。一方、Ｙ≠Ｙｍａｘであると判断された場合（Ｓ３８１７：ＮＯ）、以降の処理を実行
せず、大入賞装置開放制御処理を終了する。
【０２７２】
　Ｓ３８１８では、大入賞装置１２７の開放制御を終了する。これにより、大入賞装置１
２７が閉塞される。
　Ｓ３８１９では、ラウンド数Ｒがラウンド上限数Ｒｍａｘとなったか否かを判断する。
ここでＲ＝Ｒｍａｘであると判断された場合（Ｓ３８１９：ＹＥＳ）、Ｓ３８２１へ移行
する。一方、Ｒ≠Ｒｍａｘであると判断された場合（Ｓ３８１９：ＮＯ）、Ｓ３８２０に
てインターバル時間の計測を開始し、その後、大入賞装置開放制御処理を終了する。Ｓ３
８２０の処理は、次のラウンドの開始タイミングを制御するために、大入賞装置１２７が
閉塞されてからの経過時間であるインターバル時間の計測を開始するものである。このイ
ンターバル時間は、Ｓ３８１３の処理に使用される。
【０２７３】
　Ｓ３８２１では、エンディング時間の計測を開始する。そして、Ｓ３８２２では、ラウ
ンド数Ｒを「０」としてリセットする。さらに、Ｓ３８２３では、エンディングコマンド
をメインＲＡＭ３０１ｃにセットする。このエンディングコマンドは、大入賞装置１２７
の最後の開放が終了したことを通知するコマンドであり、ステップＳ２７０８の送信処理
によって演出制御基板３２０に送信される。
【０２７４】
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　Ｓ３８２４では、エンディング時間が経過したか否かを判断する。この処理は、Ｓ３８
２１の処理によって計測を開始したエンディング時間が、Ｓ３８０４の処理によって設定
された設定エンディング時間に達したか否かを判断するものである。ここでエンディング
時間が経過したと判断された場合（Ｓ３８２４：ＹＥＳ）、Ｓ３８２５へ移行する。一方
、エンディング時間が経過していないと判断された場合（Ｓ３８２４：ＮＯ）、以降の処
理を実行せず、大入賞装置開放制御処理を終了する。
【０２７５】
　Ｓ３８２５では、遊技状態設定処理を実行する。遊技状態設定処理は、大当たり遊技終
了後の遊技機１の遊技状態を設定するものである。遊技状態設定処理の詳細については後
述する。
【０２７６】
　Ｓ３８２６では大当たり遊技フラグを「ＯＦＦ」し、その後、大入賞装置開放制御処理
を終了する。大当たり遊技フラグを「ＯＦＦ」にすることで、大当たり遊技が終了するこ
とになる。
【０２７７】
　［遊技状態設定処理］
　図３９は、図３８のＳ３８２５における遊技状態設定処理の詳細を示すフローチャート
である。
【０２７８】
　最初のＳ３９０１では、大当たり図柄（停止図柄データ）に基づいて確変の有無を判定
する。この処理は、図３３のＳ３３０４にてセットされる大当たり図柄に基づくものであ
る。
【０２７９】
　Ｓ３９０２では、Ｓ３９０１の判定結果に基づき、確変大当たりであるか否かを判断す
る。ここで確変大当たりであると判断された場合（Ｓ３９０２：ＹＥＳ）、Ｓ３９０３へ
移行する。一方、確変大当たりでないと判断された場合（Ｓ３９０２：ＮＯ）、すなわち
通常大当たりである場合には、Ｓ３９０５へ移行する。
【０２８０】
　Ｓ３９０３では、確変遊技フラグを「ＯＮ」にする。確変遊技フラグは、メインＲＡＭ
３０１ｃに記憶されるものであり、確変遊技状態となっている場合に「ＯＮ」とされ、通
常遊技状態となっている場合に「ＯＦＦ」とされる。
【０２８１】
　Ｓ３９０４では、時短遊技フラグを「ＯＮ」にする。時短遊技フラグは、メインＲＡＭ
３０１ｃに記憶されるものであり、時短遊技状態となっている場合に「ＯＮ」とされ、非
時短遊技状態となっている場合に「ＯＦＦ」とされる。Ｓ３９０４の処理終了後、遊技状
態設定処理を終了する。
【０２８２】
　確変大当たりでないと判定された場合に移行するＳ３９０５では、確変遊技フラグを「
ＯＦＦ」にする。
　Ｓ３９０６では、時短遊技フラグを「ＯＮ」とし、Ｓ３９０７で、時短変動回数Ｗに「
１００」をセットする。これにより、低確率状態における遊技球の減少を抑えた遊技（い
わゆる時短遊技）が１００回付与される。Ｓ３９０７の処理終了後、遊技状態設定処理を
終了する。
【０２８３】
　［演出制御基板３２０のタイマ割込処理］
　図４０を用いて、演出制御基板３２０のタイマ割込み処理の内容について説明する。図
４０は、演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３２０ａによって行われるタイマ割込み処理を
示すフローチャートである。なお、本処理は、演出制御基板３２０に設けられた図示しな
いリセット用クロックパルス発生回路によって、演出制御基板３２０の電源投入時や電源
断時等の特殊な場合を除く通常の動作時において、所定の周期（例えば２ｍｓ）毎に繰り
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返し実行される。また、図４０のフローチャートに基づいて説明する演出制御基板３２０
で行われる処理は、サブＲＯＭ３２０ｂに記憶されているプログラムに基づいて実行され
る。さらにまた、本発明に関係しない処理について適宜省略して示す。
【０２８４】
　電源投入を契機にして、サブＣＰＵ３２０ａは起動プログラムを実行し、これによって
、メモリ（例えば、サブＲＡＭ３２０ｃ）等の各ユニットの初期化等を行う。初期化が行
われた後、サブＲＯＭ３２０ｂに記憶されたプログラムがサブＲＡＭ３２０ｃに読み込ま
れ、サブＣＰＵ３２０ａによって当該プログラムが実行される。
【０２８５】
　最初のＳ４００１では、演出用乱数を更新する。この処理は、演出に用いる各種乱数を
更新するものである。具体的には、各種乱数に「１」を加算して更新し、所定の値まで到
達すると「０」にリセットする。本実施形態では、この演出用乱数に「保留乱数」が含ま
れる。「保留乱数」は、保留オブジェクトを決定する乱数であり、「０～９９」の整数値
をとるものとすることが例示される。
【０２８６】
　Ｓ４００２では、コマンド処理を実行する。この処理は、各種コマンドに基づく演出を
行うためのものである。ここで処理されるコマンドは、主制御基板３００から送信される
変動開始コマンド、図柄確定コマンド、オープニングコマンド、ラウンド開始コマンド、
及び、エンディングコマンドである。コマンド処理に詳細については、後述する。
【０２８７】
　Ｓ４００３では、保留関連処理を実行する。この処理は、保留コマンド等に基づく演出
表示を行うためのものである。ここで処理されるコマンドは、主制御基板３００から送信
される保留コマンド、及び、復旧コマンドである。保留関連処理の詳細については後述す
る。
【０２８８】
　Ｓ４００４では、稼働状態判定処理を行う。この処理は、この処理は、主制御基板３０
０から送信されたコマンドを受信し、受信したコマンドに基づき、遊技機１の稼働状態を
判定するものである。稼働状態判定処理については、後述する。
【０２８９】
　Ｓ４００５では、送信処理を行う。この処理は、Ｓ４００４までの処理でセットされた
コマンドを画像制御基板３３０及びランプ制御基板３４０へ送信するものである。
　［コマンド処理］
　図４１は、図４０のＳ４００２で実行されるコマンド処理の詳細を示すフローチャート
である。
【０２９０】
　最初のＳ４１０１では、コマンドを受信したか否かを判断する。主制御基板３００から
送信されたコマンドは、演出制御基板３２０のバッファ領域に記憶される。この処理は、
当該バッファ領域にコマンドが記憶されているか否かを判断するものである。ここでコマ
ンドを受信したと判断された場合（Ｓ４１０１：ＹＥＳ）、Ｓ４１０２へ移行する。一方
、コマンドを受信していないと判断された場合（Ｓ４１０１：ＮＯ）、以降の処理を実行
せず、コマンド処理を終了する。
【０２９１】
　Ｓ４１０２では、変動開始コマンドであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ４１０１
で受信したと判断されたコマンドが変動開始コマンドであるか否かを判断するものである
。変動開始コマンドは、図３２のＳ３２０８でセットされる。ここで変動開始コマンドで
あると判断された場合（Ｓ４１０２：ＹＥＳ）、Ｓ４１０３にてリトライ処理を開始する
。リトライ処理については後述する。リトライ処理を開始すると、続いてＳ４１０４にて
変動処理を実行する。Ｓ４１０４の変動処理とは、液晶表示装置１２１に装飾図柄の変動
表示を行わせる処理である。変動処理の後、コマンド処理を終了する。一方、変動開始コ
マンドでないと判断された場合（Ｓ４１０２：ＮＯ）、Ｓ４１０５へ移行する。
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【０２９２】
　Ｓ４１０５では、図柄確定コマンドであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ４１０１
で受信したと判断されたコマンドが図柄確定コマンドであるか否かを判断するものである
。図柄確定コマンドは、図３２のＳ３２１２でセットされる。ここで図柄確定コマンドで
あると判断された場合（Ｓ４１０５：ＹＥＳ）、Ｓ４１０６へ移行する。一方、図柄確定
コマンドでないと判断された場合（Ｓ４１０５：ＮＯ）、Ｓ４１０７へ移行する。
【０２９３】
　Ｓ４１０６では、図柄確定処理を実行する。図柄確定コマンドは、第１特別図柄表示器
２０１又は第２特別図柄表示器２０２に特別図柄判定の判定結果を示す停止図柄が停止表
示されることを通知するコマンドである。したがって、図柄確定処理では、液晶表示装置
１２１に変動表示されていた装飾図柄を特別図柄判定の判定結果を示す態様で停止表示さ
せる処理等を行う。Ｓ４１０６の処理終了後、コマンド処理を終了する。
【０２９４】
　Ｓ４１０７では、オープニングコマンドであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ４１
０１で受信したと判断されたコマンドがオープニングコマンドであるか否かを判断するも
のである。ここでオープニングコマンドであると判断された場合（Ｓ４１０７：ＹＥＳ）
、Ｓ４１０８へ移行する。一方、オープニングコマンドでないと判断された場合（Ｓ４１
０７：ＮＯ）、Ｓ４１１０へ移行する。
【０２９５】
　Ｓ４１０８では、リトライ処理を開始し、リトライ処理開始後にＳ４１０９に移行する
。リトライ処理については後述する。
　続くＳ４１０９では、オープニング処理を実行する。オープニングとは、大当たり遊技
が開始されてから最初に大入賞装置１２７が開放され始めるまでの期間をいう。オープニ
ングコマンドは、このオープニングが開始されることを通知するためのコマンドであり、
図３５のＳ３５０５でセットされる。オープニング処理は、サブＲＯＭ３２０ｂに予め記
憶されている映像（例えばアニメーションの映像）を読み出し、画像制御基板３３０へコ
マンドとともに送信することで、液晶表示装置１２１に、当該映像を表示するような処理
であることが例示される。また、サブＲＯＭ３２０ｂに予め記憶されている音声データ（
例えば「おめでとう」）を読み出し、画像制御基板３３０へコマンドとともに送信するこ
とで、音声出力装置３３１を介したスピーカ１０４からの音声出力を行う処理であること
が例示される。さらにまた、ランプ制御基板３４０へコマンドとともに制御データを送信
することで、演出用駆動装置３４１を介した役物の駆動を行ったり、演出用照明装置３４
２を介した枠ランプ１０３や盤ランプ１２２の点灯を行ったりする処理であることが例示
される。Ｓ４１０９の処理終了後、コマンド処理を終了する。
【０２９６】
　Ｓ４１１０では、ラウンド開始コマンドであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ４１
０１で受信したと判断されたコマンドがラウンド開始コマンドであるか否かを判断するも
のである。ここでラウンド開始コマンドであると判断された場合（Ｓ４１１０：ＹＥＳ）
、Ｓ４１１１へ移行する。一方、ラウンド開始コマンドでないと判断された場合（Ｓ４１
１０：ＮＯ）、Ｓ４１１２へ移行する。
【０２９７】
　Ｓ４１１１では、ラウンド処理を実行する。ラウンド開始コマンドは、ラウンド遊技が
開始されたことを通知するコマンドであり、図３８のＳ３８０９でセットされる。したが
って、ラウンド処理は、サブＲＯＭ３２０ｂに予め記憶されている映像（例えばアニメー
ション映像）を読み出し、画像制御基板３３０へコマンドとともに送信することで、液晶
表示装置１２１に、当該映像を表示するような処理であることが例示される。また、サブ
ＲＯＭ３２０ｂに予め記憶されている音楽データ（例えば、映像に対応する楽曲データ）
を読み出し、画像制御基板３３０へコマンドとともに送信することで、音声出力装置３３
１を介したスピーカ１０４からの楽曲の出力を行う処理であることが例示される。さらに
また、ランプ制御基板３４０へコマンドとともに制御データを送信することで、演出用駆
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動装置３４１を介した役物の駆動を行ったり、演出用照明装置３４２を介した枠ランプ１
０３や盤ランプ１２２の点灯を行ったりする処理であることが例示される。Ｓ４１１１の
処理終了後、コマンド処理を終了する。
【０２９８】
　Ｓ４１１２では、エンディングコマンドであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ４１
０１で受信したと判断されたコマンドがエンディングコマンドであるか否かを判断するも
のである。ここでエンディングコマンドであると判断された場合（Ｓ４１１２：ＹＥＳ）
、Ｓ４１１３へ移行する。一方、エンディングコマンドでないと判断された場合（Ｓ４１
１２：ＮＯ）、コマンド処理を終了する。
【０２９９】
　Ｓ４１１３では、リトライ処理を開始し、リトライ処理開始後、Ｓ４１１４に移行する
。リトライ処理については後述する。
　続くＳ４１１４では、エンディング処理を行う。エンディングコマンドは、大入賞装置
１２７の最後の開放が終了したことを通知するコマンドであり、図３８のＳ３８２３でセ
ットされる。したがって、エンディング処理は、サブＲＯＭ３２０ｂに予め記憶されてい
るメッセージ画像（例えばＲＵＳＨタイム突入やチャンスタイム突入）を読み出し、画像
制御基板３３０へコマンドとともに送信することで、液晶表示装置１２１に、当該メッセ
ージ画像を表示するような処理であることが例示される。また、サブＲＯＭ３２０ｂに予
め記憶されている音声データ（例えば「ＲＵＳＨタイム突入」や「チャンスタイム突入」
）を読み出し、画像制御基板３３０へコマンドとともに送信することで、音声出力装置３
３１を介したスピーカ１０４からの音声出力を行う処理であることが例示される。さらに
また、ランプ制御基板３４０へコマンドとともに制御データを送信することで、演出用駆
動装置３４１を介した役物の駆動を行ったり、演出用照明装置３４２を介した枠ランプ１
０３や盤ランプ１２２の点灯を行ったりする処理であることが例示される。Ｓ４１１４の
処理終了後、コマンド処理を終了する。
【０３００】
　［リトライ処理］
　図４２は、図４１のＳ４１０３、Ｓ４１０８、Ｓ４１１３、及び後述する図４５のＳ４
５１２にて実行されるリトライ処理の詳細を示すフローチャートである。
【０３０１】
　最初のＳ４２０１では、異常判定を行う。ここでは、原点検出センサ３４３の出力に基
づいて、各可動役物２１１～２１８が原点位置にあるか否かをチェックし、一つ以上の可
動役物が原点位置にない場合は異常と判定し、全ての可動役物が原点位置にある場合には
異常でないと判定する。その後、Ｓ４２０２へ移行する。
【０３０２】
　Ｓ４２０２では、Ｓ４２０１にて異常と判定されているか否かをチェックする。異常と
判定されていない、すなわち全ての可動役物が原点位置にあると判断された場合（Ｓ４２
０２：ＹＥＳ）、Ｓ４２０３へ移行する。Ｓ４２０３では、全ての可動役物の作動を許可
する。具体的にはメインＲＡＭ３０１ｃに記憶される役物可動フラグを「ＯＮ」とする。
その後、リトライ処理を終了する。一方、異常と判定されている、すなわち一つ以上の可
動役物が原点位置にないと判断された場合（Ｓ４２０２：ＮＯ）、Ｓ４２０４へ移行する
。
【０３０３】
　Ｓ４２０４では、Ｓ４２０１にて原点位置にないとチェックされた可動役物について、
復帰処理を行う。具体的には、該当する可動役物を進出位置方向へ所定量駆動させた後、
原点検出センサ３４３の出力値が原点位置である場合の出力値となるまで退避位置方向へ
駆動させる。その後、Ｓ４２０５へ移行する。
【０３０４】
　Ｓ４２０５では、異常判定を行う。ここではＳ４２０１と同様に、原点検出センサ３４
３の出力に基づいて、一つでも可動役物が原点位置に無い場合に異常と判定し、全ての可
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動役物が原点位置にある場合に異常でないと判定する。
【０３０５】
　Ｓ４２０６では、Ｓ４２０２と同様に、Ｓ４２０５にて異常と判定されているか否かを
チェックする。異常と判定されていない場合（Ｓ４２０６：ＹＥＳ）、Ｓ４２０３へ移行
する。一方、一つ以上の可動役物が原点位置にないと判断された場合（Ｓ４２０６：ＮＯ
）、Ｓ４２０７へ移行する。
【０３０６】
　Ｓ４２０７では、全ての可動役物の動作を停止する。具体的には、役物可動フラグを「
ＯＦＦ」とする。
　Ｓ４２０８では、ランプ制御基板３４０を制御して演出用駆動装置３４１を駆動するこ
とにより、上述した退避位置への移動が可能である可動役物、すなわち可動役物２１２～
２１８を退避位置へ移動させる。その際、演出用駆動装置３４１は、可動役物２１２～２
１８を移動させるためのステッピングモータを、進出位置から退避位置へ移動するために
必要な駆動量よりも多く駆動させる。換言すると、進出位置から退避位置までの距離以上
の距離分、可動役物２１２～２１８を移動させる。これにより、退避位置への移動の確実
性を高めることができる。このＳ４２０８の処理終了後、リトライ処理を終了する。
【０３０７】
　［保留関連処理］
　図４３は、図４０のＳ４００３で実行される保留関連処理の詳細を示すフローチャート
である。
【０３０８】
　最初のＳ４３０１では、コマンドを受信したか否かを判断する。この処理は、図４１の
Ｓ４１０１と同様のものである。主制御基板３００から送信されたコマンドは、演出制御
基板３２０のバッファ領域に記憶される。この処理は、当該バッファ領域にコマンドが記
憶されているか否かを判断するものである。ここでコマンドを受信したと判断された場合
（Ｓ４３０１：ＹＥＳ）、Ｓ４３０２へ移行する。一方、コマンドを受信していないと判
断された場合（Ｓ４３０１：ＮＯ）、以降の処理を実行せず、保留関連処理を終了する。
【０３０９】
　Ｓ４３０２では、保留コマンドであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ４３０１で受
信したと判断されたコマンドが保留コマンドであるか否かを判断するものである。保留コ
マンドは、図２９のＳ２９０９又は図３０のＳ３００９でセットされる。ここで保留コマ
ンドであると判断された場合（Ｓ４３０２：ＹＥＳ）、Ｓ４３０３にて保留処理を実行し
、その後、保留関連処理を終了する。保留処理の詳細については後述する。一方、保留コ
マンドでないと判断された場合（Ｓ４３０２：ＮＯ）、Ｓ４３０４へ移行する。
【０３１０】
　Ｓ４３０４では、復旧コマンドであるか否かを判断する。この処理は、Ｓ４３０１で受
信したと判断されたコマンドが復旧コマンドであるか否かを判断するものである。復旧コ
マンドは、図２５のＳ２５０３で送信される。ここで復旧コマンドであると判断された場
合（Ｓ４３０４：ＹＥＳ）、Ｓ４３０５へ移行する。一方、復旧コマンドでないと判断さ
れた場合（Ｓ４３０４：ＮＯ）、Ｓ４３０５の処理を実行せず保留関連処理を終了する。
【０３１１】
　Ｓ４３０５では、保留復旧処理を実行する。復旧コマンドは、上述したように、電源の
遮断が起きたときに送信される。この復旧コマンドには保留情報が含まれているため、こ
こでは、保留情報に基づいて、保留表示などを電源遮断前の状態に戻す。Ｓ４３０５の処
理実行後、保留関連処理を終了する。
【０３１２】
　［保留処理］
　図４４は、図４３のＳ４３０３で実行される保留処理の詳細を示すフローチャートであ
る。
【０３１３】
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　最初のＳ４４０１では、保留コマンドを解析する。保留コマンドには、第１特別図柄に
係る保留であるか第２特別図柄に係る保留であるかを区別する「始動装置データ」、何番
目の保留であるかを示す「保留数データ」（すなわち保留数Ｕ１、Ｕ２）、大当たり種類
及びハズレを示す「停止図柄データ」、変動パターンを示す「変動パターンデータ」が含
まれる。
【０３１４】
　Ｓ４４０２では、保留領域にデータを格納する。この処理は、「始動装置データ」に基
づいて第１特別図柄に係る保留であるか第２特別図柄に係る保留であるかを特定し、また
、「保留数データ」に基づいて何番目の保留であるかを特定し、第１特別図柄に係る第１
～第４保留領域及び第２特別図柄に係る第１～第４保留領域のいずれかにデータを格納す
るものである。格納されるデータは、保留オブジェクトを特定するための「オブジェクト
データ」、大当たり種類及びハズレを示す「停止図柄データ」及び変動パターンを示す「
変動パターンデータ」である。
【０３１５】
　Ｓ４４０３では、保留表示コマンドをセットする。この保留表示コマンドは、図４０の
Ｓ４００５の送信処理によって、画像制御基板３３０へ送信される。これによって、新た
な保留に関し、保留オブジェクトによる保留表示が実現される。Ｓ４４０３の処理実行後
、保留処理を終了する。
【０３１６】
　［稼働状態判定処理］
　図４５は、図４０のＳ４００１における稼働状態判定処理の詳細を示すフローチャート
である。
【０３１７】
　最初のＳ４５０１では、保留数が「０」となっているか否かを判定する。この処理は、
メインＲＡＭ３０１ｃに記憶される普通図柄判定の保留数Ｔ、特別図柄判定の保留数Ｕ１
，Ｕ２が共に「０」となっているか否かを判定するものである。保留数が「０」である場
合には、非稼働状態である可能性が高いためである。ここで保留数が「０」であると判定
された場合（Ｓ４５０１：ＹＥＳ）、Ｓ４５０２へ移行する。一方、保留数が「０」でな
い場合（Ｓ４５０１：ＮＯ）、Ｓ４５０６にて非稼働タイマをリセットし、Ｓ４５０７に
て稼働状態と判定した後、稼働状態判定処理を終了する。非稼働タイマは、非稼働状態で
の経過時間を計時するタイマであり、Ｓ４５０９にて作動が開始する。そしてＳ４５０１
及び以下のＳ４５０２～Ｓ４５０５にて稼働状態と判断できる作動が検出されたときに、
Ｓ４５０６にてリセットされる。
【０３１８】
　Ｓ４５０２では、変動中でないか否かを判断する。この処理は、普通図柄又は特別図柄
が変動中でないことを判断するものである。変動中でない場合には、非稼働状態である可
能性が高いためである。ここで変動中でないと判断された場合（Ｓ４５０２：ＹＥＳ）、
Ｓ４５０３へ移行する。一方、変動中であると判断された場合（Ｓ４５０２：ＮＯ）、Ｓ
４５０６へ移行する。
【０３１９】
　Ｓ４５０３では、確変遊技フラグが「ＯＦＦ」となっているか否かを判定する。この処
理は、メインＲＡＭ３０１ｃに記憶される確変遊技フラグが「ＯＦＦ」、すなわち通常遊
技状態であるか否かを判定するものである。確変遊技状態の場合には非稼働状態である可
能性が低い。ここで確変遊技フラグが「ＯＦＦ」であると判定された場合（Ｓ４５０３：
ＹＥＳ）、Ｓ４５０４へ移行する。一方、確変遊技フラグが「ＯＮ」であると判定された
場合（Ｓ４５０３：ＮＯ）、Ｓ４５０６へ移行する。
【０３２０】
　Ｓ４５０４では、時短遊技フラグが「ＯＦＦ」であるか否かを判定する。この処理は、
メインＲＡＭ３０１ｃに記憶される時短遊技フラグが「ＯＦＦ」、すなわち非時短遊技状
態であるか否かを判定するものである。時短遊技状態の場合には非稼働状態である可能性
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が低い。ここで時短遊技フラグが「ＯＦＦ」であると判定された場合（Ｓ４５０４：ＹＥ
Ｓ）、Ｓ４５０５へ移行する。一方、時短遊技フラグが「ＯＮ」であると判定された場合
（Ｓ４５０４：ＮＯ）、Ｓ４５０６へ移行する。
【０３２１】
　Ｓ４５０５では、遊技球の発射があるか否かを判断する。この処理は、発射制御基板３
５０から入力されるタッチセンサ３５１及び発射ボリューム３５２に基づき、遊技球が現
に発射されているか否かを判断するものである。ここで遊技球の発射がないと判断された
場合（Ｓ４５０５：ＮＯ）、Ｓ４５０８へ移行する。すなわちＳ４５０８には、Ｓ４５０
１～Ｓ４５０５にて稼働状態であると判断できる作動が検出されなかったときに移行する
。一方、遊技球の発射があると判断された場合（Ｓ４５０５：ＹＥＳ）、Ｓ４５０６へ移
行する。
【０３２２】
　Ｓ４５０８では、非稼働タイマが作動中であるか否かを判断する。ここで非稼働タイマ
が作動中であると判断された場合（Ｓ４５０８：ＹＥＳ）、Ｓ４５０９の処理を実行せず
、Ｓ４５１０へ移行する。一方、非稼働タイマが作動中でないと判断された場合（Ｓ４５
０８：ＮＯ）、Ｓ４５０９にて非稼働タイマの作動を開始し、Ｓ４５１０へ移行する。
【０３２３】
　Ｓ４５１０では、所定時間が経過したか否かを判断する。この処理は、Ｓ４５０９にて
非稼働タイマの作動が開始されてから所定時間が経過したか否かを判断するものである。
ここで所定時間が経過したと判断された場合（Ｓ４５１０：ＹＥＳ）、Ｓ４５１１にて非
稼働状態と判定し、次にＳ４５１２にて図４２に示すリトライ処理を実行し、その後、稼
働状態判定処理を終了する。一方、所定時間が経過していないと判断された場合（Ｓ４５
１０：ＮＯ）、Ｓ４５１１、Ｓ４５１２の処理を実行せず、稼働状態判定処理を終了する
。
【０３２４】
　なお、Ｓ４５１１にて非稼働状態と判定されると、演出制御基板３２０のサブＣＰＵ３
２０ａは、図示しないデモ表示コマンドを画像制御基板３３０及びランプ制御基板３４０
へ送信する。これにより、液晶表示装置１２１等を介してデモ表示が行われる。また、こ
のとき、液晶表示装置１２１の輝度及び音声出力装置３３１に制御されるスピーカ１０４
の音量などが抑制されるエコモードとなる。このエコモードは、Ｓ４５０７にて稼働状態
と判定されるまで継続する。
◇［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（１）］
　従来、電子回路を湾曲可能に構成するために、厚みを薄くした薄型プリント基板を用い
、その一部を湾曲可能とする方法があった。こうすることで、遊技機内部に湾曲させた薄
型プリント基板を配置し、遊技機内部の空間を有効利用できるようになる。また、薄型プ
リント基板は、フレキシブル基板に比べて安価であるため、コストの低減も可能となる。
ところが、薄型プリント基板は、厚みを薄くしたことにより、湾曲させた部分の配線に剥
離や断線が生じる可能性がフレキシブル基板に比べて高くなってしまうという問題が発生
する。
【０３２５】
　この点、本実施形態の遊技機１は、可動役物２１１～２１８と、可動役物２１１～２１
８を作動させる演出用駆動装置（作動手段）３４１と、演出用駆動装置３４１による可動
役物２１１～２１８の作動を制御する演出制御基板（制御手段）３２０及びランプ制御基
板（制御手段）３４０と、可動役物２１１～２１８の作動の制御を含む各種制御を行うた
めの電子回路を構成する配線２１０３が形成された複数の基板（プリント基板１７０４、
薄型プリント基板１８０１等）とを備えている。
【０３２６】
　複数の基板には、厚み方向に湾曲可能な薄型プリント基板１８０１が含まれており、薄
型プリント基板１８０１には、厚み方向に湾曲させた湾曲部１８０９が形成されている。
そして、薄型プリント基板１８０１に形成された配線２１０３は、他の部分（一般配線部
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２２０１）よりも幅を広くした幅広配線部２２０２を有しており、幅広配線部２２０２は
、その大部分が湾曲部１８０９に形成されている。
【０３２７】
　すなわち、本実施形態の遊技機は、可動役物と、該可動役物を作動させる作動手段と、
該作動手段による前記可動役物の作動を制御する制御手段と、前記可動役物の作動の制御
を含む各種制御を行うための電子回路を構成する配線が形成された複数の基板とを備え、
該複数の基板には、厚み方向に湾曲可能な薄型プリント基板が含まれており、該薄型プリ
ント基板には、厚み方向に湾曲させた湾曲部が形成されており、前記薄型プリント基板に
形成された前記配線は、他の部分よりも幅を広くした幅広配線部を有しており、該幅広配
線部は、その少なくとも一部が前記湾曲部に形成されている。
【０３２８】
　そのため、通常よりも厚みを薄くした薄型プリント基板１８０１とし、その一部（湾曲
部１８０９）を湾曲させたとしても、湾曲部１８０９での配線２１０３の剥離や断線を抑
制することができる。これにより、従来のフレキシブル基板に比べて安価であり、かつ、
その一部を湾曲させても配線２１０３の剥離や断線が生じにくい薄型プリント基板１８０
１によって、遊技機１内部の空間の有効利用が可能な電子回路、つまり一部を湾曲させた
電子回路を構成することができる。
【０３２９】
　また、本実施形態の遊技機１において、配線２１０３の一般配線部２２０１と幅広配線
部２２０２とは、流れる電流の大きさが同じである。言い換えれば、幅広配線部２２０２
は、流れる電流の大きさを一定とした状態で、一般配線部２２０１よりも幅を広くしてい
る。
【０３３０】
　すなわち、前記薄型プリント基板の前記幅広配線部は、流れる電流の大きさを一定とし
た状態で、前記他の部分よりも幅を広くしている。
　そのため、薄型プリント基板１８０１の湾曲部１８０９での配線２１０３の剥離や断線
を抑制することができる。
【０３３１】
　このように、本実施形態によれば、安価なプリント基板（薄型プリント基板１８０１）
を用いて内部空間を有効に利用した電子回路を構成することができ、かつ、湾曲させたプ
リント基板（薄型プリント基板１８０１）における不具合の発生を抑制することができる
遊技機１を提供することができる。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（２）］
　従来、電子回路を湾曲可能に構成するために、厚みを薄くした薄型プリント基板を用い
、その一部を湾曲可能とする方法があった。こうすることで、遊技機内部に湾曲させた薄
型プリント基板を配置し、遊技機内部の空間を有効利用できるようになる。また、薄型プ
リント基板は、フレキシブル基板に比べて安価であるため、コストの低減も可能となる。
ところが、現在使用されている薄型プリント基板は、少なくとも二層以上の配線層を有す
るプリント基板である。そのため、薄型プリント基板を湾曲させると、配線層間を電気的
に接続するためのスルーホール及びその周辺において配線の剥離や断線が生じ、配線層間
の電気的な接続が失われてしまうおそれがある。
【０３３２】
　この点、本実施形態の遊技機１は、可動役物２１１～２１８と、可動役物２１１～２１
８を作動させる演出用駆動装置（作動手段）３４１と、演出用駆動装置３４１による可動
役物２１１～２１８の作動を制御する演出制御基板（制御手段）３２０及びランプ制御基
板（制御手段）３４０と、可動役物２１１～２１８の作動の制御を含む各種制御を行うた
めの電子回路を構成する配線２１０３が形成された複数の基板（プリント基板１７０４、
薄型プリント基板１８０１等）とを備えている。
【０３３３】
　複数の基板には、厚み方向に湾曲可能な薄型プリント基板１８０１が含まれており、薄
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型プリント基板１８０１は、配線２１０３を含んで構成された複数の配線層２１０２を有
している。また、薄型プリント基板１８０１には、厚み方向に湾曲させた湾曲部１８０９
が形成されており、湾曲部１８０９には、配線層２１０２間を電気的に接続するための層
間接続部２１０４が設けられている。そして、層間接続部２１０４は、所定の間隔を設け
て配置された２つのスルーホール２１０５により構成されている。
【０３３４】
　すなわち、本実施形態の遊技機は、可動役物と、該可動役物を作動させる作動手段と、
該作動手段による前記可動役物の作動を制御する制御手段と、前記可動役物の作動の制御
を含む各種制御を行うための電子回路を構成する配線が形成された複数の基板とを備え、
該複数の基板には、厚み方向に湾曲可能な薄型プリント基板が含まれており、該薄型プリ
ント基板は、前記配線を含んで構成された複数の配線層を有しており、前記薄型プリント
基板には、厚み方向に湾曲させた湾曲部が形成されており、該湾曲部には、前記配線層間
を電気的に接続するための層間接続部が設けられており、該層間接続部は、所定の間隔を
設けて配置された複数のスルーホールにより構成されている。
【０３３５】
　そのため、薄型プリント基板１８０１の一部（湾曲部１８０９）を湾曲させた場合でも
、配線層２１０２間の電気的な接続を十分に確保することができる。すなわち、１つのス
ルーホール２１０５において配線２１０３の剥離や断線が生じても、他のスルーホール２
１０５において配線層２１０２間の電気的な接続を確保できる可能性が高くなる。これに
より、配線層２１０２間の電気的な接続信頼性の向上を図ることができる。
【０３３６】
　また、本実施形態の遊技機１において、湾曲部１８０９の層間接続部２１０４を構成す
る２つのスルーホール２１０５は、スルーホール２１０５同士を含む厚み方向の断面にお
いて、スルーホール２１０５間における薄型プリント基板１８０１の表面（両側の表面２
３０１、２３０２）が曲線状となるように配置されている。
【０３３７】
　すなわち、前記湾曲部の前記層間接続部を構成する前記複数のスルーホールは、該スル
ーホール同士を含む厚み方向の断面において、前記スルーホール間における前記薄型プリ
ント基板の表面が曲線状となるように配置されている。
【０３３８】
　そのため、本実施形態のように、湾曲部１８０９に層間接続部２１０４を設ける場合に
は、配線層２１０２間の電気的な接続信頼性の向上を図るという効果をより有効に発揮す
ることができる。
【０３３９】
　このように、本実施形態によれば、安価なプリント基板（薄型プリント基板１８０１）
を用いて内部空間を有効に利用した電子回路を構成することができ、かつ、湾曲させたプ
リント基板（薄型プリント基板１８０１）における配線層２１０２間の電気的な接続信頼
性の向上を図ることができる遊技機１を提供することができる。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（３）］
　本実施形態の遊技機１において、第１中央可動役物２１１を構成する第１装飾部材８０
２は、液晶表示装置２０１における装飾図柄等の演出に合せた所定の駆動タイミングで図
２に示す退避位置から図７に示す進出位置へ移動する。その際、第１装飾部材８０２の中
心部分８０２ａは、液晶表示装置２０１の表示画面における遊技者が視認可能である表示
領域２０１ａの外縁上の間隔を空けた第１通過点２０１ｂ及び第２通過点２０１ｃを通過
するように移動する。
【０３４０】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、表示領域を有する表示装置（液晶表示装置２０１
）と、その表示領域上を移動する装飾部材（第１装飾部材８０２）と、を備えるものであ
って、上記装飾部材は、少なくとも該装飾部材の一部の領域（中心部分８０２ａ）が表示
領域の外縁上の間隔を空けた第１位置（第１通過点２０１ｂ）及び第２位置（第２通過点
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２０１ｃ）を通過するように移動する。
【０３４１】
　このように構成された遊技機１は、装飾部材が表示領域を跨いで横切るように移動する
ため、これまでの遊技機にはない装飾部材の移動により遊技の趣向性を向上させることが
できる。
【０３４２】
　なお、本実施形態においては第１装飾部材８０２の中心部分８０２ａが表示領域２０１
ａを跨いで移動する構成を例示したが、中心部分８０２ａに限定されることなく、第１装
飾部材８０２のいずれかの領域が表示領域２０１ａを跨いで移動していれば、同様の効果
を奏するものとなる。
【０３４３】
　また本実施形態では、第１通過点２０１ｂ及び第２通過点２０１ｃは、表示領域２０１
ａの中心部２０１ｄを基準として、反対側に位置する。
　すなわち、本実施形態の遊技機１において、上記第１位置（第１通過点２０１ｂ）及び
第２位置（第２通過点２０１ｃ）は、表示領域の中心部（２０１ｄ）に対して略反対側の
位置に設定されている。
【０３４４】
　このように構成された遊技機１は、装飾部材が表示領域を大きく横切ることとなるため
、装飾部材の移動によって遊技者の興趣を大きく向上させることができる。
　また本実施形態では、第１装飾部材８０２の中心部分８０２ａが第１通過点２０１ｂ及
び第２通過点２０１ｃを通過する際には、その間において第１装飾部材８０２は真っ直ぐ
に移動する。
【０３４５】
　すなわち、本実施形態の遊技機１において、装飾部材の一部の領域が上記第１位置（第
１通過点２０１ｂ）及び第２位置（第２通過点２０１ｃ）の間を移動する際、装飾部材は
直線的に移動する。
【０３４６】
　このように構成された遊技機１は、装飾部材が直線的に移動することにより装飾部材が
表示領域を跨いで移動したことを遊技者に対して強く印象づけることができ、遊技者の興
趣を大きく向上させることができる。特に、本実施例のように表示領域２０１ａの中心部
２０１ｄを第１装飾部材８０２の中心部分８０２ａが通過することで、より高度に遊技者
の興趣を向上させることができる。
【０３４７】
　なお本実施形態では、第１通過点２０１ｂ及び第２通過点２０１ｃが表示領域２０１ａ
の中心部２０１ｄを基準として反対側に位置する構成を例示したが、第１通過点２０１ｂ
及び第２通過点２０１ｃが中心部２０１ｄを基準として反対側に位置していないように構
成してもよい。また、本実施形態では第１装飾部材８０２が直線的に移動する構成を例示
したが、第１装飾部材８０２が直線的に移動せず、曲線的に、またはジグザグに移動する
構成であってもよい。
【０３４８】
　上述したように第１通過点２０１ｂ及び第２通過点２０１ｃの位置や第１装飾部材８０
２の移動態様が設定されていても、遊技の趣向性を向上する効果を奏することができる。
但し、上述した本実施形態の構成を採用する場合には、より高い効果を奏する。
【０３４９】
　また、本実施形態においては液晶表示装置２０１におけるユーザが視認可能な領域を表
示領域２０１ａとし、装飾部材８０２の中心部分８０２ａが表示領域２０１ａをまたぐよ
うに移動する構成を例示した。しかしながら液晶表示装置２０１の表示画面が、ユーザが
視認可能な領域よりも小さい場合もある。そのような場合には、可動役物が表示画面の外
縁の間隔を空けた２点を通過するように構成してもよい。このように構成された遊技機で
あれば、上記実施形態と同様に遊技の趣向性を向上させることができる。また、表示画面
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が演出可能な領域であると考えると、液晶表示装置２０１の表示画面が本実施形態のよう
に表示領域２０１ａよりも大きい場合であっても、第１装飾部材８０２がその表示画面の
外縁の間隔を空けた２点を通過するように構成してもよい。このように構成することで、
可動役物が非常に広い範囲で移動するため、顕著に遊技の趣向性を向上させることができ
る。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（４）］
　本実施形態の遊技機１は、演出制御基板３２０が主制御基板３００から受信する制御信
号に応じた３つの動作モードで可動役物２１２～２１８を動作させる。第１動作モードは
各可動役物２１２～２１８が動作を行わない動作モードであり、原点位置に移動して原点
位置で待機する。第２動作モードは煽り演出等を行うときの動作モードであり、各可動役
物２１２～２１８が遊技機１の中央側の進出位置へ移動する。第３動作モードも第２動作
モードと同様に煽り演出等を行うときの動作モードであり、各可動役物２１２～２１８が
遊技機１の外周側よりの退避位置へ移動する。動作モードは主制御基板３００から受信す
る制御信号に応じて演出制御基板３２０が切り替え、ランプ制御基板３４０が演出制御基
板３２０からの制御信号に基づいて演出用駆動装置３４１を駆動させることで可動役物２
１２～２１８の移動を実現する。

　すなわち、本実施形態の遊技機１は、遊技領域（遊技領域１０２）を移動可能である装
飾部材（可動役物２１２～２１８）を備え、当該遊技機の遊技状態に応じて定まる動作モ
ードである第１動作モード、第２動作モード、及び第３動作モードにて動作可能であり、
各動作モードに応じてそれぞれ異なる領域へ上記装飾部材を移動させる移動制御機構（演
出制御基板３２０，ランプ制御基板３４０，演出用駆動装置３４１）を備える。この移動
制御機構は、第２動作モードのときには第１動作モードのときよりも装飾部材を当該遊技
機の中央側の領域に移動させ、第３動作モードのときには第１動作モードのときよりも装
飾部材を当該遊技機の外周側の領域に移動させる。
【０３５０】
　このように構成された遊技機１は、単純に装飾部材が遊技盤の端から中央部に向かう移
動を行うだけでなく、装飾部材が待機する位置から更に遊技盤の外周に向かって移動する
ため、これまでの遊技機にはない装飾部材の移動により遊技の趣向性を向上させることが
できる。
【０３５１】
　特に本実施形態では、装飾部材（可動役物２１３～２１８）が左右に分散して配置され
ており、それらが同時に遊技盤の中央から外周側に同時に移動するため、遊技盤全体を使
った演出が可能となる。よって、一つの装飾部材や左右及び上下のいずれか一方に集めて
配置された二つ以上の装飾部材が同一の方向に移動する場合と比較して、より高度に遊技
者の興趣を向上させることができる。
【０３５２】
　また本実施形態では、第２中央可動役物２１２の退避位置とは、第１中央可動役物２１
１が進出位置に移動する際に第１中央可動役物２１１及び第１駆動装置８０１が通過しな
い領域である。
【０３５３】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、遊技状態に応じて遊技領域において所定の移動を
行う可動部材（第１中央可動役物２１１、第１駆動装置８０１）を備え、上記移動制御機
構が、上記第３動作モードにあっては、可動部材が上記所定の移動を行った際に通過しな
い領域に、装飾部材を移動させるように構成されている。
【０３５４】
　このように構成された遊技機１は、可動部材が移動するときに動作モードを第３モード
として装飾部材を外周側の領域に移動させることで、可動部材と装飾部材とが接触してし
まうことを抑制でき、接触による遊技機の破損や異常状態の発生の危険を低減することが
できる。
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【０３５５】
　なお、可動部材とは上記実施形態に示す第１中央可動役物のように装飾目的の部材でな
くともよい。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（５）］
　本実施形態の遊技機１は、第１駆動装置８０１が第１中央可動役物２１１を遊技領域１
０２内で移動可能に支持している。第１中央可動役物２１１は、図１０（Ａ）に示すよう
に表示領域２０１ａの外縁と重ならない位置と、図２に示すように表示領域２０１ａの外
縁と重なる位置と、に移動可能である。そして図１２（Ａ）～（Ｃ）に示すように、第１
中央可動役物２１１の上方側を構成する第１装飾部材８０２に設けられた溝１１０５に、
第１中央可動役物２１１の下方側を構成する第２装飾部材８０３に設けられた突起１１０
６が進入しており、溝１１０５は上方側がカーブしていることから第１装飾部材８０２と
第２装飾部材８０３とが接近した際に第１装飾部材８０２が回転する。
【０３５６】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、遊技領域（遊技領域１０２）を移動可能である装
飾部材（第１中央可動役物２１１）と、遊技者が画像を視認可能である表示領域（表示領
域２０１ａ）を有する表示装置（液晶表示装置２０１）と、上記装飾部材を、装飾部材が
表示領域の外縁と重なる第１位置（図２等参照）と、装飾部材が表示領域上であって表示
領域の外縁と重ならない第２位置（図１０（Ａ）参照）と、に移動可能に支持する移動機
構（第１駆動装置８０１）と、装飾部材が第２位置から第１位置に移動する際に、装飾部
材を表示領域と略平行に回転させる回転機構（溝１１０５、突起１１０６）と、を備える
。
【０３５７】
　このように構成された遊技機１は、装飾部材が表示領域の外縁と重ならない位置から重
なる位置に移動する際に装飾部材が回転することで、遊技者が視認可能な表示領域の範囲
を調整することができる。したがって、表示領域に表示されるオブジェクトの見やすさの
改善や、表示領域においてオブジェクト等を表示させる位置の自由度の向上などを図るこ
とができる。
【０３５８】
　また本実施形態においては、第１装飾部材８０２が回転することによって、第１装飾部
材８０２の表示領域２０１ａに突出する部分の面積を、上記回転が行われないと仮定した
場合に表示領域２０１ａに突出する部分の面積と比較して小さくしている。
【０３５９】
　すなわち、本実施形態の遊技機１における回転機構は、装飾部材の回転によって、第１
位置に位置する装飾部材の表示領域上に突出する部分の面積を、上述した回転が行われな
いと仮定した場合の第１位置に位置する装飾部材の上記面積と比較して小さくするように
構成されている。
【０３６０】
　このように構成された遊技機１は、第１位置に位置する装飾部材によって隠される表示
領域上の範囲が小さくなるため、遊技者が表示画面において視認できる表示領域の面積を
大きくできる。
【０３６１】
　また本実施形態においては、上述したように第１中央可動役物２１１は第１装飾部材８
０２及び第２装飾部材８０３を有しており、第１装飾部材８０２が下方に移動して表示領
域２０１ａの外縁に重なる場合において、第１装飾部材８０２が上記外縁と重ならない程
度に上方に位置する場合よりも大きいように構成されている。
【０３６２】
　すなわち、本実施形態の遊技機１において、装飾部材は、互いに連結する第１部材（第
１装飾部材８０２）及び第２部材（第２装飾部材８０３）を備えている。これら第１部材
及び第２部材は、一部が前後に重なるとともにその重なる部分の面積である重複面積が変
更可能に連結されており、装飾部材が前記第１位置に位置する場合の重複面積は、装飾部
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材が第２位置に位置する場合の重複面積よりも大きい。
【０３６３】
　このように構成された遊技機１は、第１位置に位置するときに第１部材と第２部材とが
大きく重複するため、第１位置に位置する装飾部材を小さく収納することができる。本実
施形態においては、遊技盤１００の下方に第１装飾部材８０２と第２装飾部材８０３とを
収納するときに、全体として第１中央可動役物２１１を小さくできるため表示領域２０１
ａ上に突出する面積を小さくすることができる。
【０３６４】
　また本実施形態においては、上述したように第１中央可動役物２１１が収納位置に移動
する際に、第１装飾部材８０２が第２装飾部材８０３に対して回転する。
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、回転機構（溝１１０５、突起１１０６）が、装飾
部材（第１中央可動役物２１１）が第２位置から第１位置に移動する際に第１部材（第１
装飾部材８０２）を回転させる。
【０３６５】
　このように構成された遊技機１は、装飾部材全体を回転させる必要がなく、一部のみを
回転させることで遊技者が視認可能な表示領域の範囲を調整することができる。
　なお本実施形態では、第１装飾部材８０２のみが第１位置（収納位置）へ移動したとき
に回転する構成を例示したが、第１中央可動役物２１１全体が回転する構成であってもよ
い。よって、回転機構も本実施形態で示した溝１１０５及び突起１１０６のような構成に
限定されることはなく、表示領域２０１ａに沿って回転可能となるような機構であれば様
々な構成を採用することができる。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（６）］
　本実施形態の遊技機１において、第２装飾部材８０３に固定される連結具１１０３の下
部には、左右方向に回転軸を有するローラー１１０４が形成されている。ローラー１１０
４の先端の一部分は回転軸から離れる方向に突出した突起状（フランジ状）に形成されて
いる。また案内部８１０にはガイド溝１３０１が形成されている。第１中央可動役物２１
１が下方に下がりそれに伴い連結具１１０３（第２装飾部材８０３）が原点位置と進出位
置との間に位置する所定の位置まで下がると、ローラー１１０４のフランジ部分がガイド
溝１３０１に挿入される。
【０３６６】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、遊技領域（遊技領域１０２）を移動可能である装
飾部材（第２装飾部材８０３）と、その装飾部材を、第１位置（原点位置）から第２位置
（進出位置）までの間で移動可能に支持する移動機構（第１駆動装置８０１）と、上記装
飾部材が、第１位置と第２位置の間に位置する第３位置（ガイド開始位置）から第１位置
までの範囲に位置するときに、装飾部材の移動を案内するガイド機構（案内部８１０、ロ
ーラー１１０４）と、を備える。そしてガイド機構は、遊技盤（遊技盤１００）及び装飾
部材のいずれか一方に設けられる突起部（ローラー１１０４）と、一方とは異なる他方に
設けられ、突起部が挿入される溝部（ガイド溝１３０１）と、を有しており、突起部が溝
部に挿入されることで装飾部材の移動の案内をする。
【０３６７】
　このように構成された遊技機１は、ガイド機構によって装飾部材の第３位置から第１位
置までの移動が案内される。したがって、装飾部材のガタツキを抑制することができ、位
置を検出するセンサ（原点検出センサ３４３）による誤検出を抑制できるため、装飾部材
が異常を検出することによって装飾部材の動作が停止され、それにより遊技の趣向性が低
下してしまうことを抑制できる。
【０３６８】
　なお本実施形態においては遊技盤１００側にガイド溝１３０１が設けられ、第２装飾部
材８０３側に突起部を有するローラー１１０４を設ける構成を例示しているが、遊技盤１
００側に突起が設けられ、第２装飾部材８０３側に溝が設けられる構成であってもよい。
また本実施形態のように、案内部８１０により案内がなされる範囲（第３位置から第１位
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置までの範囲）に第２装飾部材８０３が位置するときにセンサによる位置検出を実行する
ことで、センサによる誤検出の抑制をより高度に実現することができる。
【０３６９】
　また本実施形態においては、案内部８１０の上端には傾斜面１３０２が形成されており
、連結具１１０３が下方に移動して所定の位置に移動したときにローラー１１０４が傾斜
面１３０２に乗ることでスムーズにガイド溝１３０１に進入する。
【０３７０】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、装飾部材が第２位置の側から、第３位置から第１
位置までの範囲に移動する際に、突起部（ローラー１１０４）を溝部（ガイド溝１３０１
）に案内するガイド補助機構（傾斜面１３０２）を備える。
【０３７１】
　このように構成された遊技機１は、ガイド補助機構が突起部の溝部への進入を補助する
ため、ガイド機構による案内が無い状態から案内が行われる状態へスムーズに移行するこ
とができる。
【０３７２】
　また上述したように、本実施形態における第２装飾部材８０３は、第１リンク部材８０
６及び第３リンク部材９０１を有するリンク機構と、第２リンク部材８０７及び第４リン
ク部材９０２を有するリンク機構と、によって左右から支持されている。
【０３７３】
　すなわち、移動機構（第１駆動装置８０１）は、一端が遊技盤（遊技盤１００）に連結
され、他端が装飾部材（第２装飾部材８０３）に連結される少なくとも２つのリンク機構
（８０６、８０７、９０１、９０２）によって装飾部材を支持するように構成されている
。
【０３７４】
　このように構成された遊技機１は、２つ以上のリンク機構によって支持され、複雑な動
作を行う装飾部材であっても、その移動を案内することができ、センサの誤検出を抑制し
て遊技の趣向性低下を抑制できる。本実施形態では２つのリンク機構により支持される構
成を例示したが、３つ以上のリンク機構により支持される構成としてもよい。
【０３７５】
　なお、本実施形態では突起部としてローラー１１０４のフランジ部を採用する構成を例
示したが、ローラーではなく単に突起状のものが配置されていてもよい。但し、ローラー
とすることで突起部の溝部への進入をスムーズに行うことができるようになる。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（７）］
　本実施形態の遊技機１は、第１駆動装置８０１が第１中央可動役物２１１の装飾部材８
０２～８０５を移動可能に支持している。第１駆動装置８０１は第１リンク部材８０６、
第２リンク部材８０７、第３リンク部材９０１、第４リンク部材９０２、により第１装飾
部材８０２、第２装飾部材８０３を支持している。第１リンク部材８０６、第３リンク部
材９０１の背面には、帯状に並べられた複数の電線からなる電線束１１０７が第１リンク
部材８０６、第３リンク部材９０１に沿って配置されている。
【０３７６】
　電線束１１０７は、電線束１１０７を長さ方向に区分した領域として、複数の電線を並
べて接着してなる接着領域１１０７ｂと、複数の電線がそれぞれ分離してなる非接着領域
１１０７ａと、を有する。この電線束１１０７により、ランプ制御基板３４０からの電気
信号が、第１装飾部材８０２に設けられた電子部品１１１１に送信される。
【０３７７】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、遊技機の遊技状態に応じて作動する電子部品（電
子部品１１１１）が設けられる装飾部材（第１中央可動役物２１１）と、装飾部材を支持
する支持部材（第１リンク部材８０６、第３リンク部材９０１）を備え、該装飾部材を所
定の領域内で移動可能とする移動機構（第１駆動装置８０１）と、上記支持部材に沿って
配置され、電子部品に対して制御信号及び電力の少なくともいずれか一方を送信する複数
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の電線からなる電線束（電線束１１０７）と、を備える。この電線束は、該電線束を長さ
方向に区分した領域として、複数の電線を並べて接着してなる接着領域（接着領域１１０
７ｂ）と、複数の電線がそれぞれ分離してなる非接着領域（１１０７ａ）と、を有する。
【０３７８】
　このように構成された遊技機１は、複数の電線が並べて接着されることで強度が高めら
れるとともに複数の電線を密集させる接着領域と、複数の電線が分離することで屈曲の自
由度が高められた非接着領域と、を有しているため、電線束が接着領域のみで形成されて
いる場合よりも電線束を自由に屈曲させることができ、また電線束が非接着領域のみで形
成されている場合よりも各電線が集まっており容易に扱うことができる。したがって、電
線束の断線が抑制されるため装飾部材の異常の発生を抑制でき、遊技の興趣の低下を抑制
することができる。
【０３７９】
　また上述したように、本実施形態において電線束１１０７は帯状に並べられた複数の電
線からなるものである。また第３リンク部材９０１は第１装飾部材８０２に対して所定の
回転軸９０１ａを中心に回動可能に連結しておりこの連結部分に沿って配置される部分は
接着領域１１０７ｂである。また連結部分に沿って配置される電線束１１０７は、複数の
電線の並びが回転軸の軸方向と略同じ方向（前後方向）となっている。
【０３８０】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、支持部材（第３リンク部材９０１）は所定の回転
軸（回転軸９０１ａ）を中心として回動可能に連結されており、また電線束（電線束１１
０７）は、複数の電線が帯状に並べられたものであり、また、電線束のうち連結部分に沿
って配置される部分は接着領域（１１０７ｂ）であり、該接着領域は、複数の電線の並ぶ
方向が上記回転軸の軸方向と略同じ方向となるように配置される。
【０３８１】
　帯状に並べられた接着領域は、その並びの方向（幅方向）への折り曲げは難しいが、並
び方向と直交する方向（厚さ方向）への折り曲げは比較的容易に行うことができる。支持
部材が連結部分に沿って回転すると、連結部分に沿って配置される電線束は並び方向と直
交する方向（厚さ方向）に対して折り曲げられるため、このように構成された遊技機１で
は電線束の破損を抑制することができる。
【０３８２】
　なお上述した帯状とは、全体として幅に対して小さな厚みで大きな長さを有する略長板
形状のことを意味しており、各電線の長さ方向が帯の長さ方向となる。厚みが大きいと折
り曲げが困難になるが、幅に対して十分に小さければ電線を複数重ねて厚みを有していて
もよい。
【０３８３】
　また上述したように、本実施形態においては第１リンク部材８０６と第３リンク部材９
０１はそれぞれ柱状であって、屈曲部分１１０８にて屈曲可能に連結している。
　すなわち、本実施形態の遊技機１において、支持部材（第１リンク部材８０６、第３リ
ンク部材９０１）は、屈曲部分（屈曲部分１１０８）を有する柱状の部材であって、電線
束（電線束１１０７）のうち屈曲部分に沿って配置される部分は、非接着領域である。
【０３８４】
　このように構成された遊技機１は、支持部材が屈曲する部分において電線束の各電線が
分離しているため、支持部材の屈曲の影響を受けにくく、電線束の破損を抑制することが
できる。
【０３８５】
　また本実施形態の遊技機１では、電線束（電線束１１０７）は、支持部材（第１リンク
部材８０６、第３リンク部材９０１）の背面に配置される。
　このように構成された遊技機１は、電線束が遊技者から見えにくくなっているため、電
線束が見えることで興趣を低下させてしまう危険を低減できる。
【０３８６】
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　なお、本実施形態の遊技機１では、第１リンク部材８０６と第３リンク部材９０１との
連結する屈曲部分１１０８においては、電線束１１０７を電線の並び方向（帯の幅方向）
に折り曲げるため、その部分を非接着領域１１０７ａとしている。一方、第３リンク部材
９０１と第１装飾部材８０２との連結部分に沿った領域（第２折り返し部１１１０より電
子部品１１１１側）においては、電線束１１０７を電線の並び方向と直交する方向に折り
曲げるため、その部分を接着領域１１０７ｂとしている。
【０３８７】
　これらはいずれも電線束１１０７の破損を抑制するための方策であって、どのような部
位にいずれの方策を採用するかは特に限定されない。例えば、支持部材の構成や装飾部材
の大きさ、形状などにより適宜設定することができる。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（８）］
　本実施形態の遊技機１は、Ｓ４２０１、Ｓ４２０５にて演出制御基板３２０が原点検出
センサ３４３の出力に基づいて可動役物２１２～２１８が原点位置にあるか否かを判定す
る。そしてＳ４２０１及びＳ４２０５において異常と判定したときは、Ｓ４２０６におい
て演出制御基板３２０がランプ制御基板３４０を制御して演出用駆動装置３４１を駆動さ
せ、可動役物２１２～２１８を退避位置へ移動させる。一方、異常と判定していないとき
は、演出制御基板３２０はランプ制御基板３４０を制御して演出用駆動装置３４１を駆動
させ、可動役物２１２～２１８を原点位置と進出位置との間で移動させる。
【０３８８】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、装飾部材（可動役物２１２～２１８）と、装飾部
材を、第１位置（退避位置）から第２位置（進出位置）までの間で移動させる駆動手段（
演出用駆動装置３４１）と、駆動手段に制御信号を出力して駆動手段の動作を制御する制
御手段（ランプ制御基板３４０）と、当該遊技機が所定の状態であることを検出する検出
手段（原点検出センサ３４３、Ｓ４２０１、Ｓ４２０５）と、検出手段の検出結果に応じ
て当該遊技機を異常と判定する判定手段（演出制御基板３２０、Ｓ４２０１、Ｓ４２０５
）と、を備え、上記制御手段は、判定手段が異常と判定していないときは、第１位置（退
避位置）と第２位置（進出位置）との間に位置する原点位置から第２位置までの間を装飾
部材が移動するように駆動手段を制御し、判定手段が異常と判定したときは、第１位置へ
装飾部材が移動するように駆動手段を制御することを特徴とする遊技機である。
【０３８９】
　このように構成された遊技機１は、遊技機の異常、一例として装飾部材の位置の異常が
検出されたときに、原点位置を基準として進出位置と反対側の退避位置へ装飾部材を移動
させる。また本実施形態において退避位置とは遊技機１の外縁側に位置している。これに
より、装飾部材に異常が生じても、他の装飾部材に接触してしまう危険が低減できる。ま
た、装飾部材が退避位置へ移動していることによりメンテナンス等のために遊技機を搬送
する場合にも他の装飾部材との接触を抑制できる。このように、遊技機１は異常が発生し
たときの不都合を抑制することができる。
【０３９０】
　また上述したように、本実施形態における検出手段（原点検出センサ３４３、Ｓ４１０
５）は、装飾部材（可動役物２１２～２１８）が所定の位置に存在することを検出するも
のであり、判定手段（演出制御基板３２０、Ｓ４２０１、Ｓ４２０５）が、所定のタイミ
ングにおいて装飾部材が上記所定の位置に存在することを検出手段が検出しないときに異
常と判定する。
【０３９１】
　このように構成された遊技機１は、装飾部材の異常を高い精度で検出することができ、
装飾部材同士の接触によるトラブルをより回避しやすくなる。なお、検出手段が検出する
異常は装飾部材の位置に関する異常に限定されることなく、遊技や良好な演出を妨げる遊
技機１の他の異常、例えば電源系のトラブル、遊技球の詰まり、部品の破損や異常を検出
した際に装飾部材を退避位置へ移動させるように構成されていてもよい。
【０３９２】
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　また上述したように、本実施形態における第１位置（退避位置）が、装飾部材（可動役
物２１２～２１８）を遊技盤に固定する固定具を装着可能な位置とすることができる。
　このように構成された遊技機１は、退避位置をブリスタ等の固定具により可動役物を固
定可能な位置とすることで、異常が検出されれば可動役物は固定具を取り付ける位置に自
動的に移動するため固定具の取り付け作業が容易になる。
◆［本実施形態の遊技機１が発揮する効果（９）］
　本実施形態の遊技機１は、演出制御基板３２０がランプ制御基板３４０を制御して演出
用駆動装置３４１を駆動させ、可動役物２１１～２１８を移動させる。また遊技機１は、
変動処理（Ｓ４１０４）を開始するタイミング（Ｓ４１０３）、オープニング処理（Ｓ４
１０９）を開始するタイミング（Ｓ４１０８）、エンディング処理（Ｓ４１１４）を開始
するタイミング（Ｓ４１１３）、及び、非可動状態と判定された（Ｓ４５１１）後のタイ
ミング（Ｓ４５１２）において、図４２に示すリトライ処理を実行する。リトライ処理で
は、Ｓ４２０１において、演出制御基板３２０が原点検出センサ３４３の出力に基づいて
可動役物２１１～２１８が原点位置にあるか否かを判定する。そしてＳ４２０１において
異常と判定したときは、Ｓ４２０４において復帰処理を行う。
【０３９３】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、遊技領域を移動可能である装飾部材（可動役物２
１１～２１８）と、装飾部材を移動させる移動制御機構（演出制御基板３２０、ランプ制
御基板３４０、演出用駆動装置３４１）と、装飾部材が所定の位置に存在することを検出
する検出手段（原点検出センサ３４３）と、装飾部材が所定の位置に存在することを検出
手段が検出しないときに上記移動制御機構の動作を異常と判定する判定動作を、所定のタ
イミングにおいて実行する判定手段（演出制御基板３２０）と、を備える。そして、移動
制御機構は、判定手段が異常と判定したときには、所定のタイミングにおいて装飾部材に
所定の動作を実行させる復帰処理を行うように構成されている。
【０３９４】
　このように構成された遊技機１は、所定のタイミングにおいて復帰処理を実行するため
、装飾部材の異常が発見されたタイミングで復帰処理を行う場合と比較して無理なく復帰
処理を実行でき、復帰処理を簡便に行うことができる。
【０３９５】
　また本実施形態の遊技機１は、Ｓ２９０４、Ｓ２９１４にて取得された大当たり乱数に
基づいて、Ｓ３３０１にて大当たりか否かを判定し、大当たりであれば図３８に示す大入
賞装置開放制御処理にて複数回のラウンド遊技を実行する。また、ラウンド遊技に前後し
てオープニング演出（Ｓ４１０９）とエンディング演出（Ｓ４１１４）を実行する。
【０３９６】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、始動条件の成立に際し取得される判定情報に基づ
き、遊技者に有利な特別遊技を実行するか否かを判定する特別遊技判定手段（主制御基板
３００）と、その特別遊技判定手段により特別遊技を実行すると判定されたときに、特別
遊技を実行する特別遊技実行手段（主制御基板３００）と、を備えている。そして上記特
別遊技は、大入賞装置の開放を行う複数回のラウンド遊技と、該複数回のラウンド遊技を
開始する前の演出であるオープニング演出（Ｓ４１０９）と、上記複数回のラウンド遊技
の終了に伴う演出であるエンディング演出（Ｓ４１１４）と、から構成されるものであり
、判定手段が異常と判定したときには、少なくとも特別遊技のオープニング演出又はエン
ディング演出を実行するタイミングにおいて、復帰処理を行うように構成されている。
【０３９７】
　このように構成された遊技機１では、特別遊技のオープニング演出またはエンディング
演出を実行するタイミングにおいて復帰処理を行うことができる。復帰処理は、オープニ
ング演出またはエンディング演出を実行するタイミングにおいて少なくとも一部が実行さ
れていればよい。すなわち、各演出が開始される前のタイミング、各演出の開始タイミン
グ、各演出が開始された後のタイミング、のいずれのタイミングに復帰処理が開始される
構成であってもよい。
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【０３９８】
　また本実施形態の遊技機１は、各可動役物２１１～２１８それぞれに対応する原点検出
センサ３４３を備えており、Ｓ４２０５にて一つでも可動役物が原点に位置していなけれ
ば異常と判定し、Ｓ４２０７にて全ての可動役物の動作を停止する。
【０３９９】
　すなわち、本実施形態の遊技機１は、移動制御機構（演出制御基板３２０、ランプ制御
基板３４０、演出用駆動装置３４１）により移動させられる複数の装飾部材（可動役物２
１１～２１８）と、該複数の装飾部材それぞれに対応する複数の検出手段（原点検出セン
サ３４３）と、を備えており、判定手段（演出制御基板３２０）は上記複数の検出手段に
対して判定動作を行うものであって、移動制御機構（演出制御基板３２０、ランプ制御基
板３４０、演出用駆動装置３４１）は、複数の装飾部材のうち１つ以上が異常と判定手段
が判定した場合に、複数の装飾部材全ての動作を停止するように構成されている。
【０４００】
　装飾部材に異常が発生したとき、その装飾部材の位置は不明であるため、異常が発生し
ていない装飾部材が動作を実行すると異常が発生した装飾部材と接触してしまうおそれが
あるが、上述したように構成された遊技機１は、一つでも装飾部材に異常が生じると全て
の装飾部材の動作を停止することから、異常が生じたときに装飾部材同士が接触してしま
うことを抑制でき、装飾部材の故障や破損を抑制できる。
【０４０１】
　以上、本発明は、上述した実施形態に何ら限定されるものではなく、その技術範囲を逸
脱しない限り、種々なる形態で実施可能である。
　（１）上記実施形態では、薄型プリント基板１８０１が遊技機１内部のランプ制御基板
３４０の一部を構成するものであったが、その他の基板（例えば、演出制御基板３２０、
画像制御基板３３０、電源基板３６０等）を構成するものであってもよい。
【０４０２】
　（２）上記実施形態では、図２１に示すように、薄型プリント基板１８０１は、２層の
配線層２１０２を有しているが、３層以上の配線層２１０２を有していてもよい。また、
絶縁層２１０１についても、１層だけでなく、複数層（２層以上）有していてもよい。
【０４０３】
　（３）上記実施形態では、図２２に示すように、薄型プリント基板１８０１に形成され
ている幅広配線部２２０２の一部（大部分）が湾曲した部分である湾曲部１８０９に形成
されているが、幅広配線部２２０２を形成する場所はこれに限定されず、種々様々に変更
することができる。
【０４０４】
　図４６は、薄型プリント基板１８０１の連結部１８１０及びその周辺を拡大して示す図
である。同図は、薄型プリント基板１８０１に形成された配線２１０３を図示したもので
ある。薄型プリント基板１８０１の湾曲部１８０９に形成された配線２１０３は、すべて
幅広配線部２２０２である。
【０４０５】
　そのため、湾曲部１８０９での配線２１０３の剥離や断線を抑制するという効果をより
一層高めることができる。
　（４）上記実施形態では、図２３に示すように、薄型プリント基板１８０１の層間接続
部２１０４が２つのスルーホール２１０５により構成されているが、３つ以上のスルーホ
ール２１０５により構成されていてもよい。また、スルーホール２１０５の配置場所もこ
れに限定されず、種々様々に変更することができる。
【０４０６】
　図４７（Ａ）は、薄型プリント基板１８０１の湾曲部１８０９の一部を拡大して示す図
である。同図は、薄型プリント基板１８０１の層間接続部２１０４におけるスルーホール
２１０５の配置を示したものである。層間接続部２１０４を構成する２つのスルーホール
２１０５は、湾曲部１８０９の湾曲方向Ｘに所定の間隔を設けて直線状に並んで配置され
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ている。
【０４０７】
　図４７（Ｂ）は、湾曲部１８０９の層間接続部２１０４を構成する２つのスルーホール
２１０５を含む薄型プリント基板１８０１の厚み方向の断面を示す図（図２３（Ａ）のＤ
－Ｄ線矢視断面図）である。この場合も、２つのスルーホール２１０５は、スルーホール
２１０５間における薄型プリント基板１８０１の表面（両側の表面２３０１、２３０２）
が曲線状となるように配置されている。
【０４０８】
　（５）上記実施形態では、図４１のコマンド処理においてＳ４１０４の変動処理、Ｓ４
１０９のオープニング処理、Ｓ４１１４のエンディング処理を開始する前、及び図４５の
Ｓ４５１１にて非稼働状態と判定されたときに、図４２のリトライ処理のＳ４２０１、３
４０５にて可動役物の異常判定を行う構成を例示したが、異常判定を行うタイミングは上
述したタイミングに限定されることなく、様々なタイミングで行うことができる。
【０４０９】
　ただし、少なくとも上述した４つのタイミングのうち、少なくとも３つのタイミングに
おいてリトライ処理（異常判定）を実行することで、迅速に異常状態からの復帰や可動役
物の退避位置への移動を実行することができる。また、少なくとも上述した４つのタイミ
ングにおいて全てリトライ処理を実行することとすれば、更に迅速な処理が可能となる。
【０４１０】
　（６）上記実施形態においては、図４２のリトライ処理におけるＳ４２０４にて復帰処
理を行った後に異常が継続していると、Ｓ４２０７にて全可動役物を停止する構成を例示
したが、複数回復帰処理を実行しても異常が継続している場合に全可動役物を停止する構
成としてもよいし、Ｓ４２０１にて異常が発見されれば復帰処理を行うことなく全可動役
物を停止する構成としてもよい。
【０４１１】
　また、Ｓ４２０７にて停止する可動役物は全ての可動役物でなくともよく、一部の可動
役物のみ停止する構成であってもよい。例えば、第１中央可動役物２１１及び第２中央可
動役物２１２を組として、それらのいずれか一方が異常と判定された場合に両方の作動を
停止するように構成することが考えられる。
【０４１２】
　また、Ｓ４２０８における退避位置への移動も同様に、第１中央可動役物２１１を除く
全ての可動役物が退避位置へ移動する構成に限定されず、異常と判定された可動役物に予
め対応づけられた可動役物のみ退避位置へ移動するように構成してもよい。また、退避位
置への移動は実行しないように構成されていてもよい。
【０４１３】
　また、Ｓ４２０８では、可動役物２１２～２１８を移動させるためのステッピングモー
タを、進出位置から退避位置へ移動するために必要な駆動量よりも多く駆動させる構成を
例示したが、その構成に限定されることはない。例えば、進出位置から退避位置までの距
離分駆動させる構成としてもよい。
【符号の説明】
【０４１４】
　１…遊技機
　２１１～２１８…可動役物
　３２０…演出制御基板（制御手段）
　３４０…ランプ制御基板（制御手段）
　３４１…演出用駆動装置（作動手段）
　１８０１…薄型プリント基板
　１８０９…湾曲部
　１８１０…連結部（幅狭部）
　２１０３…配線
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　２２０２…幅広配線部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】
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【図２８】 【図２９】

【図３０】 【図３１】
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【図３２】 【図３３】

【図３４】 【図３５】
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【図３６】 【図３７】

【図３８】 【図３９】
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【図４０】 【図４１】

【図４２】 【図４３】

【図４４】
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【図４５】 【図４６】

【図４７】
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